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システム概要——入出力図

2.システム概要 国入出力図
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システム概要——入出力基準値

国入出力基準値

端子名 端子X〇. 線色 基準 値 備考
卜⑶電源 1 10〇卩卩時〇ン、〇N時10〃 以上

ド乙センサ 35 V 10と35の間で〇. 8〜1.21^ ※
ド乙センサグランド 10 乙
卩尺センサ 15 14と15の間で〇. 8〜1.2^0 ※
卩尺センサグランド 14
只尺センサ 11 11と38の間で〇. 8〜1.2ヒ9 ※
尺尺センサグランド 38
尺乙センサ 13 ？ 12と13の間で〇. 8〜1.21^0 ※
尺乙センサグランド 12 し
0センサ電源 21 尺 21と39の間で4. 75〜5. 25 V
(3センサグランド 39
0センサ出力 22 界 車体水平時22と39の間で2. 3±0, 2从
ストップランブスイッチ 48 ストップランプスイッチ〇ド卩時電圧ミ1，5乂、時電圧ミ4.5V ※
ウォーニングランプ駆動 30 し打 10〇1^から1.53間ミ1.5V、1.58経過後ミ10V
八33制御信号出力 17 乙 八83制御時出力電圧ミ1. 5 V、非制御時出力電圧25. 5 V
八83制御信号モニタ 45 八83制御時入力電圧ミ1. 5 V、非制御時入力電圧ミ5. 5 V
ダイアグノーシス乙 16 10〇ドド時〇ゾ、01^1時10 V以上
ダイアグノーシスX 24 し— 10〇ド卩時〇ン、〇1^時10ゾ以上
バルブリレー電源 2 10〇卩ド時〇ゾ、時10〃 以上
バルブリレー駆動 37 10〇ド卩時〇ン、〇1^時1，5ゾ以下

1モータリレー駆動 7 し尺 八33制御時出力電圧ミ1. 5 V、非制御時出力電圧210 V
モータ監視 19 八丑3制御時出力電圧210 V、非制御時出力電圧^1. 5 V
ド乙増圧バルブ駆動 5 乙〇『 10〇ドド時〇ゾ、〇1^時10从以上
卩只増圧バルブ駆動 54 尺し 10〇ドド時〇ゾ、〇1^時10ゾ以上
只し增圧バルブ駆動 53 驟 10〇卩ド時〇ゾ、時10从以上
尺只増圧バルブ駆動 6 10 時〇ソ、01^時10 V以上
尸し減圧バルブ駆動 33 0 10 時〇ソ、01^時10 V以上
ド只減圧バルブ駆動 26 观 10〇卩卩時〇ゾ、〇1^時10从以上
尺乙減圧バルブ駆動 25 10〇卩卩0寺〇ン、〇1^時10ン以上
只只減圧バルブ駆動 34 卿 10〇卩卩0寺〇ン、〇N時10ゾ以上
シリアル通信受信 18 8尺 551^非接続時入力電圧ミ1. 5 V
シリアル通信送信 46 尺8 331^1非接続時出力電圧4. 75〜5. 25 V
グランド 28 3 ボディとの間でアース抵抗〇. 59以下 ※
グランド 29 8 ボディとの間でアース抵抗0.59以下 ※

注し基準値の欄で、計測する際の相手端子の記入が無いものは、0X0端子（1^10.280129)との間で計測する 

こと0

注2.備考欄※印部はコネクタを分離して計測すること。

日〇リ端子配列

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 141516 1718 19 10 :？122 23 24 25 26 27 28
29 30 3132 33 34 35 36 37 3？ 39 40 41 42 43似 45 46 47 48 49 50 5152 53 54 55
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トラブルシューテイングの実施——トラブルシューティングのステッブ

3.トラブルシューティングの実施 國トラブルシューティングのステップ
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トラブルシューティングの実施 トラブルシューティングを行う前に

〔1〕トラブルシューティングを行う前に

1-トラブルシューティングを行う前に

本マニアルではトラブルシューティングの方法を、セレクトモニタを使用しない場合と、セレクトモニタを使 

用する場合とに大別してある。

セレクトモニタを使用しなくても、トラブルシューティングは実施出来ますが、セレクトモニタを使用する 

と、スピードセンサ信号、0センサ信号等のアナログデータ、バルブリレー、モータリレー等のデー 

夕、トラブルコードの内容を更に細分化した不具合現象の表示を行うことができ、より効率的なトラブルシュー 

ティングを実施できる。

2.トラブルシューティング実施の際の注意

(1)丑(：11交換について

圮(：1；の自己診断機能は、八83を構成するセンサ、アクチエータ個々の異常のみならず、その系統のハー 

ネス、コネクタの異常（断線、短絡、接触不良）についても併せて、そのセンサ、アクチヱータの異常とみ

なす。

ハーネス、コネクタの異常が偶発的なものであった場合、トラブルシューティングを実施する前に、ある 

いは途中で異常が回復したなら、異常の判定が出来ない。

しかし、五〇；交換を行う前に必ずコネクタ、ハーネスの接触不良点検（^1 一6)及びハーネス異常の目 

視点検（かみ込み，被覆破壊による短絡有無のチュック）を実施し、異常があれば該当箇所を修理する。こ 

の後、確認テスト（^4一 14)を行ってみて、トラブルコードの新たなメモリがなければ、ハーネスあるい 

はコネクタの異常が原因であったと考えられる。

上記点検を省略し、ぢ011交換を行っても接触不良の異常は散発する。

(2) 10 〇^/〇卩卩について

トラブルシューティング実施中10 〇^/〇卩ドは必ずマニアルの指示に従って行うこと。コネクタが外れ 

た伏態で10〇1^にすると、新たなトラブルコードが丑01；にメモリされる事がある。

3.システム特有の現象

(1)発進時のチヱック音及びブレーキペダルへのキックバック

エンジン始動直後の発進時、八33機能のチヱックの為只/!!モータポンプ、ソレノイドバルブをごく短い 

時間作動させる。この時モータ、ソレノイドバルブの作動音及びブレーキペダルへのキックバック（ペグ 

ルを踏んでいる時のみ）を感じるが異常ではない。



トラブルシューティングの実施 トラブルシューティングを行う前に

(2)脱輪及びスタックについて

脱輪やスタックでホイールスピンを1分程度行うと、各車輪の回転バラツキが通常の走行状態と異なる 

為スピードセンサ又は0センサのトラブルと判断して、警告灯を点灯させる。

⑶整備上の注意

4,0車を4輪リフトアップ状態、又は4輪フリーローラ上で走行させる場合、五011の電源ヒューズを抜 

いて、システムを不作動伏態にしなければならない0これを怠ると、丑011はスピードセンサ又は0センサ 

のトラブルと判断して、八璐警告灯を点灯させる0この場合は異常ではないので、トラブルコードのメモ 

リはクリアする。



トラブルシューティングの実施——自己診断項目対照表

〔2〕自己診断項目対照表（その1)

八83システムに異常が発生すると、自己診断によるフヱールセーフが作動し、八88警告灯を点灯させ辽01；に 

トラブルコードをメモリすると共に、八33を非作動状態（通常ブレーキ状態）とする。

各項目詳細については、セレクトモニタを使用しない場合（ダイアグノシス）（？，4一 17)、セレクトモニタを使 

用する場合、（卩，4-98)をそれぞれ参照する。

診断項目
コード

診断項目 表面表示
1 (タイアクノシス） (セレクトモニタ、孖81) 师1)
1スタートコード

11 正常 N0. 丁尺〇1；8し远(单独の場合正常コート）

卩只センサ.ハード検出
21

卩只センサ.ハード検出
卩只.？； 3.只八只〇

〈断称、八刀迥入ノ 1断線、八刀迥人）

1ド尺センサ.ソフト検出
(入力信号系異常）

22
只只センサ.ソフト検出

(入力信号系異常）
卩只. 3 3. 3〇卩丁

ド乙センサ.ハード検出
23

ド乙センサ.ハード検出
卩し5 3.只八尺!）

(断線、入力過大） (断線、入力過大）

ド乙センサ.ソフト検出
(入力信号系異常）

24
ドしセンサ.ソフト検出

(入力信号系異常）
卩し. 3 3. 30卩丁

只只センサ.ハード検出
25

尺尺センサ.ハード検出
尺尺. 5 5.只八只〇

(断線、入力過大） (断線、入力過大）

センサ.ソフト検出
(入力信号系異常）

26
センサ.ソフト検出

(入力信号系異常）
只只. 3 3. 3〇卩丁

尺乙センサ.ハード検出
27

センサ.ハード検出
只し. 3 5.只八尺〇

(断線、人力過大） (断線、入力過大）
见センサ，ソフト検出

28
只しセンサ.ソフト検出

尺乙. 5 5. 3〇ド丁
(入ノ」丨目'77糸異吊） (入力^(目5糸^^吊）

4輪いずれかのセンサ.ソフト検出
29

4輪いずれかのセンサ.ソフト検出
ぢI 丁只丑只. 3 3. 3〇卩丁

(入ノバ3巧^糸:^吊） (入ノ」>(目"77糸共吊） 丨

ド尺増圧バルブ異常 31 孖只増圧バルブ異常 卩只.迟又.又八乙又丑

卩只減圧バルブ異常 32 卩只減圧バルブ異常
――

ド乙増圧バルブ異常 33 卩乙増圧バルブ異常 ドし.已又.又八乙マ五

ド乙減圧バルブ異常 34 ド乙減圧バルブ異常

只只増圧バルブ異常 35 増圧バルブ異常

只只減圧バルブ異常 36 減圧バルブ異常 只只.八又.ゾ八乙又丑
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トラブルシューティングの実施——自己診断項目対照表

自己診断項目対照表（その2)

診断項目
(ダイアグノシス）

コード
診断項目

(セレクトモニタ、ド81)
表面表示 

⑽1)

増圧バルブ異常 37 尺し増圧バルブ異常 只し.丑又.从八しマ圮

減圧バルブ異常 38 減圧バルブ異常

丑〇!；異常 41 圮011異常 圮011

，冒"癱 ^ 1？ - : 1 ‘圓 / --^-^ — 9 —， ^ ―^-~^ 輪-為 丨 - - 、 ， ，
竜源竜)土低卜 42 電源竜)土低卜

協調制御異常 44
協調制御異常（非制御中） 00が LINE

協調制御異常（制御中） 00IV！ 0FEN

喔 嘯 饞 ~9~-~^ ^ 睡疆雇 V 謇

0センサ電源電圧異常 46

〇センサ電源電;土過ス 1 05 尸〇界五只〇又丑只

〇センサ電源電圧低下 05 戶〇…^只乙〇，

バルブリレー異常 51

バルブリレー異常 V，只丑乙八^

バルブリレー〇1^固着
私 V，尺五乙八丫 〇N

モータリレー断線 只叼乙八丫 0FEN

モータリレー.モータ系異常 52 モータリレー固着 只丑乙八丫 〇N

モータ異常 IV[〇丁〇只

ストッフランフスイへ，チ断線
ストップランプスイッチ異常 54

，短絡

0センサ断線.短絡 0 3只1^3〇只 L I NE

〇センサ十8短絡 0 3丑？^3〇尺 +5
〇センサ出力電圧異常 56

0センサN11検出異常 0 3丑1^3〇尺 N11

0センサ出力固着検^:4 0 8丘1^3〇只 51 I 0^：
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トラブルシューティングの実施——基本点検

〔 3〕基本点検

⑴電源点検

バッテリ電圧が低いと正確な自己診断がで 

きないので、まずバッテリ電圧、比重を測定 

する。

①バッテリ電圧、比重測定

基準値
バッテリ電圧 12ソ以上

比 重 1.26

②ヒューズ、ハーネス、コネクタの接続状態、 

アース締付状態点検

(2)ブレーキフルードレべルの点検

リザーバタンク内の液量が規定の範囲内にある 

か目視点検。

基準値
上限（^八ス）〜下限（⑽⑷間 
にあれば正常

(3)ブレーキフルード漏れ点検

車両をリフトアップ、ブレーキシステムからのブ 

レーキフルード漏れを床上、床下から点検。

⑷弓丨きずり点検

① 車両リフトアップ。

② ブレーキペダルを数回踏み込んだ後、タイヤを 

手で回し、引きずりが無いか点検。

(5)ブレーキパッド.ロータ点検

① ホイール取り外し。

② フレーキパッドを取り外し、パッドおよびロー

夕に油の付着、損傷、異常摩耗がないか点検。

(6)タイヤ仕様、摩耗、空気圧点検

① タイヤ仕様は標準のものがついているか点検,

② タイヤトレッドに異常摩耗がないか点検。

③ タイヤ空気圧は規定値か点検。

(単位政んゼ)

タイヤのサイズ
定 積載

前輪 後輪

1453尺12 2.2 2.2

1553尺12 2.0 2.2

(7)八83警告灯、初期チニック

基準値
エンジン始動時、下記の様に八巳3 
警告灯が点灯、消灯すること

10キー位置 

八33警告灯 点灯
消灯 消灯

画-#^ 約1. 5秒 |螭一

点灯しない場合ヒ4-18へ 

消灯しない場合
[を使用しない場合？，4一20へ 

331^を使用する場合 ^4一 104へ
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トラブルシューティングの実施——自己診断機能

〔4〕自己診断機能（セルフダイアグノシス)

トラブル発生を丑01；の自己診断機能により検知した時は、メータ内の八丑3警告等を点灯させ、同時にシステ 

ムを遮断する、しかしそのトラブルが偶発的な現象である場合、10を〇ド犴し再度〇1^にした時にトラブルが発 

生していなければ、警告灯は点灯しない。

トラブルコードは最大3個記憶している。3個を超えた場合は、最新の3個が記憶されている。（メモリクリア 

するまで記憶している）トラブルコードは下記操作を行うことで、八丑3警告灯をトラブルコード表示モードに 

切換えて表示する。

(1)トラブルコード呼び出し

① インパネ下のチヱックコネクタ（2極）の端子. 2 (〇乙端子）をアースに落とす。

② 1(} 3界

③八33警告灯がスタートコード（コード11)表示後、トラブルコードを記憶していれば最新のものから順番 

に表示する。（最長約3分間繰り返す）なお、バルブリレー作動不良の場合は八丑8警告灯が点灯のまま 

となる時もあるので、11/11からバルブリレーを外して呼び出す。

，チヱツクコネクタがアースに落ちていない場合、通常の球切れチヱツクモード（1〇 8界で1.5秒後 

消灯）となる。

汩⑶が何らかの理由で作動できないとき（例えばヒューズ切れ）バルブリレーが作動しないので、同様に点灯のままとなる。)
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トラブルシューティングの実施一自己診断機能

(2)トラブルコード出力条件

① 車両が停止していること（4輪のスピードが4.01^111/11以下)。

② 10 0N時、〇乙：アース接続、かつ、01^::開放、かつ、ストップランプスイッチ：〇ドド（ブレーキぺダ 

ルを踏んでいない状態）であること。

(3) トラブルコード出力終了条件

① 車両が停止伏態でなくなった時、又はストップランプスイッチ：〇N (ブレーキペダルを踏んだ伏態）で 

ある時、又は〇し：開放となった時、通常モードに移行。

② 出力開始後約3分経過した時、システム遮断。

(減圧バルブの異常コードがメモリされている場合は、約1分経過後）

(4) トラブルコードのメモリクリア

コード呼出後、チヱックコネクタの〇乙端子を0X0レベルから開放し、この時から約12秒以内に0.2秒以上 

〇乙端子を0X0へ接続する動作を3回おこなって、引き続き〇し端子を(^10レベルから開放した時メモリク

リアされる。

八巳3警告灯

〇し端子

点灯

コード表不モード

〇㈧〇 (アースレベル)

〇. 2秒以上

メモリ消去モード（約12秒以内)

命 ^
〇. 2秒以上

蝎-丨 ―

0^0開放（闩丨9トレベル)

1. 5秒以下

-トラブルコードのメモリクリアを行った後は、メモリが確実にクリアされている事と、他のトラブルがな 

い事を確認する為に、トラブルコードの読み出しを行い、スタートコード（11)のみである事を確認する。
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トラブルシューティングの実施——自己診断機能

4-14



トラブルシューティングの実施——八巳3 £00コネクタの組立要領

八巳3 [〇リコネクタの組立要領（分解は逆手順)

①位置決め @の長いリブと深い穴

⑧の短いリブと浅い穴

〇

②コネクタ本体を 

カバーへ装着

③コネクタ本体と 
カバーのネジ止め

④ケーブルクランプカバー 
のカバーへの取付

位置合わせ

位置合わせ後 
コネクタ本体をカバー(； 
アッセンブリーする

固定ネジを締め上げる際 
この部分に、電線が啮み 
込まない様充分に注意し 
て、作業して下さい。

電線に無理が掛らない様に 
注意しながら取り出し口へ曲げる ケーブルクランプ.カバーの先端を 

コネクタカバーに合わせる。

⑤ケーブルクランフ^ 
バンドの取付

0 3-

ケーブル，タイをカバー取り出し 
口の溝に、セットする。

仮止めを行う

ケーブルクランプ，カバーを上図の様に 
セットする。
その際、電線の嚙み込み等無いように 
注意して下さい。

完了

〇 締め上げる。
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セレクトモニタを使用しない場合の点検——トラブルシューティングのステップ

4.セレクトモニタを使用しない場合の点検国トラブルシューティングのステッフ

トラブルコード有

不具合車両入庫

ひ

問 診 問診表を活用する

基本点検

トフブルコード読み出し

N0
01¢

トラブルコード記録

トラブルコー ド有

トラブルコードに 
基づく点検実施

4^

修 理

ラブルコードの 
メモリクリア

確認テス

トフフルコード読み出し

トラブルコード読出不可の
場合の点検実施

スタートコードのみ表不 
(トラブルコード無）

不具合現象に基づく点検 
実施

一しスタートコードのみ表示（トラブルコード無)

終
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セレクトモニタを使用しない場合の点検 ラブルコードに基づく点検

トラブルコードに基づく点検

コード 診断内容 主な故障原因 ページ

八88警告灯点灯せず 電源、メータ警告灯駆動回路系異常 4-18

八33警告灯常時点灯 電源、メータ警告灯駆動回路系異常 4-20

トラフルコード読み出し不可 メータ警告灯駆動回路系異常 4-24

21,23
25,27

スピードセンサ系異常 

(断線または入力過大)

スピードセンサ、断線、入力電圧過大 

ハーネス、コネクタ異常
4-26

22,24

26,28
スピードセンサ信号系異常

スピードセンサ入力信号異常（短絡、 

ノイズ変調)、ハーネス、コネクタ異常
4-30

29
4輪いずれかの 
スピードセンサ信号系異常

4輪いずれかのスピードセンサ、入力信号異 

常、トーンホイール異常、タイヤ空転
4-36

31，33
35,37

増圧バルブ系異常 幵/1；異常、ハーネス、コネクタ異常 4-38

32,34
36,38

減圧バルブ系異常 11/1；異常、ハーネス、コネクタ異常 4 一 42

41 ぢ011異常 601；異常 4 一 46

42 電源電圧低下 已01；電源電圧低下 4—48

44 協調制御系異常
八38、远01！— 五〇^丁、丑011ヽ

協調制御異常
4-50

46 <3センサ電源電圧系異常 (3センサ電源電圧異常 4 一 56

51 バルブリレー系異常
バルフリレー異常、ハーネス、コネク

夕異常
4—60

52 モータ、モータリレー系異常
モータ、モータリレー系異常 

ハーネス、コネクタ異常
4 一 70

54 ストップランプスイッチ系異常
ストップランプスイッチ異常 
ハーネス、コネクタ異常

4-80

56 (3センサ系異常
0センサ出力電圧異常 

ハーネス、コネクタ異常
4 一 82
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トラブルコードに基づく点検一一八83警告灯点灯せず

八83警告灯点灯せず
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トラブルコードに基づく点検——八83警告灯点灯せず

,他の警告灯類点灯 
状態確認

基準値：他の警告灯は16 〇问で点灯する。

N0の時
コンビネー 
メータ修理、 
ューズ点検

シヨン
又はヒ

2.八83警告灯バル 
ブのチェック

(1)コンビネーションメータをはずす。 
⑵八33警告灯バルブをはずす。

N(5の時
八88警告灯バルブ交 
換

3.ハーネス導通、短 
絡チIック

⑴
⑵
⑶

リレーボックスコネクタ只134と八83,6を分離する。 
五011コネクタ只128を丑011からはずす。
丑〇リコネクタ尺128とボディ（0X0)の間の電圧を測 
定する。

尺128 N0.30 (十）一⑽〇㈠

基準値：丨〇〇问:10-13V

10〇卩ド： 3ソ以下

10〇NでN0なら 
ハーネス断線、 

コネクタ修理

10〇ドドでN0なら 
ハーネス十8

短絡修理

4.リレーボックス十 
8短絡チIック

(1) 10キーを〇ド尸とする。
(2) リレーボックスコネクタ八83,6とボディ

(0X0)の間の電圧を測定する0

八3シ6 N0.3 (十） ⑽〇 (—）

基準値：丨〇〇问/〇卩卩共〇ソ

N0の時
リレーボックス交換

5.各コネクタ接触不 -全てのコネクタを結合した後、コンビネーシヨンメータ、 N0の時
民チエック 已01)、ハーネス中継点の各コネクタの接触不良をチヱッ コネクタ修理

書 クする。

(？6？6)

1 1 2 | 3 | 4 | 5 | 6 \\ 819110111112 13 141151161171〗81191201211122 123 24 1 25 1 26 27 | 28
| 29 30 31「32 33 〇 4 〇 5|36 37)38 3914 0卜 11421434445464748 49 50 | 5152 153 154 55 1
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トラブルコードに基づく点検——八83警告灯常時点灯
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トラブルコードに基づく点検 八83警告灯常時点灯

フローチャートに従い次頁以降の要領で点検する。

フローチャートは消去法をとっているので、点検もれがあると丑011交換に行きついてしまうが、不具合が再 

発するケースも発生するので注意が必要である。
不良と判断した丑011を別の車両に装着して、再現するか確認し不良の場合のみ丑011交換と判断する。
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トラブルコードに基づく点検——八83警告灯常時点灯

4.日〇リ電源電圧チェ 

ック

E^LIコネクタ結 
合チIック

丑(：1；コネクタと五(：1；との結合をチヱックする。

基準値：日(:リコネクタはクランプがカチッと
ロックするまで已011にはめ込まれて 
いる0

〇
〇

クランプ

〇
〇

N0の時
E^\]にコネクタをは 
め、クランプをカチッ 
とロックするまで押 
し込む。

2.オルタネータ機能
ナエック

⑴
⑵
⑶

エンジンスタート。

アイドリング伏態とする。 
オルタネータ3端子とボディ 
定する。

(0^0)の間の電圧を測

オルタネータ8端子（十）一(—）

基準値：10〜15ソ

N0の時
オルタネータ修理

3,ハツアリ ー3而于ナ

Iック
(1)10キーを〇ドドとする。
⑵バッテリー十、—極端子の締付確認。

基準値：締付に緩みは無い。

N0の時 
端子締め付け

E^^]コネクタ只128を丑011からはずす。
エツジンスタート。

アイドリング伏態とする。
ぢ01；コネクタ8128とボディ（01^0)の間の電圧を測 
定する。

只128 N0.1(十）一 0X0 (-）

基準値：10〜15ソ

5.日011アースチェ (1)10キーを〇尸ドとする。 N0の時
ック (2)丑01；コネクタ只128とボディ（0X0)の間の抵抗値を アースハーネス、コネ

測定する。 クタ修理

只128 N0.28 — 0^0

N0.29 — ¢N0

基準値：0.50以下

\
^
ノ 

\
^
/ 
\
)
/ 

N
1

/

1
2 
3 
4

,

^
\ 

X
—

\ 
/

—^
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トラブルコードに基づく点検——八83警告灯常時点灯

6.ハーネス〇问〇短 
絡チIック

(1) リレーボックスコネクタ尺134と6を分離する。
(2) 10〇]^する。

N0の時 
ハーネス修理

基準値：六83警告灯消灯のまま

リレーボックス 
〇问〇短絡チェッ 
ク

⑴
⑵
⑶
⑷
⑸

10キーを〇ドドとする。
リレーボックスコネクタ只134と八83春6を糸吉合する 
バルブリレーをはずす。
11/11コネクタ八33，1と八33 ^ 2を分離する。
10 01^する。

N0の時
リレーボックス交換

8.バルブリレー単体 
チェック（接点）

⑴
⑵

10キーを〇ドドとする。
バルフリレーの端子1^10.85 ( —）一N0.86 (十）の間に 
直流12 Vを印加する。

⑶バルブリレー接点の抵抗値を測定する。
バルフリレー本体N0.30—N0.87

N0.30— N0.87 &

基準値く12 V印加時〉

N0.30- N0.87 :0.50以下
N0.30- N0.873 :1㈣以上 
ぐ12ソ非印加時〉

N0.30-N0.87 :1^/10以上 
N0.30- N0.873 =0.50以下

N0の時
バルブリレー交換

9.㈠/リ⑽〇短絡チ 
Iック

(1) 10キーを〇卩ドとする。
(2) E/Vコネクタ八33鲁1と八38，2を結合する。
(3) 10キー〇1^とする。

N0の時
リレーボックス交換

10.コネクタの接触不 -全てのコネクタを結合した後丑〇11コネクタの接触不良を N0の時
良チエック チヱックする。 コネクタ修理

86
30 873 87

85

^128

1 | 2 | 3 | 4 | 5 | 6 1171819110111112113114115116 17118 19 20 211122 23124 1 25 1 26 | 27 | 28
I 29 | 30 | 31 | 32 | 33 | 34 135136137丨38139丨40141142143レ 414514 6卜 7卜 8| 49 | 50 | 51527 53 | 54 | 55 |

バルブリレー本体
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トラブルコードに基づく点検ートラブルコード読み出し不可
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トラブルコードに基づく点検------トラブルコード読み出し不可

1,チェックコネクタ 
端子チIック

チニックコネクタ端子（2本）とボディ（0X0)の間の抵
抗値を測定する。

チヱックコネクタ端子一 0X0

N0の時
ハーネス修理

2.チIックコネクタ 

ハーネス導通チェ 

ック

⑴
⑵

⑶
⑷

10キーを〇卩卩とする。
チェックコネクタ端子只121の2をボディ（¢>N0)に接 
わする。
E^Vコネクタ只128を兄01；からはずす。
丑01；コネクタ只128とボディ（(^^0)の間の抵抗値を 
測定する。

尺128 1^0.16—0X0

N0の時
ハーネス、コネクタ修 
理

3.コネクタの接触不 
良チェック

，全てのコネクタを結合した後、五〇リコネクタの接触不良 
をチヱック。

N0の時 
コネクタ修理

1 |2|3|4|5|6| 71819110 11112113114115116117118 19 201211122 23 | 24 | 25 | 26 | 27 | 28
I 29 | 30 | 3132 | 33 | 34 13513613712 8139140丨41142 43144 4514 6卜 7 48| 49 50 151152 153154 | 55 |
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トラブルコードに基づく点検 トラブリレコード21, 23, 25, 27

ラブルコード

闩，し円

21, 23スピードセンサ系異常 
25, 27 (断線又は入力過大）

21:ドド23 :ドし 
25 :阳27 : ^

5 2 3 1 4 6

，つ口ーチャートに従い右頁の要領で点検する。

1 スピードセンサの N0
1 導通チXック スピードセンサ交換

01¢

2
スピードセンサの N0

十6短絡チエック スピードセンサ交換

3

〇く

ハーネス、コネクタの 
導通チエック

0(¢

N0 スピードセンサと日(:リ間の 
ハーネス、コネクタ修理

4
ハーネスの十巳短絡 N0

テェッ7

5 センサの取付チIック
N0 センサ、卜一:

調整交換
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1,スピードセンサの 
導通チェック

10を〇ド卩とする。
スピードセンサコネクタを結合する。
芑(：11コネクタ尺128の端子間の抵抗値を測定する。

コード21
コード23 
コード25 
コード27

只128 
尺128 
只128 
只128

N0.15—N0.14 
N0.35—N0.10 
N0.11—N0.38 
N0.13—N0.12

N0の時
スピードセンサと 
远011の間のハーネス、 
コネクタ修理

10を〇ドドとする。
スピードセンサのコネクタを分離する。
センサコネクタの抵抗値を測定する。

(ハーネスを軽くゆすりながら)
コード21 卩只センサ N0.1 —N0.2
コード23 卩乙センサ N0.1 —N0.2
コード25 只只センサ N0.1 —N0.2
コード27 センサ N0.1 —N0.2

N0の時
スピードセンサ交換

3.ハーネス、コネク 
夕の導通チIック

1「2 314 5 | 6 | 71819110 11112113114115 16117118 19 20 211122 23 24 | 25 | 26 27 | 28
12912 0131 | 3 2 | 33 | 34 13513613712 813914014114214 3144145 ^ 6卜 ル 8149150 I 51 1 52 1 53 I 54 1 55

2.スピードセンサの 
十8短絡チ:!：ック

(1) 丑011コネクタ只128を丑(：1；からはずす。
(2) センサコネクタとボディ（(^^0)の間の電圧を測定す 

る。

コード21 ド只センサ
コード23 卩乙センサ
二! ド25 尺尺センサ
コード27 1センサ

N0.1(十）一⑽〇 
N0.1⑴一⑽〇 
N0.1⑴一⑽〇 
N0.1(十）一⑽〇

(―) 
(―) 
(-) 
(―)

N0の時
スピードセンサ交換

トラブルコードに基づく点検——トラブルコード21, 23, 25, 27

\
)
/ 
\
)

7 
\

—
/

1
2 
3

/
1
V 
7
(
\ 
/
(
\、
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トラブル]—ドに基づく点検——トラブルコード21, 23, 25, 27

4.ハーネスの十巳短 
絡チIック

丑(：11コネクタ只128とボディ（0^0) の間の電圧を測 N0の時
定する。 スピードセ

迟011の間のノ
コード21 ^128 N0.15 (十）一 ⑽〇 (-） 修理
コード23 只128 N0.35⑴一 ⑽〇㈠
コード25 ^128 N0.11(十）一 ⑽〇 (-）
コード27 只128 N0.13⑷一 ⑶〇 (―)

ンサと
‘一不ス

5.センサの取付チェ 
ック

(1) トーンホイールの取付緩みの有無を確認する。
(2) センサギャップを点検する0

ド ^ 只：〇. 5〜1.1 111111

(3) ハブの振れを点検する。

N0の時
センサ、トーンホイー

ルの調整、交換

6.各コネクタの接触 
不良チェッヮ

全てのコネクタを糸吉合した後
丑01；、センサ、ハーネス中継点の各コネクタの接触不良を 
チェックする。

N0の時 
コネクタ修理

(@2^)

3 I 4 I 5 1" 6117181 9710111(^1311411511611711111120(^1122123 I 24 [251 26 I 27 [28
[29 [30 | 31[32] 33〔34】35画37画39网41[421 窃441 殖461苟481 二49 I 50〔51[52 I 53 [541551
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード21, 23, 25, 27
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード22, 24, 26, 28

トラブルコード 22, 24スピードセンサ信号系 
26, 28異常

^ 22 :24 :「し 
7 26 : ^ 28 : ^

スピードセンサ 
本体側コネクタ (^)

1 | 2 | 3 | 4 | 5 | 6 1171819110111112113114 15 16 17 18119 20 211122 123 1 24125126127128
1 29 | 30 1 31 | 32 | 33 | 34 13513613713813914014114 2卜 3卜 4卜 5|46卜外 8| 49 | 50 | 51 | 52 | 53 I 54 | 55 1
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セレクトモニタによる点検. トラブ，ルコード22, 24, 26, 28

フロー チャートに従い次頁以降の要領で点検する

(注）：スピードセンサでは偶数番号のトラブルコードは検出条件として車輪速度差が一定時間継続した場合、その車輪を異常と判断 

する様にプログラムが設定してあるため下記の様な走り方によってはこの条件に一致し警告等を点灯させることもある。

，圧雪路、悪路でのラッセリングによる駆動輪を空転させながらの長時間走行。

-ループ橋、立体駐車場等に於ける飛ばした状態による長時間旋回走行。

，サイドブレーキをかけたままでの長時間走行。

-異常に低いタイヤ空気圧での走行。
# 61： 0

八 ！ 1
1 スピードセンサの取付点検その1

」 , 〇X

2 スピードセンサの取付点検その2

3 スピードセンサの導通チェック

| 01¢

4 スピードセンサの〇问〇短絡チェック

| 01¢

5 ハネスの短絡チェック

101¢

6 ハネスの01^0短絡チェック

1 『 01¢

7 已〇リのアースチ ェ ック

I 『 〇に

8 各コネクタの接触不良チェック
—|

) 01¢

9 ノイズ混入源の確認

1 1 01¢

10 シールドアースのチェック

N0

N0

N(3

N0

N0

N0
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード22, 24, 26, 28

1,スピードセンサの (1)トーンホイールの取付緩みの有無を確認する0 N0の時
取付点検 (2)センサの取付緩みの有無を確認する。 センサ、卜ーンホイー

その1 (3)センサギャップを点検する。 ルの調整、清掃、交換

ド ^ 只：〇. 5〜1，1111111

2.スピードセンサの
取付点検

その2

(1) センサポールピース、トーンホイールの汚れ、異物の 
有無を点検する。

(2) センサポールピース、トーンホイールの歯欠け、歯キ 
ズの有無を点検する。

N0の時
センサ、トーンホイー

ルの調整、清掃、交換

(3)前輪ハブ及び後輪アクスルの振れを点検する。

氺本点検は、オシロスコープを用いた点検で代用すること 
ができる。
オシロスコープを用いて、五011コネクタの下記の端子間 
でセンサ出力波形を測定する0
(コネクタを6011に接続した伏態で車をリフトアップし、 
該当する車輪を手で廻す。）

このとき、出力波形が歪みの無い正弦波状であれば本点
検及び3、4、5、6の点検は省略して良い。
なお、丑(311か6コネク々をはずすと会は必ずキーを1ソ、 上一/、ノ \ノ 1 ノ^ノ I フ フ I フ 1 1
〇卩ドとしておく-、ノ丄丄 し/、气ゾ、〇

コード22 8128 N0.15—N0.14
コード24 1^128 N0.35——N0.10
コード26 只128 N0.11—N0.38
コード28 只128 N0.13—N0.12

3.スピードセンサの 
導通チェック

(1) スピードセンサのコネクタを分離する。
(2) センサコネクタの抵抗値を測定する。

コード22
コード24
コード26 
コード28

ド只センサ 
卩しセンサ 
只只センサ 
尺しセンサ

N0.1
N0.1

N0.2
N0.2
N0.2N0.1—

N0.1—N0.2

基準値:0.8-1.2…

N0の時
スピードセンサ交換

(^128^

1|2|3|4|5 6 11718 19110111112113114115116117118119120121 | 22 23丨24 | 25丨26 | 27 28
I 29 | 30 | 31 | 32 | 3 3 | 34 135136 37138139 40 41142143 44 45 461471481 49 | 50 | 5152 | 53丨54丨55 |
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード22, 24, 26, 28

4-スピードセンサの 
(3问0短絡チIック

センサコネクタとボディ（0X0)の間の抵抗値を測定す N0の時

る0 スピードセンサ交換

コー ド、22 只只センサ N0.1一一⑽〇
ゴー ド24 ドしセンサ N0.1--⑽〇
コー ド、26 只尺センサ N0.1-― 〇〜
コー ド、28 只乙センサ N0.1—一⑽〇

基準値：1^0以上

5-ハーネスの短絡チ （1)
エック （2)

⑶

スピードセンサのコネクタを結合する。
コネクタ只128を丑01；からはずす。

巳011コネクタ尺128の端子間の抵抗値を測定する。

N0の時
スピードセンサと 
ぢ011の間のハーネス

修理
コード22 尺128 N0.15—N0.14
コード24 %28 N0.35 — N0.10
コード26 只128 N0.11—N0.38
コード28 8128 N0.13—N0.12

基準値:0.8-1.21^

6.ハーネスの〇问〇短 參远01；コネクタ只128とボディ（0X0)の間の抵抗値を測 
絡チIック 定する。

コー ド22 8128 N0.15—0^
^ — ド、24 尺128 N0.35 —⑽〇
3 — ド、26 只128 0.11——⑶〇
コード28 ^128 X0.13 — 0^0

N0の時
スピードセンサと 
ぢ01！の間のハーネス

修理

基準値：1^/10以上

1 1 2 | 3 | 4 | 5 | 6 1171819 10111112 13 14115 1611711811912012川22 123 1 24125126 27 28
1 29 | 30 | 31 I 32 1 33 | 34 13513610 7138139 4 0卜 142卜 3144145 46147 48| 49丨50 I 51丨52 1 53 | 54 | 55

スピードセンサ 
本体側コネクタ
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トラブルコードに基づく点検——トラブル]—ド22, 24, 26, 28

已011のアースチ 
Iック

五(：11コネクタとボディ（0X0)の間の抵抗値を測定す 
る。

8128 1^0.28—0X0 
N0.29 — 0^10

N0の時
アースハーネス、コネ
クタ修理

8.各コネクタの接触 ，全てのコネクタを結合した後兄〇!エセンサ、ハー兔ス中 N0の8寺
不良 継点の各コネクタの接触不良をチュックする。

XI、メ ゾノ㈣ゝ|

コネクタ修理

9. ノイズ混入源の確 (1)自動車電話、無線機等の取り付けは適正か？ N0の時
認 (2) ノイズ発生源（アンテナ等）がセンサハーネスに接近 不良個所の適正化、修

していないか？ 理

10.シールドアースの 
チェック

，ハーネス中継コネクタとボディ（0X0)の間の抵抗値を 
測定する。 -

コード22 ^126 N0. 4 —-⑽〇
コード24 尸111 N010
コード26 , 只126 N0. 3 —-⑽〇
コード28 只126 N0. 2 -—⑶〇

N0の時
シールドと0^1)の間 
のハーネス修理

基準値：0.50以下

I

已(3り交換

1 1 2 3 1 4 5|6 1171819110111112113114|】5116117 181191201211122 23 124 1 25126127128
12^2 0 | 31 | 2 2 | 33 | 34 13513613713813914014114214314414 51461471481 49 1 50 | 5152 1 53 | 54 I 55 1

4-34



トラブルコードに基づく点検——トラブルコード22, 24, 26, 28

〇
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード29

ブルコード29 4輪いずれかのスピードセンサ
信号系異常

鲁フローチヤートに従い右頁の要領で点検する。
丫已3

タイヤ空転有無の確認 システムは正常

N0

2
タイヤの仕様、 N0
摩耗、空気圧確認 タイヤの調整、交換

0(¢

3 スピードセンサの N0 センサ、トーンホイールの
取付点検その1 調整交換

4 スピードセンサの 
取付点検その2

N0

〇く

に(:リ交換
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード29

1,タイヤ空転有無の 
確認

，ジャッキアップ、リフトアップ状態、フル転舵旋回、脱輪 

等で1分以上タイヤを空転させなかったか？
¥£5の時 

システムは正常

2.タイヤの仕様、磨 (1) タイヤの仕様は正しいか？ N0の時
耗、空気圧確認 (2) タイヤは異常磨耗していないか？ タイヤの調整、交換

(3) タイヤの空気圧は正しいか？

3.スピードセンサの 
取付点検

その1

(1) トーンホイールの取付緩みの有無を確認する0
(2) センサのの取付緩みの有無を確認する0
(3) センサギャップを点検する。

ド ^ 只：〇. 5〜1.1111111

N0の時
センサ、トーンホイー 

ルの調整、交換

4.スピードセンサの

取付点検
その2

(1) センサポールピース、卜ーンホイールの汚れ、異物の
有無を点検する。

(2) センサホールピース、卜ーンホイールの歯欠け、歯キ 
ズの有無を点検する。

(3) 前輪ハブ及び後輪アクスルの振れを点検する0

氺本点検は、オシロスコープを用いた点検で代用すること 
ができる。
オシロスコープを用いて、丑01；コネクタの下記の端子間 
でセンサ出力波形を測定する。
(コネクタを已(：1；に接続した状態で車をリフトアップし、 
該当する車輪を手で廻す。）

なお、丑(：1；からコネクタをはずすときは必ず10キーを 
〇ド孖としておく。

車輪 
ドし車輪 
%車輪 
%車輪

只128 
體8 
只128 
8128

N0.15—N0.14 
N0.35—N0.10 
N0.11—N0.38 
N0.13—N0.12

N0の時
センサ、トーンホイー

ルの調整、清掃、交換

に(：リ交換

(〇128^

1 | 2 | 3 | 4 | 5 | 6 117 18 19 11011111211311411511611711811912012111 22 23 | 24 | 25 | 26 | 27 | 28
129「30 | 31 丁 32「33 34 [351 莉37『38|匈40 4142 43「44|荷46 47 48149 5〇15152 53154 551
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トラブルコードに基づく点検 トラブルコード31, 33, 35, 37

トラブルコード& 4 増圧バルブ系異常 31:33 :「し 
35 : 37 : ^

E^^}

37

2

7

5
33
54
26
53
25
6

28
29

し〇

し…

巳

し闩
V

し〇
0
^し
\^0

し〇
0西
9^

巳
巳

㈠/リ

八8ふ£01)

2

4

6
8

30 ^ 1
85

86 」ハ
87 —1 (^6？4) (^125)
873

一…丫 一 —

87
86

85

2
漏 巳八丁丁

8八丁丁

¢124)

(^2)

5
4
8
3
7
2
6

(^8)

\

\

-£©0-

#フローチヤートに従い右頁の要領で点検する0

1 ㈠/リの導通チIック
N0

1 0^

2
じの⑽〇短絡 N0

ナIック

5
ハーネスの(5(^0短絡 
チェック

卜〇X

6 ハネスの導通チ:！:ック

\ 01¢

㈠/リと已(3じの間の 
ハーネス修理

N0 日/じと日〇リの間の 
ハーネス、コネクタ修理
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トラブルコードに基づく点検 トラブルコード31, 33, 35, 37

1,㈠/リの導通チェ 
ック

(1)幵/1；コネクタ八33鲁1と八丑3，2、尺124と八88，8を 
分離する。

⑵1^/11コネクタ八55，8と八33 ^ 2の間の抵抗値を測定 
する。

コード31
-ド33 
-ド35

二! ド37

八35

八85

8
8
8
8

N0.4
N0.1
N0.2
N0.3

-2 N0.1 
^35-2 N0.1 
-八丑シ2 N0.1 
-2 N0.1

基準値： 8.5土(). 70

N0の時
11/11交換

2.㈠，じの©N0短絡 
チェック

9/1；コネクタ八33，8とボディ（(^^0)の間の抵抗値を 
測定する。

ゴー ド31 八3シ8 N0.4--⑽〇
3 — ド33 八3シ8 N0.1一―⑽〇
ゴー ド、35 八88，8 N0.2 —一⑽〇
ゴー ド、37 八3シ8 N0.3--⑽〇

N0の時
11/11交換

3.ド/リの十8短絡
ナエック

(1)五〇!；コネクタ8128を辽011からはずす。
⑵幵/1；コネクタ八83参8とボディ（0X0)の間の電圧を

測定する。

コード31 
コード33 
コード35 
コード37

八8シ8

八88，8

N0.4⑴ 一。N0 (-) 
N0.1⑴一⑽〇㈠ 
N0.2 (十）一 0^0 (-） 
N0.3 ( + )―⑽〇 (—）

N0の時 
9/11交換

日/りコネクタ
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード31, 33, 35, 37

4.ハーネスの十日短 
糸各チェック

(1) 10キーを〇尸卩とする。
(2) 丑011コネクタ只128とボディ ((^^0)の間の電圧を測

定する。

コード31 8128 N0.54 (十） 一⑽〇㈠
コード33 四8 N0. 5 (十） —(-)
コード35 只128 N0. 6⑴ —(3^0 (-)
コード37 只128 N0.53 (十） ——（^1) (~)

N0の時
只/!!と迟(31；の間の 
ハーネス修理

5.ハーネスの（3^10 
短絡チIック

(1) 10キーを〇ドドとする。
(2) 已01；コネクタ只128とボディ ((^^0)の間の抵抗値を

測定する。

コード31 只128 N0.54 —
コード33 尺128 N0. 5 —-⑽〇
コード35 只128 N0. 6 —-⑽〇
コード37 尺128 N0.53 -—⑽〇

N0の時
11/1；と丑011の間の 
ハーネス修理

6.ハーネスの導通チ 
Iック

(1)幵/11コネクタ八83，1と八33，2、只124と八33，8を
結合する。

⑵丑01；コネクタ尺128の端子間の抵抗値を測定する。

コード31 只128 N0.54-- N0.28
コード33 尺128 N0. 5 --N0.28
コード35 只128 N0. 6--N0.28
コード37 6128 N0.53 —- N0.28

N0の時
11/11と丘(：1；の間の 
ハーネス、コネクタ修 
理

7.各コネクタの接触 
不良チエック

參全てのコネクタを結合した後！!/II、丑01！の各コネクタ 

の接触不良をチェックする。
N0の時 
コネクタ修理

(5128^

12 | 3 | 4 | 5 | 6 | 7 8 9 10111112113114115116 17 18 19 2012111 22 23124 1 25126丨27128
| 29 30 | 3132 33134 |2 5|2 62 7 38139140丨41丨42143ド 4卜 5卜 6卜 71481 49 | 50 | 5152 | 53 | 54 | 55 |
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード31, 33, 35, 37
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トフブルコードに基づく点検 トラ：/ノレコード32, 34, 36, 38

トラブルコード;Iこる減圧バルブ系異常 32 'ド34 :ドし 
36 :阳38 : ^

3

し〉

㈠/リ

八巳3-日⑶

8八丁丁

#フローチヤートに従い右頁の要領で点検する。

1 闩/リの導通チ:^ソク
N0

1 01¢

2 ㈠/じの⑽〇短絡 N0

ナIック
㈠/リ交換

(^68^8)

| 01¢

3 ㈠/りの十日短絡 N0

チェック

01¢

4 ハーネスの十8短絡
ナエツフ

N0

01¢

5 ハーネスの¢N0短絡 N0 ㈠/リと已〇りの間の
チェック ハーネス修理

01¢

6 ハーネスの導通チヱック
N0 ㈠/じと巳(:リの間の 

ハーネス、コネクタ修理

〇く

7 各コネクタの接触不良 N0
( ナIック コネクタ修理

已(：11交換
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード32, 34, 36, 38

1.㈠/リの導通チ：！： ⑴
ック （2)

⑶

10キーを〇卩孖とする。 N0の時
11/1；コネクタ八33鲁1と八33，2、只124と八38鲁8を 只/じ交換 
分離する。
只/11コネクタ八83，8と人83，2の間の抵抗値を測定 
する。

ゴー ド、32 八丑シ8 N0.8--八3シ2 N0.1
コー ド、34 8 N0.5--八83，2 N0.1
コー ド、36 八8シ8 N0.6 -八83，2 N0.1
ゴー ド、38 八3シ8 N0.7--八8シ2 N0.1

基準値： 4.3土(). 50

2.円/じの⑽〇短絡 
チェック

只/リコネクタ八83，8とボディ（0X0)の間の抵抗値を 
測定する。

3 — ド、32 八8シ8 N0.8-
ゴー ド、34 八3シ8 N0.5--⑽〇
3 — ド、36 八3シ8 N0.6-
ゴー ド、38 8 N0.7 ——⑽〇

N(3の時 
11/11交換

3.㈠/リの十8短絡 
チェック

(1)兄(31！コネクタ只128を五011からはずす。
⑵只/1；コネクタ^^3.8とボディ（0X0)の間の電圧を

測定する。

コード32 八3シ8 N0.8 (十）一 0^0 (-）
コード34 八33，8 N0.5⑴一⑽〇 (―)
コード36 八3シ8 N0.6 (十）—(—）
コード38 八3シ8 N0.7 (十）一⑽〇 (―)

N0の時
11/1；交換

基準値：1(3〇N/〇FF共〇ソ

(^8)

4 3 2 1
8 7 6 5

コネクタ

(5128^

112 3 4 5|6 丨7|8 9110111 12 13 14 15116117118119120 211122 123124125 26 27 28
129 12 〇|3 1 |2 2 | 33 | ： 4 13512 6|37 3813 9^ 〇卜 1|4 214314414514614714 8149150 51 | 52 | 53 54 55 |
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード32, 34, 36, 38

4.ハーネスの牛8短 
絡チヱック

(1)10キーを〇卩卩とする。
⑵远011コネクタ8128とボディ（0X0)の間の電圧を測 

定する。

N0の時
9/11と兄011の間の 
ハーネス修理

コード32 只128 N0.26 (十）一（^0 (-)
コード34 只128 N0.33 (十）一（^0 (~)
コード36 8128 N0.34 (十）一（^0 (-)
コード38 ^128 N0.25 (十）一⑽〇 (—）

基準値：丨〇〇问/〇ド卩共〇ソ

5.ハーネスの0^10 
短絡チIック

(1)10キーを〇ドドとする。
⑵迟011コネクタ只128とボディ（01^0)の間の抵抗値を 

測定する。

N0の時
11/1；と孖〇リの間の 
ハーネス修理

コード32 只128 N0.26 —⑽〇
コード34 ^128 N0.33 —
コード36 只128 0,34―⑶〇
コード38 尺128 N0.25 —

基準値：1^/10以上

6.ハーネスの導通チ 

Iック

(1)只/1；コネクタ八33鲁1と八33，2、8124と八：83參8を
結合する。

⑵5011コネクタ只128の端子間の抵抗値を測定する。

N0の時
8/1；と五(：1；の間の、 
ハーネス、コネクタ修 
理

コード32 只128 N0.26—N0.28
コード34 ^128 N0.33 — N0.28
コード36 只128 N0.34 — N0.28
コード38 只128 N0.25 — N0.28

基準値： 4.5土(). 50
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トラブルコード32, 34, 36, 38トラブルコードに基づく点検
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トラブルコードに基づく点検 トラブルコード41

ヒュース 
厂巳一1

，フローチャートに従い右頁の要領で点検する。
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10キーを〇ドドとする。
丑011コネクタ只128を兄01；からはずす。
圮〇リコネクタ只128とボディ（0^1))の間の抵抗値を

アースのチェック

トラブルコードに基づく点検——トラブルコード41

N0の時
アースハーネス、コネ

クタ修理
測定する。

^128 N0.28
N0.29

基準値： 0.50以下

2.各コネクタの接触 ^全てのコネクタを結合した後、電源系（イグニッシヨン、 N0の時
不良ナエック バッテリ）、五011、ハーネス中継コネクタの接触不良をチ コネクタ修理

ヱックする。

3. ノイズ混入源の確 
認

(1)自動車電話、無線機等の取付は適正か？
⑵ノイズ発生源（アンテナ線等）がセンサハーネスに接 

近していないか？

N0の時
不良箇所の適正化、修 
理

(8128^

1|2|3|4|5|6|7 819110111112113 14115 16117118119120 211122 123 124 1251 26 127 128
29 | 30 | 31 | 32 | 33 | 3410 5136 37138 39 40 ^ 神3144145146 47^ 8| 49 | 50 51 | 52 53154「55 |
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード42

ヒューズ 
「巳―1
N0.4

8八丁丁

10. 5^

¢128)

八| 丁 一饞‘ ^ 纖, ,1 ^1 4
8^

8

2 I 3 7415 161171819 )10|11112113114115116|17)181191201211 22123 241 25 1~26 I 27 I 28
129 130』31 1:32 [33」3413536137138139^40 4142 43144[研461471481 49「501 51「52「53154 I 551

8

息

フローチヤートに従い右頁の要領で点検する。

1
オルタネータ機能

—- #

N0

テェック

| 01¢

2
ノゞツテリ——立患子 N0

チェック

〇に

3
日〇リ入力電源 N0

ァェック

4
£011アースの N0 ^ アースハーネス，
チェック コネクタ修理

5
各コネクタの接触 N(3

不良チエック
丄 ハ!/
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トラブルコードに基づく点検 トラブ’ノレコード42

1,オルタネータ機能 
チェック

⑴
⑵
⑶

エンジンスタート。

アイドリング状態にする。 
オルタネータ3端子とボディ 

定する。
の間の電圧を測

オルタネータ3端子（十） ⑽〇 (—）

基準値：10-15ソ

N0の時
オルタネータ修理

2.バッテリー端子チ 
エック

(1)10キーを〇ド卩とする。
⑵バッテリー十、一端子のハーネス締付を確認する

N0の時 
ハーネス締付

3.日(3り入力電源チ
エツ ク

⑴
⑵
⑶

⑷

E^\]コネクタ只128を丑01；からはずす。
エンジンスタート。
へッドライト、エアコン、デフオガーなどの負荷を〇N 
にする。
辽011コネクタ只128とボディ（0X0)の間の電圧を測 
定する。

尺128 N0.1(十） ⑽〇 (—）

N0の時
電源ハーネス、コネク
夕修理

4.已(：11アースのチ 
Iック

(1)10キーを〇ドドとする。
⑵丑011コネクタ只128とボディ（(^^0)の間の抵抗値を 

測定する。

N0の時
アースハーネス、コネ
クタ修理

尺128 N0.28 — ¢N0
N0.29 —⑽〇

基準値….50以下

5.各コネクタの接触 
不反チエック

全てのコネクタを結合した後丑011、ハーネス中継コネクタ 

の接触不良をチェックする。
N0の時 
コネクタ修理
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トラブルコードに基づく点検 トラブルコード44

トラブルコード44 協調制御系異常

(^12^)

八8 3 
巳0じ

45
17

〇丫
し

08

「84

ストップランプ3西

1
2

(已〇ゾ〇

―#

I—#
3
2
4

日八丁丁

(⑹

3
2

卿

令 2
⑩

(&
⑩

ストップランプ

31

E^\F

4

E (: V 丁 
已〇じ

门 1 「 门
35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23
48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36

-0—^

パ:::::：、

八83巳⑶

<3¢)

28 27 26 25 24 23 22 21
36 35 34 33 32 31 30 29

10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
20 19 18 17 16 15 14 13 12 11

1 |2|3|4|5|6 117181911011川2113114 15 16117118119120121|丨22 | 23 | 24 | 25 | 26 | 27 | 28
1 29 | 30 | 31 | 32 | 33 | 3413513613713813914014ル 2卜 31441451461471481 49150 | 51 1 52 | 53 | 54 | 55 1
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トラブルコードに基づく点検 トラブリレコード44

フローチャートに従い次頁以降の要領で点検する。

1 ハーネスの〇问〇短絡 
チェック

\ 01¢

2 ハーネスの十8短絡 
チ:！:ック

\ 01¢

3 日〇リ出力電圧の
点検

N0
協調制御系ハーネス修理

N0
協調制御系ハーネス修理

[…丁車

N0 鬥巳(:リ電源 
チェック

01¢ 01¢ N0

已，£011 
点検交換 電源回路修理

^丁車

48 ハーネス断線チ：!:ック
N0 協調制御関係、ハーネス、 

コネクタ修理

01¢

5巳 ストップランプ8西系 
断線チIック

N0 ストップランプ3…単品
テエツフ

〇く N0

ハーネス修理 ストップラン 
プ3…交換

に

4八 ヨ〇ソ丁日〇リ出力電圧点検
N0 ^ 已(:VI日(:リ電源

チェック

01¢ 01¢ N0

已⑺丁已〇リ 
点検交換

圧〇ソ丁 £011 
電源回路修理

5八 ハネス断線チIック

0^

6 各コネクタの接触不良 
チェック

N0 協調制御関係、ハーネス、 
コネクタ修理

N0
コネクタ修理

〇X

日〇リ交換



トラブルコードに基づく点検——トラブルコード44

キーを〇ド卩とする。
E^[F^已01；コネクタ全てを五が[朽辽01；にはめる。 
61^卩丨丑011コネクタ只18の端子間の電圧を測定する。

3.日(\^1 £011 出力 
電圧の点検

只18 N0.31(牛）一 N0.47 (-)

N0の時

N0
^？1 E^V 

電源回路修理

丘刪远⑶
交換

(£№1トラブルシュ 
ティング参照）

"4. ^ 门
35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23
48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36

112 3 | 4 | 5 | 6 | 71819110111112113114115 16117118119 2012111 22 | 23 | 24 | 25 | 26 | 27 | 28
1 29 | 30 | 3132 | 33 | 34 135 36 37138139140141142^ 314414514614 71481 49 | 50 I 51 | 52 53 | 54丨55

基準値：10〇问で10- 13ソ

£№1電源 
チェック

1,ハーネスの¢N0
短絡チェック

⑴
⑵

⑶
⑷

10キーを〇ドドとする。
丑(:VI E^\]コネクタ全てを各々の远011からは

ずす。
八肪五011コネクタ8128を丑011からはずす。
八33孖01；コネクタ只128とボディ（0^0)の間の抵抗 
値を測定する。

8128 0.17—ボディ 
N0.45——ボディ

N0の時
協調制御系ハーネス 
修理

2.ハーネスの十8短
絡チェッワ

入33丑011コネクタ8128とボディ（0X0)の間の電圧を 
測定する。

只128 N0.17 (十）ーボディ（一）
N0.45 (十）ーボデイ（一）

N0の時
協調制御系ハーネス 
修理
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10キーを〇卩卩とする。

丑01；コネクタを迟01；にはめる。

八33五〇!；コネクタ只128とボディ（0X0)の間の電圧 

を測定する。

N0の時
協調制御系ハーネス 
修理

10キーを〇ドドとする。

E^\]コネクタを玨011から外す。

60又丁 E^\]コネクタ卩84 ^ド48を丑〇又丁丑011にはめ 

る0

丑〇^丁五〇リコネクタド48の端子間電圧を測定する。

N0の時

N0
五〇从下E^\]

電源回路修理

5— 八ハーネス断線

ナエック

⑻ソ丁車）

4一 八[⑼丁巳⑶出 

力電圧の点検 

汩(:ソ丁車）

^128 X0.17——ボディ

N0.45— ボディ

基準値：10〇问で10- 13ソ

门 1~1
28 27 26 25 24 23 22 21
36 35 34 33 32 31 30 29

⑱
门 门

10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
20 19 18 17 16 15 14 13 12 11

(|128)

1[213 1^4 I 5 | 6 (17^9(10)11(12)13間15网17网19网21]「22「23124「25 126 | 27「28
I 29 | 30 131 132 133134 35 36 37 38 39140 41142 43144145 46147 481 49 | 50 | 51 152 1 53 154155

ド48 N0.7 (十）ーボディ（一）

基準値：丨〇〇问で10- 13ソ

〇X

交換

氓〇从丁トラブルシ 
ティング参照）

トラブルコードに基づく点検——トラブルコード44

\
)
/ 
\
)
/ 

XX
I/

I
X 
0

 ̂
〇
〇
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X
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/
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トラブルコードに基づく点検 トラブ，ルコード44

ハーネス断線 
チェック 
⑽丁車）

(1)10キーを〇孖ドとする。
(3)八83已011、尺128及びブレーキコネクタ卩10と、 

ディ（0X0)の間の電圧を測定する。

N0の時

ボ 協調制御系ハーネス
コネクタ修理

尺128 0.45— ボディ
卩10 1^1〇. 4—ボディ

基準値：丨(3〇问で10- 13ソ

5 — 8 ストップラン 
プ8西系断線
チェック
㈤丁車）

(1) 10キーを〇ド卩とする。
(2) 10キー後八33 £01；コネクタ尺128と、ボデ 

(0X0)間の電圧を測定する。

只128 0.17—ボデ

N0の時

〇尺

命ストップラン
プ8评交換

ノ、ーネス修理

6.各コネクタの接触 全てのコネクタを結合した後 N0の時
不良チエック 八83五011、兄(：11、已(:マ丁已011ハーネス中継コネク 

夕、ジョイントコネクタの接触不良をチヱックする。
コネクタ修理

12 | 3 | 4 | 5 | 6 171819 10111112 13114115 16117118 1912012 1122 123 124 1 25 126 127 128
I 29 | 30 | 31 | 32 | 33 12 4 13513612 7138 39^ 0 4142|4 3144454 6 47 48 49 150 51 1 52 1 53 I 54 55
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード44
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード46

-フローチャートに従い右頁の要領で点検する。
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トラブルコードに基づく点検 トラ：/ノレコード46

10キーを〇ドドとする一一 胃 一^—— —〆 ーリ

センターコンソールボックスをはずす。
0センサコネクタを〇センサからはずす。
0センサ本体の端子間の抵抗値を測定する。

N0の時 
0センサ交換

1,(3センサ単品短絡 
チェック

〇センサ本体 N0.1—N0.3

2. 0センサ単品 
0 N10短絡チェッ 
ク

〇センサ本体とブラケットの間の抵抗値を測定する。

0センサ本体 N0.3 —ブラケット

N0の時 
0センサ交換

3.ハーネスの線間短 
絡チIック

(1)叼011コネクタ1^128を迟011からはずす。
⑵丑〇!；コネクタ只128の端子間の抵抗値を測定する。

N0の時
0センサと圮(：11の間 
のハーネス修理

只128 N0.39—N0.21

基準値：0以上

4.ハーネスの〇问〇 ，丑01；コネクタ只128とボディの間の抵抗値を測 N0の時
短絡チIック 定する。 0センサと五〇じの間

のハーネス修理
只128 N0.21- 丄、、—ぐ—ホアイ

N0.39 — V、、 ― ^—ホアイ

基準値：IV 0以上

门

¢5センサ本体 (5128^

112 13 14 5 16 17 8 19110丨11丨12113丨1411印6117丨181191201211| 22 | 23 | 24 | 25 | 26 | 27 | 28
I 29 | 30 | 31 12 2 1331 3412 51361371381391401411421431441451461471481 49 1 50151 I 52 1 53 1 54 | 55 I

\
)
/ 

N
1

/ 
\

1
7 
\
)
/

1
2 
3 
4

7
(
\ 

X
I

V 
/

、̂ 
/

—

^
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード46

5.ハーネスの十8短 
絡チIック

，丑011コネクタ只128とボディ（0X1))の間の電圧を測定， 
る。

只128 N0.21(十）ーボディ（一）
N0.39 (十）ーボディ（-）

す N0の時
0センサと兄011の間 
のハーネス修理

基準値：丨〇〇问/〇ドド共〇ソ

6.各コネクタの接触 
不良チエック

，全てのコネクタを結合した後、八33丑011、0センサの各 
コネクタの接触不良をチヱックする。

N0の時 
コネクタ修理

¢128)

1[2 | 3 [4し5 [ 611716191101111121131141151161171181191201211122123124 | 25 | 26127128
I 29 | 30 | 31 | 32 I 33 | 34 135136 37138139 〇卜 142143144145146レ 71481 49 | 50 51 | 52 | 53 54 | 55
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード46
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トラブルコードに基づく点検 トラブ1 ノレコード51

ラブルコード51 バルブリレー系異常

卜

八83,[⑶

从丁丁

バルブリレ

モータリレ
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トラブルコードに基づく点検ートラブルコード51

1フローチャートに従い点検する。
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トラブルコードに基づく点検——トラプルコード51

15 リレボックス制御未十8短絡チヱック
N0

リレーボックス交換みバルブ電源ヒューズ（20八）
チェック、モータ電源ヒューズ（30八）チ：！:ック

1〇に

16 リレ制御未ハネス断線、短絡チIック
N0

—--1 ^ バルブリレー制御系、ハーネス、コネクタ修理
£01]電源ヒューズ（15八）チェック

〇に

17 リレ制御系ハネス¢N0短絡チIック
N<3

—| 麯 バルブリレー制御系、ハーネス修理
[〇リ^源ヒュース（15八）チェック

| 01¢

18 リレー制御系ハーネス十8短絡チヱック
N0

| 一 一 バルブリレー制御系、ハーネス修理ふ
ヒュースチェック

〇に

19 日/り増圧ソレノイドバルブ断線チヱック
N0

〇に

20 日/リ減圧ソレノイドバルブ断線チヱック
N0

㈠/リ交換

01¢

21 N711ソレノイドバルブ¢N0短絡チエック
N0

01¢

22 1-1/1)ソレノイドバルブ十8短絡チエック
N0

〇に

23 バルブ制御系ハーネス屮8短絡チヱック
N0

01¢

24 バルブ制御系ハーネス¢N0短絡チIック
N0

门/リ父俠、匚ユースアエツソ

㈠/リ父換及ヒューズチ:！：、ソク

バルブ制御系ハーネス修理み
亡ユ—スナエッフ

バルブ制御系ハーネス修理

〇X

25 増圧ソレバドバルブ制縣ハ-ネス断線チェッ
N0

〇に

26 減圧ソレノイドバルブ制御系ハ-ネス断線チェック
N0

バルブ制御系ハーネス、コネクタ修理

)〇X

27 各コネクタの接触不良チエック コネクタ修理

〇に

巳〇リ交換
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トラブルコード51トラブルコードに基づく点検

1,バルブリレー単体 
チェック（コイ 
ル）

(1) 10キーを〇卩卩とする。
(2) バルブリレーをはずす0
⑶バルブリレーコイルの抵抗値を測定する。

86
30 873 87

85

N0の時
バルブリレー交換

バルフリレー本体1^10.85—N0.86 バルブリレー本体

基準値：103±10ひ

2.バルブリレー単体 
チェック（接点）

(1)バルフリレーコイル（端子0.85 (-）一 N0.86 (十）） 
に直流12マを印加する。

⑵バルブリレー接点の抵抗値を測定する。

N0の時
バルブリレー交換

バルブリレー本体 1^0.30—1^0.87
N0.30— N0.87 3,

基準値：く12ソ印加時〉

N0.30-N0.87 : 0.50以下
N0.30- N0.87 3 :1 IV！ 0以上

く12ソ非印加時〉
N0.30- N0.87 :1—以上
N0.30-N0.87 3 : 0.50以下

N0の時

バルブリレー交換
バルフリレー本体 N0.85—N0.30

N0,85—N0.87

基準値：1^/10以上

3.バルブリレー単体，バルブリレーの端子間の抵抗値を測定する。 
チェック（絶縁）

4.バルブ電源供給電 
圧チIック

(1) リレーボックスコネクタ只123と八33 — 4を分離する。
(2) リレーボックスコネクタ只123とボディ（0X0)の間の 

電圧を測定する。

則23 N0.1(+ ) 一 0^0 (-）

N0の時
電源系ハーネス、コネ 
クタ修理
バルブ電源ヒューズ 
(20八チヱック）

基準値：10—13 V (十8端子をはめた状態で)
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード51

5.アースハーネス 
チェック

(1) リレーボックスコネクタ8134と八38籲6を分離する。
(2) リレーボックスコネクタ8134とボディ（0X0)の間の

抵抗値を測定する。

只134 N0.4 — ¢N0

N0の時
アースハーネス、コネ
クタ修理

6,リレーボックス
電源供給系 
断線& 〇问〇 
短絡チIック

(1) リレーボックスコネクタ只123と八33鲁4を結合する。
(2) バルブリレーボックス端子とボディ（0^0)の間の電 

圧を測定する。

バルブリレー

ホックス端子
N0.87 (十）一⑽〇㈠

基準値：10- 13ソ

N0の時

リレーボックス交換 
バルブ電源ヒューズ 
(20八）チェック

リレーボックス接 
点系断線チ:Eック

(1) EXVコネクタ八33鲁1と八33參2を分離する。
(2) 只/1；コネクタ八63參1とバルブリレーボックスの間の

抵抗値を測定する。

八83 N0.1 ベ、ルブリレー 

ぞックス端子
N0.30

N0の時
リレーボックス交換

8,リレーボックス接 
点系〇问〇短絡チ 
Iック

11/1；コネクタ八23，1とボディ（0X0)の間の抵抗値を 
測定する。

八83 N0.1—⑽〇

N0の時
リレーボックス交換 
ゐヒューズチェック 
バルブ電源ヒューズ 
(20八）
モータ電源ヒューズ
(30八）

(8134^
86

87 873

85

リレー8〇乂コネクタ バルブリレー
ボックス端子
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード51

9.リレーボックス接 (1)丑011コネクタ8128を丑01；からはずす。 N0の時
点系十8短絡チェ (2) 11/1)コネクタ八83，1とボディ（¢>N0)の間の電圧を リレーポックス交換
ック 測定する。 &:ヒューズチヱック

一 バルブ電源ヒューズ
八8シ1 N0.1—⑽〇 (20八）

モー々電源卜1ーズ

基準値：丨〇〇问/〇卩ド共〇ソ (30八）

10.リレーボックス接 
点系ダイオードチ 
Iック

⑴
⑵

10キーを〇ドドとする。
リレーボックスコネクタ八3シ6と 
ス端子の間の抵抗値を測定する。 
⑽0.30に十を印加する。）

ベノレフリレーホック

バルブリレー 
ホックス端子

X0.30——八8シ6 N0.3

基準値：0以上

N0の時
リレーボックス交換

11.レーボックス 
アース系断線チェ 
ック

リレーボックスコネクタ八83,6とバルブリレーボックス
端子の間の抵抗値を測定する。

八3シ6 N0.4
ベルブリレー 

ミ'ックス端子
N0.87 &

基準値：0.50以下

N6の時
リレーボックス交換

12、リレーボックス 
アース系十8短絡 
チェック

參リレーボックスコネクタ八丑8鲁6とボディ（01^0)の間の
電圧を測定する。

八3シ6 N0.4 (十）一⑽〇 (—）

N0の時
リレーボックス交換 
&ヒューズチニック 
バルブ電源ヒューズ 
(20八）
モータ電源ヒューズ
(30八）
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10キーを〇孖ドとする。
リレーボックスコネクタ只134と6を結合する。 
远(：11コネクタ8128端子間の抵抗値を測定する。

只128 N0.2 — N0.37

基準値：103±100

N0の時
バルブリレー制御系 
ハーネス、コネクタ修 
理
E^\]電源ヒューズ 
(15八）チヱック

16.リレー制御系ハー 
ネス断線短絡チX 
ック

(〇128)

1|2|3|4|5|6 1171819110 11112113114115116117118119 201211 22 123 24 125 126 27 28
「29 | 30 | 31 | 32 | 33 | 34 13513613712 8139140141142143144 451461^ 71481 49 I 50 | 51 | 52 53 54 | 55

トラブルコードに基づく点検 トラブルコード51

13.リレーボックス制 
御系断線チェック

⑴
⑵
⑶

1¢}キーを〇ドドとする。
バルブリレーをはめる。
リレーボックスコネクタ八丑シ6端子間の抵抗値を測定 
する。

仙シ6 N0.2 — N0.7

基準値：103±100

N0の時
リレーボックス交換

14.リレーボックス芾丨] 參リレーボックスコネクタ八83,6とボディ（0X0)の間の N0の時
御系01^0短絡チ 抵抗値を測定する。 リレーボックス交換
エック 公五(：11電源ヒューズ

八83 ^ 6 N0.2 —⑽〇 (15八）チヱック

%
基準値：0以上

15. I；レーボックス制 
御系十8短絡チ:!: 
ック

リレーボックスコネクタ端子とボディ（0X0)の間の電 
圧を測定する。

八於. 6 N0.2 (牛）——⑽〇 (—）

N0の時
リレーボックス交換 
及ヒューズチヱック 
バルブ電源ヒューズ 
(20八）
モータ電源ヒューズ

(30八）

\
)
/ 

N
1

/ 
N
1

/

1
2 
3

7
(
\ 
/
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 ̂
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1
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード51

17.リレー制御系ハー 
ネス0^0短絡チ
ェック

(1) リレーボックスコネクタ尺134と八33擊6を分離する。
(2) 五〇!；コネクタ只128とボディ（0见)）の間の抵抗値を 

測定する。

只128 N0.2 — 0X0

N0の時
バルブリレー制御系 
ハーネス修理ゐ丑01；
電源ヒューズ（15八） 
チェック

基準値：2以上

18.リレー制御系ハー 
ネス十8短絡チェ 
ック

(1) リレーボックスコネクタ尺134と八83參6を結合する。
(2) 丑011コネクタ尺128とボディ（0^0)の間の電圧を測 

定する。

N0の時
バルブリレー制御系 

ハーネス修理公ヒ 
ユーズナエック

只128 N0.2⑴一⑽〇 (-）

基準値：16 〇问/〇卩卩共〇ソ

19.㈠/リ増圧ソレノ 
イドバルブ断線チ
Iック

(1) 10キーを〇ドドとする。
(2) 只/!!ソレノイドバルブの抵抗値を測定する。

八3シ8 N0.1―八8シ2 N0.1
N04 —人丑8 # 2 N0.1
N0.3 —八8シ2 N0.1
N0.2 —2 N0.1

N0の時 
幵/1；交換

基準値: 8. 5土0.70

20.㈠/リ減圧ソレノ - 9/1；ソレノイドバルブの抵抗値を測定する。 N0の時
イドバルブ断線チ
1ック 人丑3，8 N0.5 —人丑3，2 N0.1

N0.8 —八83，2 N0.1
N0.7 —八33，2 N0.1

N0.6一 人已8 # 2 N0.1

11/11交換

基準値：4,3±0, 50

4 3
―1

2 1
8 7 6 5

㈠/リコネクタ
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トラブルコードに基づく点検 トラブりレコード51

21.㈠/リソレノイド 參11/1；ソレノイドバルブとボディ（0X0)の間の抵抗値を N0の時
バルブ短絡 測定する。 只/リ交換ゐヒューズ
ナエック チェック

八83，8 N0.1—⑽〇

基準値：0以上

22.㈠/リソレノイド 
バルブ十8短絡チ 
Iック

幵/リソレノイドバルブとボディ（6X0)の間の電圧を測 
定する。

八3シ8 N0.1(十）一⑽〇 (—）

基準値：10〇问/〇ドド共〇ソ

N0の時
只/II交換没ヒューズ 
チェック

23.バルブ制御系ハー 
ネス十8短絡チェ 
ック

⑴
⑵

10キーを〇ドドとする。
五011コネクタ只128とボディ
定する。 :

1X^00)の間の電圧を測

只128 N0. 5 
N0. 6 
N0.25 
N0.26 
N0.33 
N0.34 
N0.53 
N0.54

(十）— 0X1)(-) 
(屮）— 01^10 (-) 
(十）— 0^0 (-) 
(十）—(-) 
(十） 01^0 (-)
(十）—(1^0 (―) 
(十）一⑽0 (-)
⑴一⑽〇㈠

N0の時
バルブ制御系ハーネ 
ス修理及ヒューズチ
ヱツク

^65^

じコネクタ

(028)

1 1 2 I 3 | 4 | 5 I 6 117 8 9110111 12113114 15116 17 18 19 201211122 123 124 1 25 126 127 128
| 29 | 30 | 3132 | 33 | 34 12 52 6137138|： 914014114 2|43卜 斗 5卜 6卜 71481 49 1 50 51 | 52 | 53 | 54 55
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード51

只/リコネクタ八83，1、八83參2を結合する。 N0の時
幵/1；コネクタ只124、八33，8を結合する。 バルブ制御系ハーネ
五011コネクタ8128を丑011からはずす。
E^\]コネクタ尺128端子間の抵抗値を測定する。

スコネクタ修理

25.増圧ソレノイドバ 
ルブ制御系ハーネ 
ス断線チIック

8128 N0. 5 
N0. 6

N0.28
N0.28

N0.53 — N0.28 
N0.54—N0.28

26.減圧ソレノイドバ -E^\]コネクタ只128端子間の抵抗値を測定する。 N0の時
ルブ制御系ハーネ バルブ制御系ハーネ
ス断線チIック 漏 N0.25—N0.28 スコネクタ修理

N0.26 — N0.28
N0.33 — N0.28
N0,34 — N0.28 氳

基準値：4,8±0, 52

27.各コネクタの接触 
不良チエック

全てのコネクタを結合した後、只/1；、リレーボックス、 
£01；.ハーネスの各コネクタの接触不良をチヱックする。

N0の時 
コネクタ修理

4 — 69

24.バルブ制御系ハー 
ネス¢N0短絡チ 
Iック

(1)10キーを〇卩卩とする。
⑵已011コネクタ只128とボディ（01^0)の間の抵抗値を 

測定する。

只128 N0. 5 —⑽〇 
N0. 6 —⑶〇 
N0.25 —⑽〇 
N0.26 — 0^0 
N0.33 —
N0.34 —⑽〇 
N0.53 —⑽〇 
N0.54 —⑽〇

基準値：11^10以上

N0の時 
バルブ制御系 
ス修理
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トラブルコードに基づく点検 トラ：/ノレコード52

ラブルコード52 モータ，モータリレー系異常

㉚

八83,已(:リ

8八丁丁

バルブリレ

V
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#フローチャートに従い点検する0
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード52

10キーを〇ド孖とする。
モータリレーをはずす0
モータリレーコイルの抵抗値を測定する。

N(2の時
モータリレー交換

1,モータリレー
単体チIック
(コイル）

モータリレ'—本体 N0.85—N0.86

基準値：80±100

2.モータリレー
単体チIック 
(接点）

(1)モータリレーコイル（端子N0.85 ( —）一 N0.86 (十）） 
に直流12又を印加する。

⑵モータリレー接点の抵抗値を測定する。

モータリレー本体 1^10.30—N0.87

基準値：く12V印加時〉
N0.30-N0.87 : 0.50以下

<12 V非印加時〉
N0.30- N0.87 : ― 0以上

N0の時
モータリレー交換

3.モータリレー 
単体チェック 
(絶縁）

，モータリレー端子間の抵抗値を測定する。

モータリレー本体 N0.85—N0.30
N0.85 — N0.87

N0の時
モータリレー交換

基進値，1^ 0以上

4.モータ電源 
供給電圧チェック

(1) リレーボックスコネクタ只123、4を分離する。
(2) リレーボックスコネクタ尺123とボディ（6X1))の間の 

電圧を測定する。

N0の時
電源系ハーネス、コネ 
クタ修理ゐモータ電 
源ヒューズ（30八）チ
ニック^123 N0.2 (十）一(-）

基準値：10— 13ソ（十8端子を接続した状態で）

86
30 87

85

¢123)

モータリレー本体

4-73



トラブルコードに基づぐ克検——トラブルコード52

5.リレーボックス電
源供給系断線 

短絡チェッ 
ク

⑴
⑵

リレーボックスコネクタ8123、八33,4を結合する。 
モータリレーボックス端子とボディ（0X0)の間の電 
圧を測定する。

モータリレー
ホックス端子

N0.87 (十）一⑽〇㈠

基準値：10- 13ソ

N0の時
リレーポックス交換 
モータ電源ヒューズ 
(30八）チヱック

6,リレーボックス接 
点系断線チ1、、ジり

(1) EXVコネクタ八丑3，1、八83，2を分離する。
(2) 11/1；コネクタ八83，1とモータリレーボックス端子の 

間の抵抗値を測定する。

八3シ1 N0.2
モータリレー

ミ'ックス端子
N0.30

N0の時
リレーボックス交換

了.リレーボックス接 -11/11コネクタ八33，1とボディ（(^^0)の間の抵抗値を N0の時
点系〇问〇短絡チ 測定する。 リレーボックス交換
エック ゐモータ電源ヒュー

八8シ1 N0.2 —⑽〇 ズ（30人）チヱック

基準値：1^/10以上

8.リレーボックス接 (1)已(：リコネクタ1^128を丑011からはずす。 N0の時
点系十8短絡チェ (2) 11/11コネクタ八8シ1とボディ（0^0)の間の電圧を リレーボックス交換
ック 測定する。

八33ぺ N0.2 (十）一⑽〇 (―)

基準値：1(3〇问/〇卩ド共〇ソ

86
87 30

85

七ータリレー 
ボックス本体
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トラブルコードに基づぐ奈検——トラブルコード52

1¢}キーを〇卩卩とする。 N0の時
リレーボックスコネクタ8134、八33,6を分離する。 リレーボックス交換
リレーホックスコネクタ八38.6とモータリレーホック
ス端子の間の抵抗値を測定する。

9.リレーボックスモ 
二夕系断線チIッ 
ク

八8シ6 N0.8
七ータリレー 

ホックス端子
N0.30

10.リレーボックス制 
御系断線チェック

⑴
⑵

バルブリレーをはずす。
バルフリレーボックス端子とモータリレーボックス端 
子、モータリレーボックス端子とリレーボックスコネ 
クタ八33 — 6の間の抵抗値をそれぞれ測定する。

バルブリレーボックス端子N0.30— モータリレーボックス端子N0,86 

モータリレーボックス端子N0,85——八88# 6 N0.6

N0の時
リレーボックス交換

11.リレーボックス制 
御系(3N0短絡チ
エック

モータリレーボックス端子とボディ（0X0)の間の抵抗 
値を測定する。

モータリレー

ボックス端子
N0.86 —⑽〇 
N0.85 — (^；0

基準値：1ぃ0以上

N0の時
リレーボックス交換 
公バルブ電源ヒュー 

ズ（20八）チェック

12.リレーボックス制 
御系十8短絡チェ 
ック

(1) 五011コネクタ只128を五011からはずす。
(2) モータリレーボックス端子とボディ（0X0)の間の電

圧を測定する。

モータリレー 
ホックス端子

N0.85 (十）一⑽〇 (—）

基準値：丨〇 〇^/〇ドド共0 V

N0 0時
リレーボックス交換 
ゐバルブ電源ヒュー 

ズ(20八)
モータ電源ヒューズ 
(30八）チヱック

4 3 2 1
8 7 6 5

86
87 873 30

85

86
87 30

85

バルブリレー 
ボックス端子

て:一タリレー
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード52

13.モニタ系ハーネス 

断線チIック
(1) 10キーを〇卩ドとする。
(2) 丑01；コネクタ只128のX0.19とN0.28とをハーネスで! 

続する。
(3) リレーボックスコネクタ只134とボディ（0X0)の間(: 

抵抗値を測定する。

只134 N0.8 —⑽〇

%

0

N0の時
モニタ系ハーネス、コ
ネクタ修理

基準値：0.50以下

14.リレー制御系ハー 
ネス断線チェック

(1) モータリレーをはめる。
(2) バルブリレーをはめる。
(3) リレーボックスコネクタ只134、八33,6を結合する。
(4) 珏01；コネクタ8128とボディ（0X0)の間の抵抗値う 

測定する。

只128 N0.7 — 0X0

レ

N0の時
モータリレー制御系 
ハーネス、コネクタ修 
理

基準値：80±100

15.リレー制御系、モ 
二夕系ハーネス 
(31^10短絡チェッ 
ク

(1) リレーボックスコネクタ只134、八33,6を分離する。
(2) 豇(：11コネクタ端子とボディ（0X0)の間の抵抗値を測 

定する。

只128 N0. 7—⑽〇
X0.19— ⑽〇

N0の時
モータリレー制御系、 
モニタ系ハーネス修 
理ゐヒューズチヱッ 
ク

基準値：1^/10以上

112 13 4 | 5 6 1171819 10111112113114115116 17118119120121 | 22 | 23 | 24 | 25 | 26 | 27 | 28
1 29 1 30 I 2 1 1 32 | 2 3 134 13513613 7138139140141142143|^ 4145146147148149 | 50151 I 52 I 53 | 54 | 55 |

4 一 76



トラブルコードに基づく点検 トラブルコード52

10キーを〇卩卩とする。 N0の時
E^^]コネクタ只128を芭01；からはずす。 已(：11交換
£01；端子間の抵抗値を測定する。

17.に〇リ単体チヱッ 
ク（モニタ端子 

〇问〇短絡）

ぢ01；端子 0.19—N0.28

18. [〇リ単体チェッ
ク（モニタ端子十
巳短絡）

⑴

⑵
⑶
⑷

远011コネクタ只128のスクリューを緩め、コネクタカ 
バーをはずす。
五〇リコネクタ只128を已〇リにはめる。
全てのコネクタを結合。
E^^]端子間の電圧値を測定する。

只128 N0.19 (十）——N0.28㈠

N0の時 
ぢ01；交換

19.モータアースチェ 〇キ--を〇卩卩としてから、モータアース取り付け緩みを N0の時
ック チェックする。 アース端子締付

基準値：32,3±9,8^^

330 ±100 ^9^ #

16.リレー制御系、モ 
二夕系ハーネス十 
8短絡チIック

迟(：11コネクタ端子とボディ（0X0)の間の電圧を測定す 
る。

8128 N0. 7⑴一⑽〇 (-) 
N0.19 (4-) 一 0^0 (-)

N0の時
モータリレー制御系、 
モニタ系ハーネス修 
理&ヒューズチェッ 
ク

基準値：10〇〜/〇ドド共〇ソ
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード52

20. £011単体チェッ 
ク（リレー駆動端 
子）

(1) 八83シーケンス制御を起動させる。
(2) 已011コネクタ8128の端子間の電圧値を測定する。

8128 N0.7 (4-) 一 N0.28 (-）

N0 0時 
ぢ〇リ交換

基準値：シーケンス作動中に電圧が
10- 13ソ41.5V 以下—
10— 13ソと変化する。

21.㈠/リ機能チェッ 
ク

(1) 10キーを〇卩ドとする。
(2) 八83シーケンス制御を起動させる。
(3) 尺(31！コネクタ只128の端子間の電圧値を測定する。

8128 N0.19 (十）一 N0.28 (-）

N0の時
11/1；交換

基準値：シーケンス作動中に電圧が

1,5ソ以下—10- 13ソー
1,5ソ以下と変化する。

モータ回転音（ブーン）が聞こえる。

22.各コネクタの接触 
不良チェック

會全てのコネクタを組立結合し、幵/リ、リレーボックス、 

叼〇11ハーネスの各コネクタの接触不良をチヱックする。
N0の時 
コネクタ修理

(？。リ端子） (5^

1 | 2 | 3 | 4 | 5 | 6 11718191101111121131141151 丨6|17|〗8119120 21 122 23124 1 25126127 28
| 29「30 31 | 32 33134 135136 37138139 4014142 4314414514614713 8149 50 151 152153154155
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トラブルコードに基づく点検 トラブルコード52
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トラブルコードに基づく点検 トラブ’ノレコード54

ラブルコード54 ストップランプスイッチ系異常

¢128)

八8 3 
£011

45
17

¢3 丫

ストップランプ

2
⑻ソ丁)

—#

3
2
4

8八丁丁
㈣

31

㈧丁)

し
3
2

㉚

08 令

ド84

由
4

已0ソ丁 
£01}

ストップランプ

0フロ ーチャートに従い右頁の要領で点検する。

1 ストップランプ 
点灯チェック

| 0^

2 ハーネス断線 
チェック

| 01¢

3 各コネクタの接触 
不良ナIック

士 01¢

已⑶交換

N0
ストップランプ回路修理

N0 已〇リーストップランプ間 
ハーネス，コネクタ修理

N0
コネクタ修理
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード54

1-ストップランプ点 ^ブレーキペダルを踏む。 N0の時
灯チェック ストップランプ回路

基準値：ストップランプが点灯する。 修理

2.ハーネス断線チェ （1)10キーを〇卩卩とする。
ック （2)乜〇リコネクタ1^128を丑(：1；からはずす。

(3) ブレーキぺダルを踏む。
(4) 远〇リコネクタ只128とボディ（(^^0)の間の電圧を測 

定する。

N0の時
E^\]ストップランプ 

間ハーネス、コネクタ

修理

只128 N0.48 (十）一⑽〇 (—）

3-各コネクタの接触
不良チエッツ

全てのコネクタを結合した後、ストップランプスイッチ、 
五011、ハーネス中継点の各コネクタの接触不良をチェッ 
クする。

N0の時 
コネクタ修理

〇X

1 1 2 | 3 | 4 | 5 | 6 ||7 8丨9丨10丨11112丨13|14丨〗5丨16|17丨18|191201211 22 | 23 | 24丨25 | 26 | 27丨28
| 29 30 | 31 | 32 | 33 | 34 |： 5136(37138(39140 41142向4405 46 471481 49150 1*5152丨53「54155
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トラブルコードに基づく点検 トラ：/ノレコード56

(
トラブルコード56 6センサ系異常 )

0センサ本体

1|2|3|4|5|6 11718 9110111112113114115116 17 18119120 211122 | 23 24 1 25 1 26127 28
I 29 | 30 | 31 | 32 ！ 33 | 34 13512 6137138139 40141142143 ^ 44 5 46 47 ^ 8| 49 50 | 5152 | 53 54 | 55 I

巳

8
8

21
22

29

巳〇じ

0センサ

八83已⑴

^111
(^120^

-フローチヤートに従い右頁の要領で点検する。

1
車輪空転有無 
チェック

2

3

6

〇X

0センサ電源 
チェッフ

0^
0センサ出力，6问0ハ 
ーネス断線チェック

01¢

(3センサ単品 
機能チェック

0^

各コネクタの接触 
不良チェック

01¢

已〇リ交換

N0
システムは正常

N0 (3センサ電源系 
ハーネス，コネクタ修理

N0 ¢3センサ出力，ハーネス， 
コネクタ修理

4
¢3センサ出カハーネス N0
の短絡チェック 6センサ出カハーネス修理

5
(3センサ出カハーネス N0
の十8短絡チエック 0センサ出カハーネス修理

N0
(3センサ交換

N0
コネクタ修理
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード56

1車輪空転有無チ:!： -車両をリフトアップした伏態での4輪空転、フリーロ- 行った時
ック ラー走行等を行わなかったか？ メモリークリア後再

発しなければ

基準値：行っていない。

ノ しし^ 1 ノ、V I 〇'

システムは正常

2. 0センサ電源チェ 
ック

⑴
⑵
⑶
⑷

センターコンソールボックスをはずす。

0センサをボディからはずす。

10する。
0センサコネクタド113端子間の電圧を測定する。

卩113 N0.3 (十）一N0.1㈠

N0の時
0センサ電源系ハ- 
ネス、コネクタ修理

3. 0センサ出力、
¢N0ハーネス断 
細チ1ック

(1) 10キーを〇ド孖とする。
(2) 玨011コネクタ只128を五01；からはずす。
⑶兄01；コネクタ8128端子間の抵抗値を測定する。

只128 N0.22 — N0.39

N0の時
0センサ出力、0^0 
ハーネス、コネクタ修 
理

4. 6センサ出カハー 
ネスの短絡

(1) 0センサコネクタを0センサからはずす0
(2) 丑(：1；コネクタ只128とボディ（0X0)の間の抵抗値を

N0の時
0センサ出カハーネ

ナエック 測定する。

只128 N0.22 — ¢N0

ス修理

基準値：11V！ 0以上

I~1 1|2|3|4|5|6 11718191101211311411511611711811912012111221231241251 26127128
0 0 1 1 291301 31 132133134 135136137138139140141丨421431441451461471481 49 1 50 1 51 1 52 53 54 1 55 I
〇 乙 1
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード56

5. 0センサ出カハー 
ネスの十8短絡チ
エック

，丑011コネクタとボディの間の電圧を測定する。

只128 N0.22 (十）一（^0 (-）

N0の時
0センサ出カハーネ 
ス修理

基準値：10共〇ソ

6. (3センサ単品機能 
チェック

⑴
⑵
⑶
⑷
⑸

10キーを〇卩卩とする。
0センサコネクタを〇センサにはめる。
E^Vコネクタ尺128を已(：11にはめる。
10〇1^にする。
0センサコネクタ卩113端子間の電圧を測定する。

卩113 N0.2 (十）——N0.3 (―)

基準値：0センサ

水平状態 : 2,3±0,2ソ 
一90°傾けた状態: 0.7±0.2 V 
+ 90°傾けた状態： 3,9±0,2ソ

水平方向— 
+ 90°

N0の時 
0センサ交換

7.各コネクタの接触 -全てのコネクタを結合し、0センサ、五〇リ、ハーネス中継 N0の時
不良チエック 点の各コネクタの接触不良をチヱックする。 コネクタ修理

(5128^

1乙2』314 [5] 6 117181911011111211311411511611711811912012111 22123124) 25 I 26 | 27128
129 150 131132 133「3411351 范37138139向41『42|树441 向46向48「49150』5〇 52「53*154「55 |
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不具合現象に基づく点検

5.不具合現象に基づく点検 (八日5警告灯不灯の場合の点検)

八33警告灯が点灯しないときの不具合には、液圧系統、異音、振動等、通常ブレーキと同様な現象がある。こ 

のため、不具合が八33機構にあるのか他にあるのか、まず（八38システム動作点検により）調べ、不具合が八63 

以外にある場合、不具合現象診断項目一覧表または一般的ブレーキ不具合現象および推定原因一覧表と照し合わ 

せて点検の優先順位を決定し、系統別、部門別に順次点検する。

注意

，不具合現象が再現しているにもかかわらず、自己診断で異常が検出されない理由として、自己診断の異常 

検出範囲外で不具合が発生している場合と、自己診断系統以外で不具合が発生している場合と考えられる。 

-同時に系、丑〇マ丁系の協調制御不良の場合もある。丑〇又丁のトラブルシューティングも 

参照すること）

(1)点検のステップ

不具合車両入庫

問 診

自己診断の実施

現象確認 
(問診通り不具合発生)

基本点検

八巳3システム動作点検 
(八85シーケンス制御）

不具合現象に基づく点検 

-不具合現象診断項目一覧表

，一般的なブレーキ不具合現象および推定原因一覧表
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不具合現象に基づく点検

(2)八已5システムの動作点検（シーケンス制御モード）によるステップ

く参考〉

-減圧開始順が異なる場合はハーネスの結合、または液圧配管に誤りがある。

ハーネスの誤結線、ブレーキパイプの誤配管、損傷をまず点検する 

シーケンス制御モードで順番が正規となっているか確認する 

，初期値の制動力の引きずり左右差が大きい（公差以上）の場合はブレーキを点検する。
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⑥減圧及び加圧時制動力の変動幅が基準にあるか 

点検する。

また、点検後ペダルストロークの剛性感の変化 

がないことも確認する。

台上制動力基準値

初期値 減圧値 加圧時

前輪 150吆 60故以下 150竑以上

後輪 1001 60故以下 1001^以上

参考〉

減圧値とはブレーキをかけない伏態でのころがり抵 

値を示す。

ペダルストローク基準値

ペダルストローク 

(111171)

踏力 八33付

50竑 85以下

10故 55以下

注〉

踏力501^でのストローク値はライン管理値を示す。

(3)八85システムの動作点検手順

注意

-八33警告灯点灯伏態では八33システム動作点検は 

できない。フヱイルセーフが作動し、通常ブレー 

キのままである。

-ブレーキテスタを作動させる時は、車止めなど適 

切なとび出し防止の処置をすること。

①前輪または後輪をブレーキテスタにセットす 

る。

②ハンドブレーキを解除し、ニュートラル位置で 

ブレーキテスタを作動させる。

③インパネ下のチヱックコネクタ（2極）端子を両 

方ともボディアースする。

④ ニュートラル位置でエンジン始動し、ブレーキ 

ペダルを踏み込んで制動力を初期値に合わせる。

⑤ ブレーキテスタにより八丑3のシステム動作パ 

ターンを点検する0

正常時の八83システム動作パターン

左冃リ輪（後輪は右）より作動を始め、減 
圧—保持—加圧のノ《ターンを各輪一回だ 

け

不具合現象に基づく点検

基準値

V

抗

V
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不具合現象に基づく点検

(4)八8 5シーケンス制御
—チヱックコネクタにより起動する場合—
1. 起動方法

I -1.準備作業
(1) チェックコネクタ（2極）の端子，2 (〇し端子）をアース（(^^0)に接続する。
(2) 10キーを〇]^にする。
(3) スタートコード（コード11)のみが出力されることを確認する。

(トラブルコードを記憶している場合は、対応する故障箇所を修理する。）
(4) 10キーを〇ドドにする。

I -2.起動方法
(1) チニックコネクタ（2極）の端子. 2 (〇乙端子)、1(〇冗端子）をアース（(^^))に接続する0
(2) 10キーをにする。
(3) 八丑3警告灯消灯後、0,5秒以内にストップランプスイッチを〇ドド（ブレーキペダルを踏み込んでいない 

伏態）から〇N (ペダルを踏み込んだ伏態）として、〇Nのまま保持する。

2. 制御仕様
0-1.制御開始条件

(下記の全ての条件を満足したとき、制御開始とする。）
(1) 全車輪速度が4匕!!/ヒ以下。
(2) 〇ビ、〇乙端子共、10キーを〇1^とした時点から、常にアース（(^^0)に接続されている。
(3) 10キーを〇Nとしたとき、ストップランプスイッチは〇ドド（ブレーキペダルを踏み込んでいない伏態) 

である。

II - 2.駆動開始条件
(下記の全ての条件を満足したとき、駆動開始とする。）

(1) 全車輪速度が101^1/11以下。
(2) 10キー〇1^直後の八88警告灯（点灯時間1.5秒）消灯から0.5秒以内にストップランプスイッチが〇N 

となった。

II - 3.制御終了条件
(下記のいずれかの条件が成立したとき、制御終了とする。）

(1) 少なくとも1つの車輪速度が101011/卜以上となった。
(2) 〇仄端子が0X0より開放された。
(3) 〇乙端子が0X0より開放された。
(4) シーケンス制御終了。

,(5) キーを〇1^としてから八33警告灯消灯までの間に、ストップランプスイッチが〇1^ (ブレーキペダル
を踏み込んでいる状態）となった。

(6) 10キー〇N直後の八83警告灯（点灯時間1.5秒）消灯から0.5秒経過してもストップランプスイッチが
〇1^とならない。

(7) シーケンス制御起動後にストップランプスイッチを〇ド卩（ブレーキペダルを踏み込んでいない伏態) 
とした。

(8) 故障検出。 ，

注）2— 3で、（8)を除く各条件によりシーケンス制御が終了した場合、通常モード復帰となる。
シーケンス制御終了時、トラブルコードはメモリしない。
(8)の条件で制御を終了した場合は、故障内容に対応するトラブルコードをメモリし、システム遮断とする。
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不具合現象に基づく点検

(5)八8 8シーケンス制御パターン

下記パターンにて、ソレノイドバルブ、ポンプモータを駆動する

全車輪速度 

0^-0し端子

I (3キー

八8 3警告灯

ストップランプ3^ 

八丁 #八8 3

「し減圧バルブ 

ドし増圧バルブ

「卩減圧バルブ 

ド8増圧バルブ 

ド^減圧バルブ 

卩闩増圧バルブ 

闩し減圧バルブ 

卩し增圧バルブ 

ポンプモータ

〇 卩ド
1

ソ1713乂 く 41¢…/卜 ソ1713父 く 10^171/(1

し〇评

〇ドド

〇卩ド

1 .53 1.55 ^十1.。5屮〗，,45-.十 0.6$

し丨〇㈠丁

〇. 5$以内

〇卩ド 〇㈧

㈠丨（3円

0.4$

〇ドド 〇り
1.05

今

〇ドド

0.4$

〇ドド
—

ハ 「 「〇ド汗

〇ドド

’1.0$

〇ドド

〇ドド

〇ドド 〇问

〇ド下

マスターシリンダ圧

ドしホイールシリンダ圧

「卩ホイールシリソダ圧

闩8ホイールシリンダ‘圧

闩しホイールシリンダ圧
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不具合現象に基づく点検

(6)不具合現象診断項目一覧表

11/1； ス マ キ
ヤ

ノぐ 〇 ノ、 パ エ ブ
レ

ア
ク
ス
ル

ア
ラ
イ
メ

ぺ ま
だ
ら
路

か
ま
ぼザ

サ
ス
ぺ
ン

夕 誤
配
管\ 原因個所

ピ
1
ド、

ス ン イ ア ダ
ル
の

ノ

イ
マ モ マ

夕
シ

リ
ハ0

ツ 1 ド、
ブ

ピ
ン

)
混

)
キ

\ ク
ネ
ヅI

1
夕

ヴ
ン
卜

セ
ン
サ

リ
ン
ダ

ピ
ス

ド、 夕 レ
I

キ

グ 入 倍
力
装̂

藝嶠

&
ホ
イ

ン
卜

遊
び

齒
面

シ
3

ン

ヤ 誤
配
線\ 卜

ノズ
ル
ブ

フ
ヅ

シ

卜
ン

置
&
チ

1
ル

の
ガ
夕
ま
た
は
へ
夕
リ

‘ \
エ
ヅ

ク
パ
ル
ブ

不具 合状況 \

ノ

制動時 
性が悪

の方向安定
右または左に曲がる (〇) @ @ (〇) (〇) @ @

い
スピンする (〇) @

制動距離長い @ (〇)

ロックする (〇)

ブレー キ効き不良
引きずる (〇) (〇) (〇) (〇)

垂〇 “、、 一一， 1 丨、、1チ、^へタルストロ ークか長い

車両の異常なピッチングが 

ある
(〇)

茶1

制動力不安定、片効き (〇) @ @ (〇)

振動、： 
-急フ
-滑り 

(路面

ペダルの振動が大きい @

異音発生 
，、、レーキ時) 

易い
1走行時)

只/1；の作動音が大きい

車体前部から音が発生 @ (〇) @ (〇) (〇)

車体後部から音が発生 (〇) (〇)

※減衰力の低下による
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パッドの硬化、劣化 
パッドの摩耗
サポート取付ボルトのゆるみ 
リヤホイールべアリングのゆるみ 
ロータの異物付着

(11)フェード（高温、水)

(1) パッド、口一夕に汕付着
(2) ロー タ振れ
(3) ロータの摩耗、または土砂などによる損傷
(4) パッドの当り不良、表面の変質、材質の違いおよび摩耗
(5) タイヤ空気圧不均衡
(6) ホイールアライメントの不良
(7) サポート取付ボルトのゆるみ
(8) リヤホイールベアリングのゆるみ
(9) 油圧系の不具合
(10) ハンドブレーキの片効き

パッド交換.シムにグリス塗布
パッド交換
締付け
正規の締付け 
ロータ清掃、交換

遊び調整 
洗浄、交換 
交換
修正または調整 
交換.
修正または交換 
調整または交換

(1) ペダルの遊び不十分
(2) マスタシリンダの戻り不良
(3) 油圧配管系のつまり
(4) バンドブレーキの戻り不良または調整不良
(5) リターンスプリングのへたりまたは折損
(6) ディスクキャリパの作動不良
(7) リヤホイールベアリングの調整不良

油漏れ修理、清掃または交換
修正または交換
研磨修正または交換
研磨修正または交換
空気圧調整
アライメント調整
増締め
正規締付けまたは交換 
シリンダ交換、パイプ、ホース交換 
リヤブレーキ、ケーブルの点検および調整、交換、 
シュークリアランス調整
放置冷却、走行中に緩ブレーキをかけて乾燥させる。

5.ブレーキ騒音（キー、グー音)

4.ブレーキの戻り不良、引きずり

(1) 油圧機構への空気圧侵入
(2) マスタシリンダプッシュロッドの遊び大
(3) 油圧機構の油漏れ

(4)パッドの当り不良、摩耗

エア抜き
調整
修理、交換
^ピストンシール、ピストンブーツ、パイプ、 
、ホース、マスタシリンダビストンキット 
修理または交換

3 ,ペダルストローク過大

2.制動力不安定、片効き

(1)油圧機構の油漏れ

(2) 油圧機構への空気侵入
(3) パッド摩耗および表面の変質、水、油の付着
(4) マスタシリンダ、ディスクキャリパおよびバキ 

ュー厶ブースタ、チヱックバルブの作動不良

修理、交換
'ピストンシール、ピストンブーツ、パイづヽ 
ホース、マスタシリンダピストンキット 

エア抜き
交換または研磨、清掃 
修理または交換

1.制動力不足

6 ,ブレーキ騒音（シュー、シャー音）

(1) パッドの摩耗
(2) パッドの取付不良 ‘
(3) ロータのゆるみ、振れ

パツド交換、シムにグリス塗布 
パッドの交換、修正 
締付け、または交換

7.ブレーキ騒音（カチッ音）

パッドとサボートの摩耗によるクリアランス大 交換

不具合現象に基づく点検

(7)一般的なブレーキ不具合現象および推定原因一覧表
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セレクトモニタを使用した場合の点検 トラブルシューティングのステ ツ

6.セレクトモニタを使用した場合の点検国トラブルシ.ユーティングのステップ1

%

不具合車両入庫

問 診

基本点検

トラブルコード読み出し トラブルコード読出不 
可の場合の点検実施

01¢
N0

トフブルコード記録
八巳3警告灯の常時点灯、有、無 
(現在，過去）の確認

トラブル-)ード有 I~I スタートコードのみ表示
(トラブルコード無) 有

トラブルコードに
基づく点検実施

スタートコードのみ表 
示の場合の点検実施

不具合現象に基づく 
点検実施

修 理

ひ
トラブルコードの 

メモリクリア

確認テス

ひ
トラブルコード読み出し

トラブルコード有
スタートコードのみ表示（トラブルコード無)

終 了
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セレクトモニタを使用した場合の点検——セレクトモニタの機能

国セレクトモニタの機能

運転席インパネ下のセレクトモニタ接続コネクタに[を接続すると、丑011内で処理されている各種データ 

およびスイッチ〇N，〇ド卩信号が確認できる。

また、特定コードを入力すると、現在の故障および過去の故障のトラブルコードを出力する。

33^[で次の内容の項目を測定すると、電子制御系の故障診断に活用できる。

スバルセレクトモニタ操作手順

，操作手順

(1)セレクトモニタ接続コネクタに331^を接続する。

⑵10キー3界を〇Xにした後、モニタの電源をにする。

(3)〆キーで下記の画面にする。

(/〇
丫已3 : 0 〇丁呢阳：/

⑷0キーを押すと初期画面ぼ〇〇を参照）になる。

(5)モードを設定する0

(1)スクロールキーによる方法

ド〇〇
11"

1讎鑛馨讎

个キー

1！
「01

1キー1！馨藤1 11 :蠢霧9

ド〇〇

(11)ファンクションコードを指定する方法

例えば卩80を起動する場合、ド、8、〇、キーの順にキーインする。
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セレクトモニタを使用した場合の点検ーセレクトモニタの機能

2.機能一覧

N0. 機 能

1 只0^1 10、アナログデータ表示

2 〇^/〇戸卩データ表示

3 トラプルコード表不

4 故障時の状態情報（アナログ、〇^/〇ドドデータ表示）

2— 1.尺〇以[10、アナログデータ表示

ファンクションコード
測定項目 モニタ内容

スク
ロール 表示例

コード 略称

卩〇〇
只〇⑽
I 〇

丑011識別 它〇!；の!^〇⑽10番号を読み取り、仕様と 
通信可能状態を表示する。

可
1996 ⑽〇)
八83 4肌）八丁

卩01
ド只車輪速 
(111116/11)

ド只車輪速センサが検出している車輪速を 
111116/11で表示する。

可
卩尺 び01)

30 111116/11

¥02
ドし車輪速 
(111116ノ11)

ド乙車輪速センサが検出している車輪速を 
111116/11で表示する。

口』
ド乙 (¥02)

0 01116/11

ド03
車輪速 

(111116/11)
只只車輪速センサが検出している車輪速を 
111116/11で表示する。 可

欣 $03)
55 111116/11

卩04
車輪速 

、111116/れ）
见車輪速センサが検出している車輪速を 
111116/ヒで表示する。 可

只し ⑽4)
100 111116/匕

ド05
車輪速 

(1^111/11)
ド只車輪速センサが検出している車輪速を 
ヒ11/11で表示する。 可

ド尺 （ド05)
30 ㈣/ヒ

卩06
ド乙車輪速 
(1^111/11)

ド乙車輪速センサが検出している車輪速を 
1^111/11で表示する。 口』

卩し び06)
0 1^/11

¥07
%車輪速 
(1^11/11)

車輪速センサが検出している車輪速を 

わ111/11で表示する。
可

(¥07) 
55 1^11/11

孖08
1車輪速
0^111/11)

只乙車輪速センサが検出している車輪速を 
1^11/11で表示する。 可

おし ぼ08)
100 1^/11

卩09
ストップランプ3界 

モニタ電圧〈V〉
ストッブランプ8界のモニタ電圧を表示す 
る。

可
81^3 び09)

5.00 V

卩10 6-3丑肥
アナログ0センサ

出力電圧（^)
アナログ0センサが検出している加速度を 
電圧で表示する。

可
6-哪（ド10)

2.30 V
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セレクトモニタを使用した場合の点検——セレクトモニタの機能

2 — 2.データ表示

ファンクシ ョンコ-ド ユロ “ ぐ上1 卞古 广"I

コード 略称
測定項目 七ニタ 卜』谷

61 ストップランプ3界 31(^ (ブレ-キペダル踏み込み）時し丑〇1点灯

バルブリレー信号 バルブリレー〇卩卩時 乙丑02点灯

顯 モータリレー信号 モータリレー〇N時 乙瓦03点灯

八丁 八下八88信号 八乜6制御り！守 L^L)^房、幻
八

八83警告灯 警告灯点灯時 し五06点灯

0
バルブリレーモニタ バルブリレー〇卩ド時 し五07点灯

画 モータリレーモニタ モータリレー〇N時 し瓦08点灯

八只〇; ^(1^010 N8¢ 了0 ^占打しXVI ししバ11口づ XI--0 〇巾,』1與1丄\|り、丨 〇狀/〇

スク
ロール

表示例

可 31 VI？通入丁 -

し已〇

1^0

6

し已〇

2

1^0

7

し丑〇

3
し已〇

8

し£0

し已!)

9

し丑〇

5
し已〇

10

2 — 3.トラフルコード表不

ファンクシ ョンコ-ド
測定項目 モニタ内容

スク
表示例

コード 略称 ロール

故障履歴表不 過去に発生した故障に対応するトラフルコードを 可 卜肫…22(^1)
最大3つ、発生順に表示する。 ド仄33猶

卩81 0-訓
0.1110
〇-〇し〇

0 .NE\V:最新故障のコード
0-^10：1つ前に発牛した故障のコード 
〇，〇乙〇 : 2つ前に発生した故障のコード

くメモリ十現在故障のトラブルコードの読取り〉

(1) 33が接続
(2) ファンクシヨンキーでモード指定

回圆田I丁1と押す。
(3) トラブルコードの表示確認

-トラブルコード1つの場合

〇入日西32 屮81)
ド民 八ソソ八1^

#トラブルコードが複数の場合

32㈣）
卩闩.

+

0.^10 22缶81)
3〇「丁

※故障発生時に、丑〇1；電源電圧が低下する等の原因によりトラブルコードが正しく メモリできなかった場合、コードの信頼性 
が無いことが表示される0 (下記のような画面を表示する〇)
なお、トラブルコード表示中に故障検出し、システム遮断した場合、トラブルコードをメモリするまでの間も、下記のような 
画面が約5秒間表示される。

表示例

22？㈣) 
「化33 3〇「丁 コードの右に？マークが表示される。

4-95



セレクトモニタを使用した場合の点検——セレクトモニタの機能

2 — 4.故障時の状態情報（アナログデータ、0X70ドドデータ表示) 

2 ― 4— 1,アナログデータ

ファンクシ ョンコ-卜'
測 ^ XI 0 モニタ 内‘% スク 志モ仿||

コード 略称
1只リ て只 口 XX ロール

卩丑1
ド只車輪速 
(111116/11)

卩只車輪速センサが検出している車輪速を 
111116/ヒで表示する。 可

30
㈣ 

111116ル

尸丑2
ドし車輪速 
(111116/11)

ド乙車輪速センサが検出している車輪速を
可

ド乙
0

邮2)
111丄丄じ/11し衣ノ』、ヲの〇 1111丄6/0

孖叼3
%車輪速 即車輪速センサが検出している車輪速を 服 邮3)
VI11116^11) 111116/11で表示する。 可

55 01116/11

肺4)
01116/11

孖已4
車輪速

V111116^11)
见車輪速センサが検出している車輪速を 
111116/卜で表示する。 可

虬
100

孖芯5
車輪速

^ ^ V ド尺車輪速センサが検出している車輪速を
可

㈣
(坆 111/11ノ 1011/11で表不する。 一

30 心/11

卩丑6
ド乙車輪速
(ヒ11/11)

ド乙車輪速センサが検出している車輪速を 
1^11/11で表示する。 可

0
卿)

1^111/11

ド圮7
車輪速 

細/11)
服車輪速センサが検出している車輪速を 
^111/11で表示する。 可

55
⑽7) 
1^11/11

ド丑8
尺車輪速 
(1011/11)

见車輪速センサが検出している車輪速を 
1011/11で表示する。 可

虬
100

肺8)
1^11/11

卩丑13 珏011電源電圧（乂） 丑〇1；電源電圧を表示する。 可
？0^ ぼ813) 

12. 00 V

孖圮14 0挪3
アナログ0センサ

出力電圧（マ）
アナログ0センサが検出している加速度を 
電圧に換算して表示する。

可
6ぶ卿丑14)

2. 30 V

※故障発生時に、60；電源電圧が低下する等の原因により伏態情報が正しく メモリできなかった場合、データ 

の信頼性が無いことが表示される。（下記のような画面を表示する。）

なお、状態情報表示中に故障検出し、システム遮断した場合、伏態情報データをメモリするまでの間も、下 

記のような画面が約5秒間表示される。

表示例

測定部位の右に？マークが表ボされる。？肝5)
30 ⑹/卜 (？ぢ1〜尸丑14の場合）
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セレクトモニタを使用した場合の点検——セレクトモニタの機能

2 —4 — 2.〇N/〇FFデータ

ファンクションコード
測定項目 モ 二 夕 内容 スク

1彳
コード 略称

〆 「』
ロール

匪 モータリレーモニタ モータリレー0N時 乙远〇1点灯

31 ストップランプ3界 8^.0^ (ブレーキペダル踏み込み）時乙圮0 2点灯

八丁 八丁信号 3制御〇N時 乙丑1)3点灯

丘

0^1 〇〇]^信号 八8 8制御01^時 乙ぢ04点灯

可八〇 八33制御 八8 3制御〇時 し幵0 5卢灯 疆31 八丁（:]VI八〇

15

乂 1 ^ 画"』1从ド丄，"-1―/ ^ /、、、ハ』 4

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

※故障発生時に、ぢ011電源電圧が低下する等の原因により伏態情報が正しく メモリできなかった場合、データ 

の信頼性が無いことが表示される。（下記のような画面を表示する。）

なお、状態情報表示中に故障検出し、システム遮断した場合、伏態情報データをメモリするまでの間も、下 

記のような画面が約5秒間表示される。

表示例

モニタ部位の下に？マークが表示される0 
(卩615の場合）

關 81 八丁 0^ 八〇
？？ ？？ ？？ ？？ ？？

※故障時の伏態情報データは、故障が発生しトラブルコードがメモリされると共に、初めて意味のあるデータ 

が書き込まれる0トラブルコードメモリが無い状態では、下記の初期値が表示される。

# ド61〜4 :15901116/11

-ド迟5〜8 : 255ヒ11/11

-卩ぢ13 :16.84V
^ ド丑14 : 5.00V
，ドぢ15 : 81、八〇が1^0点灯

八丁、[が1^0消灯

これらのデータは、トラブルコードメモリクリアと共に初期化される。
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セレクトモニタを使用した場合の点検ーセレクトモニタによる点検

国セレクトモニタによる点検

コード 診断内容 主な故障原因 ページ

トラフルコード読み出し小口 I 531\1通信エラー 4-100

11 八83警告灯常時点灯 単独の場合は正常コード 4-104

21,23 スピードセンサ系異常 スピードセンサ、断線、入力過大
4-106

25,27 ぼ尺、ドレ肌见） ハーネス、コネクタ異常

22,24

26,28

スピードセンサ信号系異常 
(卩只、卩し、只只、兄し）

スピードセンサ入力信号異常（短絡、 

ノイズ変調)、ハーネス、コネクタ異常
4-110

29
4輪いすれかの 
スピードセンサ信号系異常

4輪いずれかのスピードセンサ、入力信号異 

常、トーンホイール異常、タイヤ空転
4-116

3133、ノ丄，、ノ、ノ

35,37
増圧バルブ系異常 丑/!；異常、ハーネス、コネクタ異常 4-118

32,34
減圧バルブ系異常 丑/!;異常、ハーネス、コネクタ異常 4-124

36,38

41 丑〇1；異常 已〇1！異常 4-130

42 圮011電源電圧低下 丑01；電源電圧低下 4-132

44

協調制御系異常（非制御中検出）
協調制御異常

4-134

協調制御系異常（制御中検出）
八33、601；—[が、丑01)、

協調制御異常
4-136

46

〇センサ電源電圧系異常

(電源電圧過大）
0センサ電源電圧過大 4-140

〇センサ電源電圧系異常

(電源電圧低下）
0センサ電源電圧低下 4-142

51

バルブリレー系異常 バルブリレー異常、

ハーネス、コネクタ異常
4-144

バルブリレー〇1^固着 バルブリレー〇]^固着、
ハーネス、コネクタ異常

4-156
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セレクトモニタを使用した場合の点検ーセレクトモニタの機能

コード 診断内容 キな故瞳厣闵 ページ^11^职呼/尔四 、 ノ

モータリレー系断線
モータリレー断線 

ハーネス、コネクタ異常
4-160

52 モータリレー固着
モータリレー固着 

ハーネス、コネクタ異常
4-168

モータ〇ドド減哀不良
そータ〇ドト、減衰不良
ハーネス、コネクタ異常

4-174

54 ストップランブスイッチ系異常
ストップランプスイッチ異常 
ハーネス、コネクタ異常 4-178

〇センサ出力、断線/短絡
0センサ出力断線/短絡

ハーネス、コネクタ異常
4-180

56

〇センサ出力、十丑短絡
0センサ出力十：6短絡、ハーネス異常

4-184

0センサ出力、N11検出異常
0センサ出力N1!検出継続、
ハーネス、コネクタ異常

4-186

〇センサ出力、固着
6センサ出力固着検出

4-188
ハー不ス、コ不クタ異常
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，セレクトモニタによる点検——トラブルコード読み出し不可

トラブルコード読み出し不可
〔闩卩〇闩3 (1)

八1-丁

8八丁丁

14

10. 3\^

(^128^

2 -
00^/1

3 -

1=(巳
8闩

00 8
8 28

£01)

^フローチャートに従い右頁以降の要領で点検する。

1
巳〇リコネクタ 
結合チェック

| 0^

2 オルタネータ機能
ァエック

+ 0^

3
ノゞツテリ ー5而+
ナIック

| 01¢

4
£011電源電圧 
チェック

| 01¢

5
E(:リ、アース 
ナエック

| 〇く

6
セレクトモニタ通 
信線チエック

| 01¢

7
セレクトモニタ
断線チIック

| 01¢

8 各コネクタの接触
イ^良ナエック

日⑶交換

N0 巳〇リにコネクタをはめ、クラン 
プをカチッとロックするまで押 
し込む

N0

N0

N0

N0

N0 セレクトモニタ通信線、& 
コネクタ修理

N0

N0
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード読み出し不可

1,日〇リコネクタ結 參尺011コネクタと丑011との結合をチヱックする。
合チェック

N0の時
E^\]にコネクタをは

基準値：日〇リコネクタはクランプがカチッと
ロックされるまで已〇リにはめ込まれ 
ている

め、クランプをカチッ 
とロックするまで押 
し込む。

クランプ

0 〇

〇 〇

2.オルタネータ機能
チェッフ

(1) エンジンスタート。
(2) アイドリング伏態とする0
⑶オルタネータ3端子とボディの間の電圧を測 

定する。

オルタネータ6端子（十）一(— )

N0の時
オルタネータ修理

基準値：10〜15ソ

3, ノ''ツテリ—端子チ
エック

(1) 1¢}キーを〇ドドとする。
(2) バッテリー十、—極端子の締付確認。

N0の時 
端子締め付け

基準値：締付に緩みは無い。
第

4. £011電源電圧チ
エック

(1) 丑011コネクタ只128を瓦〇じからはずす。
(2) エンジンスタート。
(3) アイドリング伏/態とする。
(4) 五01；コネクタと只128とボディ（0^0)の間の電圧を 

測定する。

只128 N0.1(十）一（^0 (—）

N0の時
電源系ハーネス、コネ
クタ修理

基準値：10〜15ソ

1 12 13 14 15 16 1171819110111112 13114115116117118119120121 | 22 | 23 24 | 25 | 26 27 | 28
29 30 13132133 134135 36 3713813914 0 4142143144 45 46 471481 49 | 50 | 51 I 52 I 53 I 54 | 55 I
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セレクトモニタによる点検ートラブルコード読み出し不可

5,已〇リアースチェ (1)16キーを〇ドドとする。 N0の時
ック (2)五01；コネクタ8128を丑01；からはずす。 アースハーネス、コネ

(3)已011コネクタ尺128とボディ（(^^0)の間の抵抗値を クタ修理
測定する。

尺128 N0.28 — 0^0
N0.29 —⑽〇

基準値：0.50以下

6.セレクトモニタ通 
信線チIック（共 
通ライン）

セレクトモニタを操作し、他のシステム氓1^朽、五〇ゾ丁 
等）との通信が正常に行われているか確認する。

基準値：セレクトモニタ画面に各システムの
名称、年式（[^丫）等が表示される。

N0の時
セレクトモニタ通信 

線、ゐコネクタ修理

7.セレクトモニタ断 
線チ：!：ック 
(八的、已01)入出

-五011コネクタ尺128とセレクトモニタコネクタ1^5の間の
抵抗を測定する。

N6の時
ハーネス、コネクタ修
理

カライン） 只128 X0.18— 只5 N0.3
只1280.46 ~只5 N0.2

基準値=0.50以下

8.各コネクタの接触 
不良チエック

全てのコネクタを結合した後丑011、セレクトモニタ、 
ハーネス中継点の各コネクタの接触不良をチXックす 
る。

N0の時 
コネクタ修理

¢§5

〔4 3 2 1^1
9 8 7 6 5

セレクトモニタコネクタ

112 3 14 15 16 1171819110111112113114 1511611711811912012111 22 1 23 1 24 1 25 1 26丨27 28
[291 ： 0 1 31 | 32 | 33 | 34 135136137138139 4014… 21431441451461471481 49 I 50 | 51 | 52 I 53 1 54 55 1
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード読み出し不可
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セレクトモニタニヨル点検——スタートコード11
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セレクトモニタによる点検ースタートコード”

10キーを〇ドドとする。 N0の時
E^^]コネクタ只128を五〇1；からはずす。 ハーネス修理
リレーボックスコネクタ8134と八ヨ3參6を分離する。
10 とする。

基準値：八83警告灯消灯のまま

1,ハーネス0^10短 
絡チヱック

2.リレーボックス 
(31\10短絡チェッ 
ク

⑴
⑵
⑶
⑷
⑸

10キーを〇ドドとする。
リレーボックスコネクタ8134と八33，6を結合する。 
バルブリレーをはずす。
9/11コネクタ八85，1と八33，2を分離する。
10〇1^とする。

N0の時
リレーボックス交換

3.各コネクタの接触 參全てのコネクタを結合した後、601；、リレーボックス、 N0の時
不良チエック ハーネス中継点の各コネクタの接触不良をチュックす コネクタ修理

る。

バルブリレー

モータリレー

N711

㈠/リ廻りのコネクタ詳細
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード21, 23, 25, 27

ラブルコード 21, 23ースピードセンサ系異常 
25, 27 (断線又は入力過大）

0，氺3氺匕氺（ド81) 
〇氺.83㈠八闩〇

0

匚
^叫

匚

匚

V

¢12)

(5122)

⑩(30

14

3 :故障発生順（呢…、N10、〇し0)
6：トラブルコード（21、23、25、27) 
。:故障部位(ド闪、ドし阳、闩し)

(^)
8…

州20
—广

V
2
1

——1=---------------
1

-— 8
〇 し

1
^125) 10

し）

八巳3巳⑶

\〇13^)

% 量11通
(^13^)

2 -----F---------------------------------^「 /—
1—！----------------------------------

^\2222)

^126

〇

巳

し

巳
巳

10

11

13
12

日011

息
參フローチャートに従い右頁以降の要領で点検する。

1 33^によるスピード N0
1 センサ出カチェック

八へ

2 センサの取付チXック
N0 センサ、トーンホイールの 

調整、交換
〇く

3 各コネクタの接触不良 
十I Vり

N0
コネクタ修理

八
01¢

已〇リ交換

4 スピードセンサの導通 
ナエッタ —

N¢3
スピードセンサ交換

01¢

5 スピードセンサの
+ 8矢ナエック

N0

01¢

6
ハーネス、コネクタの N0

導通チIック
スピードセンサと已〇り間の 
ハーネス、コネクタ修理

7 ハーネスの十8短絡
N(3 1

( ァエック

8 センサの取付チェック
N0 センサ、卜ーンホイールの 

調整、交換
01¢

9 各コネクタの接触不良
テエック

N0
コネクタ修理

01¢
已(:リ交換
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セレクトモニタ点検 トラブ'ノレコード21, 23. 25, 27

, 351^1によるスピー 
ドセンサの出カチ
エック

アナログデータ読み取り機能を用いてセンサ出力を読み 
取る。

基準値：直進状態で加速、減速をしたとき、該

当車輪の速度表示がスピードメータ 

の表示値に追従して変化する。

N6の時
八

1〇に

2.センサの取付チェ 
ック

(1) トーンホイールの取付緩みの有無を確認する
(2) センサギャップを点検する。

卩.只：〇. 5〜1.1111111
(3) ハブの振れを点検する0

N0の時
センサ、卜ーンホイー

ルの調整、交換

”〇に

3.各コネクタの接触 .£01；、センサ、ハーネス中継点の各コネクタの接触不良 N0の時
不良チエック をチヱックする。 コネクタ修理

|〇に

交換
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード21, 23, 25, 27

4.スピードセンサの 
導通チIック

(1) 10を〇卩尸とする。
(2) スピードセンサのコネクタを分離する0
(3) センサコネクタの抵抗値を測定する0

コード21
コード23 
コード25 
コード27

卩只センサ 
ドしセンサ 
只尺センサ 

センサ

N0.1
N0.1
N0.1
N0,1

N0.2
N0.2
N0.2
N0.2

N0の時
スピードセンサ交換

〇X

5.スピードセンサの 
+巳短絡チIック

(1)瓦011コネクタ尺128を五〇じからはずす。
⑵センサコネクタとボディ（0X0)の間の電圧を測定す

る。

コード21 卩只センサ N0.1 (十） 一⑽〇㈠
コード23 ド乙センサ N0.1 (十） —(-)
コード25 只只センサ N0.1 ⑴ —(-)
コード27 只しセンサ N0.1 (十） 一⑽〇 (―)

N0の時 
スピー1、、、センサ交換

〇に

6.ハーネス、コネク 
夕の導通チェック

(1) 10を〇卩卩とする。
(2) スピードセンサコネクタを結合する0
⑶ぢ(：1！コネクタ：^128の端子間の抵抗値を測定する。

コード21
コード23 
コード25 
コード27

只128 
只128 
只128

只128

N0.15—N0.14 
N0.35—N0.10 
N0.11 — N0.38 
N0.13—N0.12

N0の時
スピードセンサと 
尺01；の間のハーネス、 
コネクタ修理
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セレクトモニタによる点検 トラブルコード21, 23, 25, 27

ハーネスの十8短 
絡チIック

⑴ 它〇リコネクタとボディ 
る。

(0X0)の間の電圧を測定す

コード21
コード23 
コード25 
コード27

只128 
只128 
8128 
只128

N0.15
N0.35
N0.11
N0.13

(十）—(-)
(十）一⑽〇㈠
⑴一⑽〇 (-)
(十）一⑽〇㈠

N0の時
スピードセンサと 
ぢ01！の間のハーネス
修理

01¢

8.センサの取付チェ 
ック

(1) トーンホイールの取付緩みの有無を確認する
(2) センサギャップを点検する0

ド.只：〇. 5〜1.1111111
(3) ハブの振れを点検する。

N0の時
センサ、トーンホイー
ルの調整、交換

〇X

9.各コネクタの接触 着全てのコネクタを結合した後ぢ011、センサ、ハーネス中 N0の時
不良チェック 継点の各コネクタの接触不良をチXックする。 コネクタ修理

スピードセンサ 
本体側コネクタ

1 | 2 | 3 | 4 | 5 | 6 | 71819110111112 13114115116117 18 1912012111 22 | 23 | 24 | 25 | 26丨27丨28
| 29 | 30 31 | 32 | 33 | 34 135136137138139 0141142143144|^ 5^ 61471481 49 | 50 | 5152 | 53 | 54 55 |
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セレクトモニタによる点検 トラブ’ノレコード22, 24, 26, 28

9？ 2^ラブルコードな，ぢスピードセンサ信号系異常 ^ 3 ^匕氺（卩81)
〇氺.38 3〇「丁

闩，山

故障発生順（呢^/、…〇、〇し〇) 
トラブルコード（22、24、26、28) 

故陣部位チ円、ドし8闩、闩〇

£011

#フロ ーチャートに従い点検する0

問診により下記に該当する使用状態か？
①脱輪②ラッセリング③長時間の旋回 
④リフトアップ⑤その他車輪スリップ@ 
の状態

N0

し；

八83巳⑶

(注)

N0

メモリクリア後（注）を説明して継続使用を 
ユーザに御願いして戴く

^^^125)

(注）：スピードセンサでは偶数番号のトラブルコードは検出条件として車輪

速度差が一定時間継続した場合、その車輪を異常と判断する様にプロ
グラ厶が設定してあるため下記の様な走り方によってはこの条件に一 
致し聱告灯を点灯させることもある。
-圧雪路、悪路でのラッセリングによる駆動輪を空転させながらの長 

時間走行。
-ループ橋、立体駐車場等に於ける飛ばした状態による長時間旋回走 

行。
-サイドブレーキをかけたままでの長時間走行。
-異常に低いタイヤ空気圧での走行。
^ 6 ^ 〇.
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セレクトモニタによる点検. トラブルコード22, 24, 26, 28

フローチャートに従い次頁以降の要領で点検する。
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード22, 24, 26, 28

1, 331^1によるス 
ピードセンサの出 
カチIック

アナログデータ読み取り機能を用いてセンサ出力を読み 
取る。

基準値：直進状態で加速、減速をしたとき、該

当車輪の速度表示及び各々の車輪速 
度がスピードメータの表示値に追従 

して変化する。

N0の時
8 (次頁参照)

2 ,各コネクタの接触 
不良チエック

參丑⑶、センサ、ハーネス中継点の各コネクタの接触不良 
をチヱックする。

N0の時 
コネクタ修理

3. ノイズ混入源の確 
認

(1)自動車電話、無線機等の取り付けは適正か？
⑵ノイズ発生源（アンテナ等）がセンサハーネスに接近 

していないか？

N6の時
不良個所の適正化、修 
理

4.シールドアースの 
チェック

ハーネス中継コネクタとボディ

測定する。
((^^0)の間の抵抗値を

コード22 只126 N0. 4 —-⑽〇
コード24 卩111 N0.10-
コード26 只126 N0. 3 --⑽〇
コード28 只126 N0. 2—-⑽〇

N0の時
シールドと0X0の間 
のハーネス修理

7 6 5 1 1 4 3 2 1
16 15 14 13 12 11 10 9 8
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード22, 24, 26, 28

5.スピードセンサの 
取付点検

その1

⑴トーンホイールの取付緩みの有無を確認する。
(2) センサの取付緩みの有無を確認する。
(3) センサギャップを点検する。

N0の時
センサ、卜ーンホイー

ルの調整、清掃、交換

〇X

6.スピードセンサの

取付点検
その2

(1) センサポールピース、トーンホイールの汚れ、異物の

有無を点検する。
(2) センサポールピース、卜ーンホイールの歯欠け、歯キ 

ズの有無を点検する。
⑶ハブの振れを点検する。

氺本点検は、オシロスコープを用いた点検で代用すること 
ができる。
オシロスコープを用いて、丑01；コネクタの下記の端子間 
でセンサ出力波形を測定する。
(コネクタを丑011に接続した状態で車をリフトアップし、 
該当する車輪を手で廻す。）

このとき、出力波形が歪みの無い正弦波伏であれば7、8、 
9、10の点検は省略して良い。
なお、からコネクタをはずすときは必ず10キーを 
〇卩ドとしておく。

コード22
コード24
コード26 
コード28

尺128 
尺128 
尺128 
只128

N0.15—N0.14 
N0.35—N0.10 
N0.11—N0.38 
N0.13—N0.12

N0の時
センサ、卜ーンホイー
ルの調整、清掃、交換

0^

スピードセンサの
導通チェック

(1) 10キーを〇ド卩とする。
(2) スピードセンサのコネクタを分離する0
(3) センサコネクタの抵抗値を測定する。

コード22

コード24
コード26 
コード28

ド尺センサ 
ドしセンサ 
只只センサ 
只しセンサ

N0.1—N0.2 
N0.1—N0.2 
N0.1—N0.2 
N0.1—N0.2

N0の時
スピードセンサ交換

スピードセンサ 
本体側コネクタ (2^28)

1 | 2 | 3 | 4 | 5 | 6 1171819110111112 13114115116117118|19 20 211122 23 124 1 25126127128
| 29丨30 | 31 | 32 | 33 1 34 13513613713813邮 0141142143144145146|^ 7卜 8| 49『50 I 51 I 52 I 53 I 54 I 55 I

4 -113



セレクトモニタによる点検ートラブルコード22, 24, 26, 28

8.スピードセンサの
0 0短絡チェッ

參センサコネクタとボディ（0X0)の間の抵抗値を測定す 
る。

N0の時
スピードセンサ交換

ク
コード22 卩只センサ N0.1 —0X0
コード24 孖しセンサ N0.1 —0X0
コード26 取センサ N0.1——0^0
コード28 センサ0.1―

基準値：1^/10以上

「〇に

9.ハーネスの短絡チ
エック

(1) スピードセンサのコネクタを結合する。
(2) 五011コネクタ只128を五011からはずす。
⑶五011コネクタ則28の端子間の抵抗値を測定する。

N0の時
スピードセンサと 
ぢ〇リの間のハーネス

修理
コード22 8128 N0.15 — N0.14
コード24 只128 N0.35 — N0.10
コード26 8128 N0.11— N0.38
コード28 只128 N0.13 — N0.12

基準値：0,8—1.21¢。

「〇に

1〇.ハーネスの01\10
矢3絡チIック

嫌圮(31；コネクタ8128とボディ（0X0)の間の抵抗値を測 
定する。

コード22 8128 N0.15—⑽〇

N0の時
スピードセンサと 
五01；の間のハーネス

修理
コード24 只128 N0.35—
コード26 只128 X0.11 —0X0
コード28 N28 1^0.13—0^0

基準値：1^/10以上

[〇^

11.£011のアースチ

Iック
(1) 丑011コネクタ8128を丑01；からはずす。
(2) 丑011コネクタ8128の端子間の抵抗値を測定する。

只128 N0.28 — 0X0
只128 1^0.29—01^0

N0の時

アースハーネス、コネ
クタ修理

基準値….50以下
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セレクトモニタによる点検 トラブ，ルコード22, 24, 26, 28

12.各コネクタの接 
触不良

全てのコネクタを結合後、丑〇；、センサ、ハーネス中継点 
の各コネクタの接触不良をチヱックする。

N0の時 
コネクタ修理

各〇に

13. ノイズ混入源の 
確認

(1) 自動車電話、無線機等の取り付けは適正か？
(2) ノイズ発生源（アンテナ等）がセンサハーネスに接近 

していないか？

N0の時
不良個所の適正化、修 
理

01¢

14.シールドアースの -ハーネス中継コネクタとボディ (0X0)の間の抵抗値を N0の時
チ：！: ック 測定する。 シールドと0^1)の間

のハーネス修理
コ--ド22 N0 ^1 しし

-ド24 卩111 N0.10
VXL、上ノ

―⑽〇
コ，-ド、26 8126 N0. 3 ―⑽〇
3 --ド、28 只126 N0. 2 ―⑽〇

基準値：0.50以下

(5126)

3 2 1 7 6 5 1 1 4 3 2 1
6 5 4 1 16 15 14 13 12 11 10 9 8

11 じ

スピードセンサ 
本体側コネクタ

1 1 2 | 3 | 4 | 5 | 6 | 7 1819110111112113114115116 171181191201211 22 123 24 | 25 | 26 | 27 | 28
129130131 |32 33134 35 36 3738 391401川42 43“ 41451461471481 49 50 | 51 | 52 | 53 54 | 55 I
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セレクトモニタによる点検ートラブルコード29

トラブルコード29 4輪いずれかの 
スピードセンサ信号系異常

0.氺3ホ29 (印1)
巳間日民33 3〇尸丁

3 :故障発生順(呢西、甽〇、〇し〇)

I 0

匚
^闩㈠

~^

¢128)

14
巳…

II
巳し㈠

(^12) (5？^)

民阳

(^12^)

匚
民し㈠

(^131)

八巳3巳(:じ

厂

し
^8^25)

叶

(^)

V'/
〇

V
し

XV
巳

し

巳
巳

15
14

10

11

13
12

日011

息

，つ口ーチヤートに従い右頁の要領で点検する。
伯

| N0

N0
2

タイヤの仕様、
摩耗、空気圧確認 タイヤの調整、交換

3 スピードセンサの N0 センサ、トーンホイールの
取付点検その1 調整交換

4
スピードセソサの N0

取付点検その2
| 〇く

日。リ交換

センサ、トーンホイールの 
調整、清掃、交換
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード29

1,タイヤ空転有無の 
確認

，ジャッキアップ、リフトアップ状態、フル転舵旋回、脱輪 
等で1分以上タイヤを空転させなかったか？

¥£5の時 
システムは正常

2.タイヤの仕様、磨 (1)タイヤの仕様は正しいか？ N0の時
耗、空気圧確認 (2)タイヤは異常磨耗していないか？ タイヤの調整、交換

(3)タイヤの空気圧は正しいか？

3.スピードセンサの 
取付点検

その1

(1) I—ンホイールの取付緩みの有無を確認する。
(2) センサの取付緩みの有無を確認する。
(3) センサギャップを点検する0

N0の時
センサ、卜ーンホイー 

ルの調整、交換

4.スピードセンサの 
取付点検

その2

(1)センサホールピース、卜ーンホイールの汚れ、異物の
有無を点検する。

⑵センサポールピース、卜ーンホイールの歯欠け、歯キ

N0の時
センサ、トーンホイー

ルの調整、清掃、交換
ズの有無を点検する。

⑶ハブの振れを点検する。

氺本点検は、オシロスコープを用いた点検で代用すること
ができる。
オシロスコープを用いて、已(：1；コネクタの下記の端子間 
でセンサ出力波形を測定する0
(コネクタを玨011に接続した状態で車をリフトアップし、 
該当する車輪を手で廻す。）

なお、五(：1；からコネクタをはずすときは必ず10キーを 
〇ドドとしておく。

ド只車輪 只128 N0.15 —-N0.14
ド乙車輪 只128 N0.35 —-N0.10
%車輪 尺128 N0.11——N0.38
见車輪 尺128 N0.13 —-N0.12

E 0 11交換

1 1213141516 117 8 | 9 |10|11|12|13|14|15|16|17|18|19|20|21| | 22 | 23 | 24 | 25 26丨27 | 28
| 29 | 30 | 31 | 32 33 | 34 )35 36137138139140 41142143 44 451461471481 49 | 50 | 51 | 52 | 53 | 54 | 55



セレクトモニタによる点検 トラブルコード31, 33, 35, 37

トラブルコード雪1，ぎ増圧バルブ系異常 0 # ^ 3 ^ ^ (卩81)

£011

㉚雙㉚
37

2

7

5
33
54
26
53
25
6

28
29

し〇

し…

巳

し闩
丫

7

2

4

し〇
0
闩し
…0
㈣

0
0西

5
8

円/り

八巳3.

85

86
87
873

87
86

85

3 :故障発生順⑽西、N10,〇し〇)
6：トラブルコード(31、33、35、37)
〇：故障部位屮円、「し、阳、闩し）

(^2^)
以丫
顧 8八丁丁

8八丁丁

¢05.0^^ (^85-2)

(^124^

4

2
6

(^8)

\

\

\

X

(265^8)

㈠/リコネクタ

(§128)

12 | 3 | 4 | 5 | 6 || 7|8|9 |10|11112113114115116117118119120121丨| 22 23 24 | 25 | 26 27 | 28
129 30 | 31 | 32 | 33 | 34 135 36137138139 4014142 43144145146147481 49 1 50 51 1 52 53 1 54 1 55 厂
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セレクトモニタによる点検------ トラブルコード31, 33, 35, 37

奉 フローチャートに従りヽ次頁以降の要領で点検する
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード31, 33, 35, 37

1,故障発生時の状態 
情報チェック

^ 33以のファンクションド615を起動し、
故障発生時の八83作動有無をチェックする。

N0の時 
八へ

条件故障発生時八63非作動（し日05消灯）

2.故障発生時の状況
テエック

問診または再現テストにより、故障発生時の状況をチェ 
ック'9る。

条件問診、再現テストによっても状況が不

日月0-----------------------------------------------------
故障が発生するのはエンジンスタート
直後の発進時である。-----------------------
故障が発生するのはエンジンスタート 
直後の発進時ではない。----------------------

8 へ

へ

3 へ

3.㈠/じの導通チェ 
ック

⑴
⑵

⑶

10キーを〇ドドとする。
只/1；コネクタ人38，1と人83，2、只124と八83，8を 
分離する。

コネクタ八83，8と八83，2の間の抵抗値を測定
する。

3 — ド31 八83,8 N0.4--八8シ2 N0.1
卞 -13 — 卜33 八88，8 N0.1 一八88擊2 N0.1

3 — ド、35 八丑シ8 N0.2 -—八丑シ2 N0.1
コー ド、37 八33，8 N0.3—一八38，2 N0.1

基準値： 8,5±0,7〇

N0の時
11/1；交換

4.円/じの01\10短絡
ナエック

11/1；コネクタ入83,8とボディ（6X0)の間の抵抗値を 
測定する。

コー ド31 八83 〃 8 N0.4--〇肋
ゴー ド、33 八丑シ8 N0,1-—⑽〇
コー ド、35 八8シ8 N0.2 --⑽〇
コー ド、37 八88。8 N0.3 -一⑶〇

基準値：1^0以上

N0の時 
8/1；交換

(^6？8) (^6？2)

コネクタ
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セレクトモニタによる点検——トラブル]—ド31, 33, 35, 37

5.ハーネスの01^10 
短絡チIック

(1)E^\]コネクタ只128を已(：11からはずす。 N0の時
⑵丑(：11コネクタ只128とボディ（0^0)の間の抵抗値を 只/リとぢ〇リの間の

測定する。

コー ド31 8128 N0.54--⑽〇
ゴー ド、33 只128 N0. 5 —-⑽〇
コー ド、35 8128 N0. 6 —-⑽〇
コー ド、37 只128 N0.53 —―⑽〇

ーネス修理

基準値：以上

6.ハーネスの導通チ 
Iック

(1)11/1)コネクタ八83，1と八83蠢2、8124と八88，8を
結合する。

⑵圮011コネクタ8128の端子間の抵抗値を測定する。

コード31 只128 "N1ハご/1 901\0#〇4 1^10^0
コード33 只128 N0. 5 —-N0.28
コード35 8128 N0. 6 N0.28
コード37 8128 N0.53 —- N0.28

基準値： 9,0±0,70

N0の時
只/1；と丑(：11の間の 
ハーネス、コネクタ修 
理

7.各コネクタの接触 ，全てのコネクタを結合後幵/!!、丑(：1；の各コネクタの接 N0の時
不良チIック 触不良をチヱックする。 コネクタ修理

112 13 14 15 16 1 71819110111 12113114115 16 17 18 191201211 22 123 24 | 25 | 26 27 | 28
29 | 30 | 31 | 32 | 33丨34 1353637 3812 9140 41142^ 3卜 4卜 5^ 6 471481 49150 51 | 52 53 I 54 | 55
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード31, 33, 35, 37

8.ド/じの屮8短絡
チエッジ

⑴
⑵

⑶
⑷

10キーを〇卩卩とする。
只/!；のコネクタ八83拿1と八33，2、只124と八83，8 
を分離する。
已011コネクタ只128を丑011からはずす。
9/11コネクタ八83,8とボディ（0^0)の間の電圧を
測定する。

コード31 N0.4 (十） 一⑽〇 (-)
コード33 八83鲁8 N0.1(十）

— ^ ^ V —(^10 (-)
コード35
コード37

八8シ8
八8シ8

N0.2 (十） 
N0.3 (十）

一⑽〇 (―) 
—(3^0 (―)

N0の時 
11/11交換

0^

9.ハーネスの十巳短 
絡チエック

(1)10キーを〇ド卩とする。
⑵芭01；コネクタ8128とボディ（0X0)の間の電圧を測 

定する。

コード31 
コード33 
コード35 
コード37

只128 
只128 
只128 
只128

N0.54 
N0. 5 
N0. 6 
N0.53

⑴一⑽〇㈠ 
(十）一⑶〇 (-)
(屮）—(―)
(十）― 01^0 (一）

基準値：丨〇〇问/〇ドド共〇ソ

N0の時
幵/1；と丑011の間の 
ハーネス修理

〇に

日〇リ交換

N711コネクタ

(^128^

2て3 | 4 I 5 [61| 7 |1| 9110111112113114115116117118^ 912012111 22123 | 24 ) 25「26 ) 27 | 28
"[29] 30 [31132 〇33 I 34 1.61^13811114015142(^44(^)46〔47|45149 | 50 [51] 52 [53] 54〔55
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード31, 33, 35, 37

日5

—1
10.日/リの導通チェ 

ック
只/11の導通チェックと同様の点検を行う N0の時

11/1；交換

0^

11.㈠/リの⑽〇短絡
チ:！：ック

只/じの0X0短絡チェックと同様の点検を行う。 N0の時 
只/1；交換

01¢

12.㈠/リの十日短絡 
チェック

9/11の十8短絡チェックと同様の点検を行う。 N0の時
11/11交換

〇に

13.ハーネスの十8短 
絡チIック

ーネスの十3短絡チニックと同様の点検を行う N0の時
只/1；と五(：1；の間の 
ハーネス修理

〇に

14.ハーネスの（3问0 
短絡チIック

(1)10 
(2) |5

キーを〇ド尸とする。
ハーネスの6X0短絡チヱックと同様の点検を行う。

N0の時
只/リと五01；の間の 
ハーネス修理

101¢

15.ハーネスの導通チ
エック

6 ハ，ーネスの導通チェックと同様の点検を行う0 N0の時
11/1；と丑(：1；の間の 
ハーネス、コネクタ修
理

|〇ド

16.各コネクタの接触
不良チエック

全てのコネクタを結合後！!/1；、五(：1；の各コネクタの接触 
不良をチエックする。

N(3の時 
コネクタ修理
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード32, 34, 36, 38
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セレクトモニタによる点検------- トラブルコード32, 34, 36, 38

フローチャートに従い次頁以降の要領で点検する

故障発生時の状態情報チェック
N0

八へ

丫日3

2 故障発生時の状況チェック

3

I 発進時ではなし

発進時

㈠/リの導通チ：！:ック

〇に

4 ㈠/リの〇问〇短;袼チェック

01¢

5 ハーネスの01^10短絡チェック

01¢

6 ハーネスの導通チェック

01¢

8 ㈠/じの十8短絡チ:!:ック

〇に

9 ハーネスの十日短絡チェック

巳
〇に

已〇リ交換

10 ㈠/リの導通チェック

( 01¢

11 ㈠/リの〇问〇短絡チIック

〇に

12 ㈠/リの士 8矢3絡チヱック

01¢

13 ハーネスの牛8短絡チェック

01¢

14 ハーネスの01^10短絡チエック

状況が不明

N0

巳へ

N0

N(3

N0

N0

N0

N0

N0

N0

N0

N0

㈠/リ交換

㈠/じと圧〇リ間のハーネス修理

7 各コネクタの接触不良チェック
N0

1

01¢
| 伽八 日011交換

㈠/じと日(:リ間のハーネス、 コネクタ修理

"1太々々修王里

㈠/リ交換

じと日(:リ間のハーネス修理

㈠/リ交換

㈠ノリと^(:リ間のハーネス修理

| 01¢

15 ハネスの導通チェック
N0

ド/じと已〇リ間のハーネス、 コネクタ修理

| 01¢

16 各コネクタの接触不良チェック
N0

コネクタ修理

01¢
巳(:リ交換
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セレクトモニタによる点検——トラブルコ—ド32, 34, 36, 38

故障発生時の状態 
情報チIック

，381V[のファンクション卩圮15を起動し、
故障発生時の八83作動有無をチュックする

N0の時
八

3.円/りの導通チェ 
ック

⑴
⑵

⑶

16キーを〇ドドとする。
幵/1；コネクタ八丑3❶1と八83 
分離する。
11/1；コネクタ八33，8と八83 
する。

2、8124と八肪. 8を

2の間の抵抗値を測定

コ--ド、32 八33參8 N0.8
N0.5

一八83看2 N0.1
3--卜34 八33像8 —八63，2 N0.1
3-ィ36 N0.6 一八丑8，2 N0.1
ゴー-ド、38 八8シ8 N0.7 一八83,2 N0.1

基準値： 4.3土(). 50

N0の時
11/1；交換

-11/1；コネクタ八33，8とボディ（01^0)の間の抵抗値を 
測定する。

コード32 
コード34 
コード36 
コード38

八3シ8 
八8シ8 

8

N0.8 —⑽〇 
N0.5 —⑽〇 
N0.6 —
N0.7 —⑶〇

基準値：1^/10以上

N0の時
11/11交換

(^6？8) ¢6$!)

% V

円/りコネクタ
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セレクトモニタによる点検 トラブ.ルコード32, 34, 36, 38

5.ハーネスの（31^0 
短絡チIック

(1) 叼〇リコネクタ8128を珏(：1；からはずす。
(2) 丑〇リコネクタ只128とボディ（(^^0)の間の抵抗値を 

測定する。

コード32 
コード34 
コード36 
コード38

只128 
只128 
^128 
8128

N0.26 —⑽〇 
N0.33 —
N0.34 —⑽〇 
N0.25 —⑽〇

N0の時
幵/リと迟01；の間の 
ハーネス修理

6.ハーネスの導通チ 
Iック

(1)11/1；コネクタ八33拳1と參2、8124と八33參8を
結合する。

⑵只01；コネクタ8128の端子間の抵抗値を測定する。

コード32 
コード34 
コード36 
コード38

8128 
只128 
只128 
只128

N0.26 — N0.28 
N0,33 — N0.28 
N0.34 — N0,28 
N0.25 — N0.28

N0の時
11/11と丑01；の間の 
ハーネス、コネクタ修 
理

7.各コネクタの接触 ，全てのコネクタを結合後11/11、瓦〇1；の各コネクタの接 N0の時
不良チェッフ 触不良をチェックする。 コネクタ修理

1 1 2 | 3 | 4 | 5 | 6 1171819110111112 1311411511611711811912012111 22 | 23 | 24 | 25 | 26 | 27 | 28
1 29 | 30 I 31 | 32 33 | 34 135 36137138139^ 0 4142143144 45146 47 48| 49 I 50 1 5152 53 1 54 I 551
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード32, 34, 36, 38

八

8.日/リの十8短絡
1 ナエック

(1) 10キーを〇ド卩とする。
(2) 11/11のコネクタ八33參1と八88參2、只124と八3シ8 

を分離する。
(3) 五011コネクタ只128を五01；からはずす。
(4) 只/リコネクタ八33,8とボディ（0X0)の間の電圧を 

測定する。

N0の時 
幵/11交換

コード32 八33〇8 N0.8 (十）一⑽〇 (-）
コード34 八8シ8 N0.5⑴一⑽〇 (-)
コード36 八丑シ8 N0.6 (十）一 0^0 (-） 
コ-ド38 八83❼8 N0.7 (十）一 0^0 (-）

基準値：1(3〇问/〇ドド共〇ソ

丄〇X

9.ハーネスの十8短 
絡チIック

(1) 10キーを〇ド卩とする。
(2) 迟011コネクタ只128とボディ（0X0)の間の電圧を測

N0の時
11/1；と远01；の間の

定する。 ハーネス修理

コード32 只128 N0.26 (屮）一（^0 (-）
コード34 只128 N0.33 (十）一 0^0 (—）
コード36 只128 N0.34⑴一⑽〇 (-）
コード38 只128 N0.25 (十）一(—）

基準値：10 〇问/〇卩ド共〇ソ

I 01¢

日〇リ交換 (^8)

%
1

4 3 2 1
8 7 6 5

円/りコネクタ

1 1 2 | 3 | 4 | 5 | 6 | 7|8 9 |10|11|12|13|14|15|16|17|18 19120121 |22 23 | 24 | 25 | 26 27 | 28
I 29 | 30 | 31 | 32 | 33 | 34 35136137 3813914014142 43 441451^1 61471481 49 I 50 51 | 52 | 53 | 54 | 55 |
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セレクトモニタによる点検 トラブ'ノレコード32, 34, 36, 38

8

10.日/11の導通チェ 
ック

3 11/1；の導通チXックと同様の点検を行う。 N0の時
11/1；交換

1

11.㈠/じの⑽〇短絡 
チェッフ

4 只/リの0X0短絡チXックと同様の点検を行う。 N0の時
8/11交換

I

12.㈠/〇の十日短絡 
チェック

8 11/11の十3短絡チュックと同様の点検を行う。 N0の時 
幵/1；交換

〇X

13.ハーネスの十巳短 
絡チェッフ

ーネスの十8短絡チエックと同様の点検を行う N(3の時
丑/リと五011の間の 
ハーネス修理

〇に

14.ハーネスの〇问〇 (1)10キーを〇ドドとする。 N6の時
短絡チェック (2) 5 ハーネスの0^0短絡チヱックと同様の点検を行う。 只/!；と已〇；の間の 

ハーネス修理

〇に

15.ハーネスの導通チ
エック

ーネスの導通チニックと同様の点検を行う。 N0の時
只/リと辽(：1；の間の 
ハーネス、コネクタ修
理

1

16.各コネクタの接触
不良チ:！:ック

全てのコネクタを結合後11/1；、ぢ(：1；の各コネクタの接触 
不良をチヱックする。

N0の時 
コネクタ修理
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セレクトモニタによる点検 トラブルコード41

I トラブルコード41巳(:リ異常 ^ 0.氺3氺41 『巳1)

日〇じ

3 :故陣発生順（NEV/、 隱、0し0)

ド8- 1
N0.4 バ^ パ^ ¢128)

八し丁

8八丁丁

9

10. 3…

(20
14

8西

8

1|2|3|4|5 6 1171819110111 12113114115116117 18119120 211122 123 124 125126127128
| 29 | 30 | 31 | 32 | 2 3 | 34 13513613713812 914014114214314414 514614714 8| 49 50 | 51 | 52 | 53 | 54 | 55 |

8

1

28
29

E 011

息

筆フロ ーチャートに従い右頁の要領で点検する。

ド/^

八已3,圧⑶

1 了ー スのチェック

101¢

2 各コネクタの接触
个良チヱッワ

1 01¢

3 ノイズ混入源の 
確認

| 〇に

日〇リ交換

N0 アースハーネス、

コネクタ修理

N0
コネクタ丨彦理

N0
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード41

1,アースのチェック (1) 10キーを〇卩卩とする。
(2) 五01！コネクタ尺128を丑011からはずす。

N0の時
アースハーネス、

(3)丑01；コネクタ只128とボディ（(^^0)の間の抵抗値を 
測定する。

只128 N0.28 — 0^0
N0.29 — 0^0

コネクタ修理

基準値：0.50以下

2.各コネクタの接触 #全てのコネクタを結合後、電源系（イグニッション、バッ N0の時
不良チエック テリ）、丑011、ハーネス中継コネクタの接触不良をチヱッ コネクタ修理

クする。

3. ノイズ混入源の確 (1)自動車電話、無線機等の取付は適正か？ N6の時
認 (2) ノイズ発生源（アンテナ等）がセンサハーネスに接近 不良個所の適正化、修

していないか？ 理

4 -131



セレクトモニタによる点検——トラブルコード42

ラブルコード42 電源電圧低下 0 - ^ 
し〇仏

私3氺42 (ド巳1)
！ソ〇しTA(3E

3 :故障発生順N10、〇し〇)

ヒユース 
ド巳一1 
N0.4

8八丁丁

10. 3^7

(^128^

八1 丁 屋 一… ^ — 1 メ1 4
巳…

巳

(^2^)

1 12 13 14 15 16 11718 9110111112113 14115116117118119120 2122 23 | 24 | 25 | 26 | 27 | 28
| 29 | 30 | 31 | 32 | 33 | 34 13512 6137138139140 4 1142143144145 46147ド 8149 50 15152153154155

8 28

£01]

息

#フロ ーチヤートに従い右頁の要領で点検する0
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード42

オルタネータ機能
ナエック

⑴
⑵
⑶

エンジンスタート。
アイドリング伏態にする。 
オルタネータ丑端子とホディ 
定する。

(0X0)の間の電圧を測

オルタネータ3端子（十）一 0X0 (—）

N0の時
オルタネータ修理

2.バッテリー端子 (1)10キーを〇ド尸とする。 N0の時
チェック (2)バッテリー十、—端子のハーネス締付を確認する。 ハーネス締付

3.日(:リ入力電源
ナエック

⑴
⑵
⑶

⑷

E^\]コネクタ只128を丑011からはずす。
エンジンスタート。
へッドライト、エアコン、リヤデフオガ等の負荷を〇N 
にする。
丑011コネクタ只128とボディ（(^10)の間の電圧を測 
定する。

只128 N0.1(十）一⑽〇 (—）

N0の時 
電源ハーネス、 
コネクタ修理

4.日〇じアースの 

ナIック
(1) 10キーを〇尸卩とする。
(2) 丑01；コネクタ只128とボディ（0X0)の間の抵抗値を 

測定する。

只128 N0.28 —-⑽〇
N0.29-

基準値=0.50以下

N0の時
アースハーネス、

コネクタ修理

5.各コネクタの接触 
不良チェッフ

全てのコネクタを結合した後只〇!；、ハーネス中継コネク 

夕の接触不良をチヱックする0
N0の時
コネクタ修理
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セレクトモニタによる点検ートラブルコード44
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セレクトモニタによる点検 トラブ’ノレコード44

ハーネスの〇问〇
短絡チIック

2.已，1已〇リ出力 
電圧の点検

3.ハーネスの断線 
チェック

⑴
⑵

⑶
⑷

10キーを〇ドドとする。
21^？1丑011コネクタ、尺16、尺18をぢ1\^1丑011からは
ずす。
五(:マ丁車は已(:7丁丑(：1；コネクタド48、ド84をはずす。 
八33五〇リコネクタ只128を兄011からはずす。
八33丑01；コネクタ只128及びブレーキランプ3…コネ 
クタド10 〇^丁車のみ）とボディ（0X0)の間の抵抗値 
を測定する。

只128

卩10

IV！0.17—ボディ 
N0.45 —ボディ 
N0.4—ボディ⑽丁車のみ)

基準値 :11^10以上

—-—

N0の時
協調制御系 
修理

ーネス

(1)£№1丑011コネクタ、只16、只18を圮(：1；にはめ 
る。

⑵£01；コネクタ只18の端子とボディ間の電圧を測 
定する。

^18 N0.31(十）ーボディ（一）

N0の時

〇仄

五刪E^\]
電源回路修理

£№1 E^^] 
点検、交換

(1)10キーを〇卩卩とする。
⑵仙3五(：11コネクタ只128とボディ（(^10)の間の電圧

を測定する。

8128 N0.45 (4-)—ホディ（―）

基準値：丨〇〇问で10— 13ソ

N0の時
協調制御系ハーネス、 
コネクタ修理

全てのコネクタを結合した後、八35丑011、丑011 
ハーネス中継コネクタの接触不良をチヱックする。

N0の時 
コネクタ修理

门 1 1 ^ 1 [-] 门
35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23
48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36

(^128^

1 1 2 | 3 | 4 | 5 | 6 | 7|8|9|10 11112113114115116117丨18丨〗9120121丨| 22 1 23 | 24 I 25 I 26 1 27 1 28
1 29 I 30 1 31 I 32 1 33 1 34 13513613712 81391401411421431441451461471481 49 1 50 1 51 1 52 1 53 1 54 1 55 1
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セレクトモニタによる点検ートラブルコード44

3 :故障発生順(呢ガ、…0、〇し〇)

6 丫

ストップランプ3…

⑻ソ丁)

3
2
4

8八丁丁

31

㈧丁)

(^)

し

08 令

由 ストップランプ

门 一1 1~^ ^一~| 厂 门
35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23
48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36

~〇~^

，ダ::り:

八83 E⑶

已關圧⑴

(^±)
门

28 27 26 25 24 23 22 21
36 35 34 33 32 31 30 29

10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
20 19 18 17 16 15 14 13 12 11

(^128^

已，I 
已0じ

1 | 2 | 3 | 4 | 516 | 71819110111112113 1411511611711811912012111 22 23 | 24 | 25 | 26 | 27 | 28
I 29 I 30 | 31 | 32 I 33 I 34 13513613713813914014 1142143144145 46 471481 49 1 50 I 51 1 52 1 53 1 54 55

トラブルコード44 協調制御系異常
(制御中検出)

0，氺3氺44 (ド81)
00^ 〇FEN

3
じ

8 
〇

八
巳
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード44

フローチャートに従い次頁以降の要領で点検する。

2八

ハーネスの十巳短絡
ナエック

〔(^丁 車

N0
協調制御系ハーネス修理

01¢

V丁車

28 ハーネス断線チIック
N0 協調制御関係 

コネクタ修理
01¢

38 ストップランプ3西系 
断線チIック

N0 ストップランプ3…単品
ナエック

0^ N0

ハーネス修理 ストップラン 
プ3…交換

か

6(:ソ丁 [〇リ電圧点検
N0 已〇ソ丁已(:リ電源 

ナIック
01¢ 〇X N0

E^VT日〇じ 
点検交換

已〇ソ丁日〇1) 
電源回路修理

3八 ハネス断線チIック
N0

ハーネス修理

01¢

4 各コネクタの接触不良 N0
コネクタ修理チェック

〇X

已〇リ交換
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード44

1,ハーネスの十8 
短絡チ:！：ック

(1)五(:VI E^^]コネクタ全てを各々の丑01！からは
ずす。

⑵八83丑011コネクタ8128を圮011からはずす。
⑶八83远011コネクタ只128とボディ（0^0)の間の電圧

を測定する。

N0の時
協調制御系ハーネス 
修理

只128 N0.17 (十）ーボディ（一)
N0.45 (十）ーボディ（一)

基準値：16共〇ソ

2-八.已(:ソ丁 E^^}
出力電圧の点検 
(已(:ソ丁車）

(1)1¢}キーを〇ドドとする。
⑵丑〇マ丁 £01；コネクタド48、卩84を丑〇ゾ丁 E^\]にはめ 

る。
⑶丑(3マ丁丑011コネクタド48の端子とボディ間の電圧を 

測定する。

N6の時
丑〇マ丁五〇リ電源 
チェック

匕丑(:VI 
点検、交換

卩48 N0.7 (十）ーボディ（一)

基準値：16〇问で10— 13ソ

丑〇ゾ丁已(：1；トラブル、
シューティング参照ノ

^—^E^VT £011
電源回路修理

⑴10キーを〇ドドとする。 N6の時
(2) 已011コネクタを已011にはめる0 ハーネス修理
(3) 八33迟〇11コネクタ只128及び瓦〇ゾ丁兄(：1；コネクタ 

ド84とボディ（0X0)の間の電圧を測定する0

只128 N0.17 (十）ーボディ（一）
卩84 N0.33 (十）ーボディ（-）

基準値：丨〇〇问で10— 13ソ

4.各コネクタの接触 

不良チIック

拳全てのコネクタを結合した後、八88丑〇11、£№1丑011、
丑(:ゾ丁丑01；ハーネス中継コネクタ、ジョイントコネクタ 
の接触不良をチヱックする。

N0の時 

コネクタ修理

3-八.ハーネス断線 
チェック 
⑻ソ丁車）
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10キーを〇ドドとする。
丑011コネクタを五011にはめる。 

ストップランプ3界コネクタ卩10とボディ（0X0)の 
間の電圧を測定する。

2-日.ハーネス断線 
ナエック
㈤丁車）

ぞ10 N0. 4 (十）ーボディ（一)

基準偃：：丨(3〇问で10 —13ソ

セレクトモニタによる点検ートラブルコード44

3-巳.ストップランプ 
5\^系断線チェッ 
ク⑽丁車）

(1)1¢}キー〇1^後八83已011コネクタ尺128とボデ 
(0X0)間の電圧を測定する。

8128 0.17—ボディ

4.各コネクタの接触 

不良チェッフ
全てのコネクタを結合した後、八83一——

基準値：ブレーキペダル〇问で10—13 V

N(3の時
協調制御系コネクタ 
修理

N0の時

〇冗

N0

ハー不ス

修理

ストップラン 
プ8界交換

丑011、£№1丑011、 
ジョイントコネクタ

⑯

10 9 8 7 6 5 4 3 1 1
20 19 18 17 16 15 14 13 12 11

E^VT丑011ハーネス中継コネクタ、 
の接触不良をチェックする。

门 」 \ 口
28 27 26 25 24 23 22 21
36 35 34 33 32 31 30 29

@)

ストツブランプ3% 
単品チュック

1121314 15 1611 7 18 19 |10)11[12113114115)16|17(181191201211122 | 23 | 24125 I 26 I 27128
I 29130 | 31132 | 33 | 34
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード46

トラブルコード46, (3センサ電源電圧系異常
(電源電圧過大)

0，氺3氺46 (「81)
03卩〇西已闩〇VE闩

0 :故障発生順(呢西、…0、0し0)

¢03)

2
3

(3センサ本体

12
11

14

已

巳
8

21
22
39

28

E 0じ

12 I 3 | 4 ) 5 I 6 7181911011刺13114115 16117118 19 201211122 1 23 124 1 25126127128
1 29 | 30 ( 31 | 32 | 33 | 2 4 13513613713813914014114214 3144145ド 6卜 71481 49 | 50 5152 53 | 54 55 |

フローチャートに従い右頁の要領で点検する0
ハーネスの十8 N0

1 短絡チェック
6センサと日〇リの間の 
ハーネス修理

01¢
E0リ交換

0センサ

八已3日⑶
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10キーを〇尸卩とする。
センターコンソールボックスを外す。
0センサコネクタを〇センサからはずす。
E^Vコネクタ只128を丑(：11からはずす。
五017コネクタ尺128とボディ（0^0)の間の電圧を測 
定する。

N6の時
0センサと丑01；の間 
のハーネス修理

1,ハーネスの十8
短絡チIック

只128 N0.21(十）—ホデイ（一） 
N0.39 (十）ーボディ（一）

基準値：10共〇ソ

セレクトモニタによる点検——トラブルコード46

1 
2 
3 
4 
5
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード46

ラブルコード46 (3センサ電源電圧系異常
(電源電圧低下)

0,氺3氺46 沪已1) 
(33 F0VVEF^ し〇西

3 :故障発生順（呢西、い10、〇し〇)

〇センサ本体

12
11
4
14

^128：

112 3 | 4 | 5 | 6 1171819110111112 13114115116117118119120121II 22 | 23 | 24 | 25 | 26 27 | 28
12912 0 1 31 | 32 | 33 I 34 13513613713813914 0 411421431441451461471481 49 | 50 1 51 | 52 1 53 1 54 1 55 1

，フロ ーチヤートに従い右頁の要領で点検する0
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード46

10キーを〇ドドとする。
センターコンソールボックスをはずす。

0センサコネクタを0センサからはずす。
6センサ本体の端子間の抵抗値を測定する。

N0の時 
〇センサ交換

1,0センサ単品短絡 
チェック

0センサ本体 N0.1—N0.3

基準値：50±8に〇

2. 0センサ単品〇问〇 
短絡チIック

〇センサ本体とブラケットの間の抵抗値を測定する。

0センサ本体 N0.3 —フラケット

基準値：0以上

N0の時 
0センサ交換

3.ハーネスの線間 
短絡チIック

(1)丑011コネクタ8128を丑(：1；からはずす。
⑵五011コネクタ只128の端子間の抵抗値を測定する。

^128 N0.39—N0.21

N0の時
0センサと丑011の間 
のハーネス修理

4.ハーネスの〇问〇 
短絡チ：！：ック

丑01；コネクタ只128とボディ（0X0)の間の抵抗値を測 
定する。

只128 N0.21
N0.39

ボデ
ボデ

N0の時
0センサと五(：1；の間 
のハーネス修理

(3センサ本体

112 13 14 15 16 11718 911011 112113114115116117118119 2012111 22 | 23 | 24 | 25 | 26 | 27 | 28
129730 I 31 I 32 I 33 | 3413513 6137138 39140141142143144145 46|^ 71481 49 | 50 | 51 | 52 | 53 54 | 55

1
2 
3 
4
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード51

トラブルコード51 バルブリレー系異常
0參氺3氺51 
V，闩巳し八丫

㈣）

摩ぃ臀蛉
37

2

7
19

5
33
54
26
53
25

34
28
29

巳
巳

し〇

し…

巳

し闩
V

し0
0
8し
^0
顧
し0
0^
湖

4

6
8

85

86

873

87

3 :故障発生順(呢西、N10、〇し〇)

(02^)
…丫

巳八丁丁

85 ！ ---------------------  2
〇じ (^124)』

(^6？2)

5
4
8
3
7
2
6

(^6？8)

¢¢0-

\

8八丁丁

\

86
30 879 87

85

バルブリレー本体

(^123)

翁

(^8)

N711コネクタ

86
87 870 30

85

バルブリレー 
ボックス端子

(^68^)
-0

(〇)

1|2|3|4|5|6 171819 10111112 13 14115116 17 18 19 20 211122 123 24 125 26 | 27 | 28
1 29 | 30 | 31 | 32 | 33 | 2 4 13513612 7138139 0卜 11421431^ 斗 5卜 6卜 7卜 8| 49 1 50 1 51 1 52 1 53 1 54 1 55
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード51

フローチャートに従い、それ以降の要領で点検する
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード51
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セレクトモニタによる点検 トラブルコード51

故障発生時の状態 
情報チエック

[のファンクシヨンド珏15を起動し、

故障発生時の八83作動有無をチュックする
N0の時
八

2.バルブリレー単体 
チェック（コイル)

(1) 10キーを〇卩卩とする。
(2) バルブリレーをはずす。
⑶バルブリレーコイルの抵抗値を測定する0

バルブリレー本体 N0.85 — N0.86

N0の時
バルブリレー交換

3.バルブリレー単体 
チェック（接点）

⑴バルブリレーコイル（端子N0.85 (-） 
に直流12 Vを印加する。

⑵バルブリレー接点の抵抗値を測定する。

N0.86⑴）

バルブリレー本体 N0.30 — N0.87 
N0.30 — N0.87 &

基準値：く12ソ印加時〉

N0.30- N0.87 : 0.50以下
N0.30— N0.87 0 : 1^ 0以上

く12ソ非印加時〉
N0.30- N0.87 : 1^ 0以上
N0.30- N0.873 : 0.50以下

N0の時
バルブリレー交換

4.バルブリレー単体 
チェック（絶縁）

ノ ベ'ルブリレーの端子間の抵抗値を測定する。

バ、ルブリレー本体 N0.85—N0.30

N0.85 — N0.87

基準値：1^/10以上

N0の時
バルブリレー交換

86
30 873 87

85

バルブリレー本体
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5.バルブ電源供給 
電圧チェック

(1) リレーボックスコネクタ只123と八83 —4を分離する。
(2) リレーボックスコネクタ尺123とボディ（(^^0)の間の 

電圧を測定する。

^123 N0.1(士）一(—）

N0の時
電源系ハーネス、 
コネクタ修理 
バルブ電源ヒューズ 
(20八）チェック

基準値：10 —13ソ（+8端子をはめた状態で）

6,リレーボックス (1)リレーボックスコネクタ只123と八33參4を結合する0 N0の時
電源供給系断線ふ (2)バルブリレーボックス端子とボディ（0X0)の間の電 リレーボックス交換
0 N10短絡チェッ 圧を測定する。 バルブ電源ヒューズ
ク (20八）チェック

ノベルフリレー

ボ、、ノクス端罕腳⑴—㈣㈠

基準値：10 —13ソ以上

リレーボックス接 
点系断線チェック

(1) 11/11コネクタ八83奢1と八33鲁2を分離する。
(2) 11/1；コネクタ八3シ1とバルブリレーボックス端子間 

の抵抗値を測定する。

八8シ1 N0.1
バルブリレー

ボックス端子
N0.30

N0の時
リレーボックス交換

86
87 873 30

85

バルブリレー 
ボックス端子

リレー巳〇乂コネクタ
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード51

8,リレーボックス接 
点系(31^10短絡チ
Iック

-E^Vコネクタ八33，1とボディ（0X0)の間の抵抗値を 
測定する。

入3シ1 N0.1―⑽〇

N0の時
リレーボックス交換 
公バルブ電源ヒュー 
ズ（20八）チニック 
モータ電源ヒューズ 
(30八）チヱック

基準値：0以上

9.リレーボックス接 
点系ダイオードチ
エック

(1) リレーボックスコネクタ只134と八53套6を分離する。
(2) リレーボックスコネクタ八83,6とバルブリレーボック

ス端子の間の抵抗値を測定する。
⑽0.30に十を印加する。）

N0の時
リレーボックス交換

バルフリレー
ギム丄山二 N0.30 ―八83，6 N0.3
ホックス緬子

基準値：0以上

1〇.リレーボックス (1)珏01；コネクタ只128を已〇じからはずす。 N0の時
アース系十8短絡 (2)リレーボックスコネクタ433.6とボディ（(3X0)の間 リレーボックス交換
チェック の電圧を測定する。 ゐバルブ電源ヒュー

ズ（20八）チヱック
八乜3,6 N0.4 (十)― 01^0 (一) モータ電源ヒューズ

(30八）チヱック

基準値：丨〇 〇问/〇ドド共〇ソ

11,リレーボックス制 
御系断線チェック

(1) 10キーを〇孖ドとする。
(2) バルブリレーをはめる。

N0の時
リレーボックス交換

(3)リレーボックスコネクタ八83,6端子間の抵抗値を測定 
する。

八3シ6 N0.2 — N0.7

基準値：103±100
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード51

10キーを〇孖卩とする。
リレーボックスコネクタ只134と八38參6を結合する。 
E^\]コネクタ8128端子間の抵抗値を測定する。

只128 N0.2 — N0.37

N0の時
バルブリレー制御系 
ハーネス、コネクタ修 
理
E^\]電源ヒューズ 
(15八）チヱック

14.リレー制御系ハー 
ネス断線、短絡チ
エック

15.リレー制御系ハー 

ネス01\10短絡チ
エック

(1) リレーボックスコネクタ只134と八33,6を分離する。
(2) 丑011コネクタ8128とボディ（0X0)の間の抵抗値を 

測定する。

只128 N0.2——⑽〇

N0の時
バルブリレー制御系 

ハーネス修理ゐ 
丑〇リ電源ヒューズ 
(15八）チヱック

12.リレーボックス制 
御系0^10短絡チ
エツ ク

馨リレーボックスコネクタ6とボディ（0X0)の間の
抵抗値を測定する。

八8シ6 N0.2 —⑽〇

N0の時
リレーボックス交換 

電源ヒューズ 
(15八）チェック

13.リレーボックス制 
御系十8短絡チェ 
ック

リレーボックスコネクタ端子とボディ（0X0)の間の電 
圧を測定する。

八8シ6 N0.2 (十）一0^0 (-）

N0の時
リレーボックス交換 
&バルブ電源ヒュー 
ズ（20八）チヱック 
モータ電源ヒューズ 
(30八）チヱック

\
)
/ 

、

ノ̂ 
\
)

7

7
(
\ 

,
\
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード51

16.リレー制御系ハー 
ネス十8短絡チェ 
ック

(1) リレーボックスコネクタ只134と6を結合する。
(2) 远〇リコネクタ只128とボディ（0X0)の間の電圧を測 

定する。

只128 N0.2 (十）― 6 —)

N0の時
バルブリレー制御系 

ハーネス修理ゐヒ 
ューズチヱック

基準値：丨〇〇问/〇ドド共〇ソ

17.㈠/リ増圧ソレノ 
イドバルブ断線チ 
Iック

(1) 10キーを〇ドドとする。
(2) 只/リコネクタ尺124と八33,8を分離する。 
⑶只/リソレノイドバルブの抵抗値を測定する。

參8 N0.1—一八丑5鲁2 N0.1
N0.4 -—八丑シ2 N0.1
N0.3 -—八8シ2 N0.1
N0.2 -一八丑シ2 N0.1

N0の時 
8/1；交換

18.㈠/リ減圧ソレノ 
イドバルブ断線チ 
1ック

11/1；ソレノイドバルブの抵抗値を測定する。

八33，8 N0.5 一八88鲁2 N0.1
N0.8 一八33參2 N0.1
N0.7 一八8シ2 N0.1
N0.6 ——八丑シ2 N0.1

N0の時
9/11交換

(^6) (5128^

112 13 14 5 6 1 71819110111112113114115丨16117118119120|21丨| 22 23 | 24 | 25 | 26 | 27 28
| 29 |30 | 31 | 〇 211 3 134 13513613713813914014114214314445146117 48丨50了 51 152 | 53 | 54 | 55 |

(^6？8)

4 3 2 1
8 7 6 5

日/りコネクタ
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19.日/じソレノイド -11/11ソレノイドバルブとボディ（0X0)の間の抵抗値 N0の時
バルブ〇〜〇短絡 を测定する。 丑/1；交換公ヒューズ
チェック チェック

八8シ8 N0.1―⑽〇

基準値：1^/10以上 今-

20.バルブ制御系ハー 
ネス01\10短絡チ
エック

丑〇リコネクタ8128とボディ（01^0)の間の抵抗値を測定す 
る。

尺128 N0. 5 
N0. 6 
N0.25 
N0.26
N0.33— ⑶〇 
N0.34 —⑽〇 
N0.53 —⑽〇 
N0.54 —⑽〇

基準値：IV 0以上

N0の時
バルフ制御系ハーネ 
ス修理

21.増圧ソレノイドバ 
ルフ制御系ハーネ 
ス断線チェック

(1) 11/11コネクタ八丑3參1、八丑3參2を結合する。
(2) 只/Vコネクタ只124、八丑3，8を結合する。
⑶五011コネクタ則28端子間の抵抗値を測定する。

尺128 N0. 5 
N0. 6

N0.28
N0.28

N0.53 — N0.28 
N0.54 — N0.28

N0の時
バルブ制御系ハーネ 
ス、コネクタ修理
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22.減圧ソレノイドバ 
ルブ制御系ハーネ

，丘〇1)コネクタ只128端子間の抵抗値を測定する。 N0の時
バルブ制御系ハーネ

ス断線チエック バ丄必 則^)―
N0.26 — N0.28
N0.33 — N0.28
N0.34 — N0.28

ス、コネクタ修理

基準値：4,8±0,5〇

23.各コネクタの接触 會全てのコネクタを結合後、只/リ、リレーボックス、 N0の時
不良チェッヮ ぢ(：11、ハーネスの各コネクタの接触不良をチェックする。 コネクタ修理

4 3 2 1
8 7 6 5

㈠/リコネクタ

12 | 3 | 4 | 5 | 6 1171819110 1111211311411511611711811912012122 | 23 | 24 | 25 | 26 27 | 28
1 29 | 30 | 31 | 32 | 33 | 34 13513613712 81391401411421431441451461471481 49 1 50 1 5152 I 53 1 54 I 55 I
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10キーを〇ド孖とする。
幵/1；コネクタ八33，1、八33擊2を分離する。
幵/リコネクタ只124、八33,8を分離する。
E^Vコネクタ只128を巴(：1；からはずす。
11/11ソレノイドバルブととボディ（0X0)の間の電

N0の時
11/11交換公ヒューズ
チヱック

24.日/11ソレノイド 
バルブ十8短絡チ 
エック

圧を測定する。

八33,8 N0.1(十） 0^㈠

25.バルブ制御系ハー 
ネス十8短絡チェ 
ック

(1)10キーを〇ドドとする。
⑵丑011コネクタ只128とボディ（0X0)の間の電圧を測 

定する。

只128 N0. 5 
N0. 6 
N0.25 
N0.26 
N0.33 
N0.34 
N0.53 
N0.54

(十）
(十）
⑴
(十)
(十)
(十)
(十)
(十）

―⑽〇 (―) 
⑽〇 (-) 
⑽〇 (-) 
⑽〇 (-) 
⑽〇 (―) 

一⑽〇㈠ 
一⑽〇㈠ 
——⑽〇 (―)

N0の時
バルブ制御系ハーネ 
ス修理81ヒューズチ
ヱツク

26.各コネクタの接触 
不良チエック

，全てのコネクタを結合後、只/じ、リレーボックス、 
芒011、ハーネスの各コネクタの接触不良をチヱックする0

N0の時 
コネクタ修理

(568^8) (5^

1 12 13 14 15 16丨丨71819110111112113114115116117118 19120121 | 22 23124125126 | 27 | 28
129 30 | 31 | 32 | 33 | 34 135136137138139 4014114214314414514 6 471481 49 | 50 | 51 | 52 | 53 | 54 | 55 |

㈠/リコネクタ

\
)
/ 
\

—
/ 
\
)
/ 
\
)
/ 

、
^
/

1 
2 
3 
4 
5

,

^
V 

〆
\ 
7
(
\ 

/
、 
/

—^
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セレクトモニタによる点検ートラブルコード51

トラブルコード51 バルブリレー〇问固着 0^3^ 51(ド81)

V，只已し八丫〇㈧

，つ口ーチャートに従い右頁の要領で点検する0

3

01¢

アースハーネスチ：！:ック

0^

01¢

101(

〇X

01¢

〇X

1
バルブリレー単体 N0

チェック（コイル）
#01¢

2 バルブリレー単体 N0

チェック（接点） バルブリレー交換

N0 アースハーネス、コネクタ 
修理

4 リレーボックス接点系 N0

十8短絡チヱック

リレーボックス交換ふバルブ 
電源ヒュース（20八）チェック 
モータ電源ヒューズ（30八）
テエツフ

5 リレーボックスアース系 N0

断線チエック リレーボックス交換

6 リレーボックス制御系 N0 リレーボックス交換み三〇リ電源
〇〜〇短絡チIック ヒューズ（15八）チェック

7 リレー制御系ハーネス N0 バルブリレー制御系ハーネス1 01\10短絡チIック 修理ふヒューズチIック

8
臼/11ソレノイドバルブ N0 1"!/じ交換&ヒューズ
+ 8短絡チ:！:ック ナIック

9
バルブ制御系ハーネス N0 バルブ制御系ハーネス修理
+8短絡チェック ふヒューズチ：！:ック

10
各コネクタの N0
接触不良チェック

す01¢

£01)交換

コネクタ修理
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード51

1,バルブリレー単体 
チェック（コイル)

(1) 10キーを〇卩卩とする。
(2) バルブリレーをはずす。
⑶バルブリレーコイルの抵抗値を測定する。

N0の時
バルブリレー交換

ベ、ルブリレー本体 N0.85 — N0.86

基準値：103±10ひ

2.バルブリレー単体 
チェック（接点）

(1)バルブリレーコイル（端子N0.85 (-）—N0.86 (十）） 
に直流12又を印加する。

⑵バルブリレー接点の抵抗値を測定する。

バルブリレー本体 1^0.30—1^0.87
N0.30— N0.87 3,

基準値：く12V印加時〉

N0.30-N0.87 : 0.50以下 
N0.30-N0.873 :1 ^/10以上

く12ソ非印加時〉
N0.30-N0.87 :1㈣以上 

N0.30- N0.873 : 0.50以下

N0の時
バルブリレー交換

3.アースハーネス (1)リレーボックスコネクタ尺134と八33,6を分離する。 N0の時
ナエック (2)リレーボックスコネクタ尺134とボディ（(^^0)の間の アースハーネス、

抵抗値を測定才る。 コネクタ修理

只134 N0.4 — 0X0

基準値0. 5 0以下

86
30 873 87

85

バルブリレー本体

^134^
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード51

4.リレーボックス (1)コネクタ八83，1と八丑8，2を分離する。 N0の時
接点系十8短絡 (2)丑01！コネクタ只128を5011からはずす。 リレーボックス交換
チェック (3)幵/!；コネクタ八那，1とボディ（0X0)の間の電圧を 公バルブ電源ヒュー

測定する。 ズ（20八）チヱック
モータ電源ヒューズ

1 N0.1⑴一⑽〇㈠ (30八）チェック

基準値：16〇〜/〇ド卩共〇ソ

5.リレーボックス 
アース系断線 
チェック

(1) 10キーを〇卩卩とする。 N0の時
(2) リレーボックスコネクタ八8シ6とリレーボックス端子 リレーボックス交換 

の間の抵抗値を測定する。

八3シ6 N0.4
バルブリレー

ボックス端子
N0.87 &

基準値：0.50以下

9

6.リレーボックス芾丨] 
御系0^10短絡チェ 
ック

(1) バルブリレーをはめる。
(2) リレーボックスコネクタ八33,6とボディ（0^0)の間 

の抵抗値を測定する0

N0の時
リレーボックス交換 

電源ヒューズ 
(15八）チニック

八13シ6 N0.7 0^0

基準値：以上

(568^8)

㈠/リコネクタ

(〇128^

112 13 14 5 6 7 |8| 9丨1011112113|14丨15丨16|17|18|191201211 22丨23 24丨25丨26 27 | 28
1 29 1 30 31 I 3 2|2 3「341351爾37|麵39|初41|初43|益[45向)47丨麵49 1"50 151152「53154「55]
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード51

了.リレー制御系ハー ，瓦(：1；コネクタ只128とボディ（6X0)の間の抵抗値を測 N0の時
ネス©N0短絡チ:！： 定する。 バルブリレー制御系
ック ハーネス修理ゐヒ

只128 N0.37 — 0^0 ューズチヱック

基準値：0以上

8^/11ソレノイド 
バルブ十8短絡チ 
エック

(1) 9/11コネクタ尺124、八83,8を分離する。
(2) 幵/1；ソレノイドバルブとボディ（0X0)の間の電圧 

を測定する。

八3シ8 N0.1(屮）——⑽〇 (―)

基準値：10共〇ソ

N0の時
尺/II交換没ヒューズ 
チェック

9.バルブ制御系ハー 
ネス十8短絡チ：！: 
ック

(1) 10キーを〇卩ドとする。
(2) 圮01；コネクタ8128とボディ（0X0)の間の電圧を測 

定する。

8128 N0. 5 
N0. 6 
N0.25 
N0.26 
N0.33 
N0.34 
N0.53 
N0.54

(十)
(十）
(十)
⑴
⑷
(十)
(十)
(十）

⑽〇 (-) 
— 0^0 (-) 
— 0^0 (-)

⑽〇 (―)
⑽〇 (―) 

— 01^0 (-) 
—(^10 (―) 
—(^10 (—）

基準値：1(3〇问/〇卩ド共〇ソ

N0の時
バルブ制御系ハーネ 
ス修理ゐヒューズチ
ニック

1〇.各コネクタの接触 

不民チヱッフ
，全てのコネクタを結合後幵/リ、リレーボックス、已01；、

ハーネスの各コネクタの接触不良をチヱックする。
N0の時 

コネクタ修理1
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード52

ラブルコード52 モータリレー系断線 …氺3氺52 屮巳1) 
円巳し八丫〇旰问

3 :故障発生順(呢ッ、N10、〇し0)

37

2

7

5
33
54

53
25
6

34
28
29

し〇「

し…

巳

し
V

7

2

4

6
8

し〇
0
闩し
…0

〇
0…
㈣

巳
巳

日/じ

八83, £01)

85

86
87
873

(^88^ (^12^)

四
2

以丫
補 巳八丁丁

8八丁丁

¢8?])
85 I 2
〇1)

(^124)-
1

(^6？2)

—ぐ众85，公

5
4

3
7
2
6

\

\

\

\

86
30 87

85

86
87 30

85

86
87 873 30

85

モータリレー本体モータリレー バルブリレー本体バルブリレー
ボックス端子 ボックス端子

(^5^) (^34)

(5123^ (^65^)
0 II

(^12^)

1|2|3|4|5 6 |7 8 9110111112 13114 15 16117118 19 20 211122123124125126 27 28
| 29 | 30 31 | 32 13 3 34 12 5|2 613713813914 0 4114 2|4 314414514 6卜 7|4 8| 49 I 50 I 51 I 52 I 53 54 55 1
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード52

フローチャートに従い次頁以降の要領で点検する。

3

4

13

14

15

16

17

18

1 モタリレ単体チエック（コイル）
N0

1

| 01¢

N0
2 モタリレ単体チエック（接点）

I 〇に

モータリレー単体チIック（糸色縁)
N0

モータリレー交換
01¢

モータ電源供給電圧チェック
N0

0

01¢

5 リレボックス電，原供糸口系断線、（51\10短絡チエック
| 01¢

6 リレーボックス接点系断線チエック
寺01¢

7 リレーボックス接点系0^10短絡チヱック
| 01¢

8 リレーボックスモニタ系断線チ：！:ック

N6

N0

N0

電源系ハーネス、コネクタ修理 
モータ電源ヒューズ（30八）チ：!:ック

リレーボックス交換
モータ電源ヒューズ（3〇八）チェック

リレーボックス交換

リレーボックス交換&
モータ電源ヒューズ（3〇八）チェック

N0

〇に

9 リレーボックス制御系断線チエック
| 01¢

10 リレーボックス制御系(31^)0短絡チ：]:ック

N0

リレーボックス交換

N0
リレーボックス交換ふ 
バルブ電源ヒューズ（20八）チIック

| 01¢

N0

11 リレーボックス制御系十日短絡チIック リレーボックス交換ふバルブ電源ヒューズ(20八）チIック
モータ電源ヒューズ（30八）チェック

| 01¢

N6

12 モ—夕系ハネス断線チェック モニタ系ハーネス、コネクタ修理

\ 01¢
ドの

リレー制御系ハーネス断線チェック モータリレー制御系、ハーネス、コネクタ修理
01¢

モニタ系ハーネス¢N0短絡チェック
N0

01¢

リレー制御系ハーネス十巳短絡チIック
N0

モータリレー制御系、モニタ系ハーネス修理 
&ヒューズチ：！:ック

01¢

已(:リ単体チェック（モニタ端子短絡)
N0

01¢

[〇リ単体チIック（リレー駆動端子)
N0

日(:リ交換
〇に

㈠/リ機能チエック
N0

㈠/リ交換
〇に

19 各コネクタの接触不良チェック
N0

| 01¢

已011交換

コネクタ修理
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード52

1¢}キーを〇ドドとする。 N0の時
モータリレーをはずす0 モータリレー交換
モータリレーコイルの抵抗値を測定する0

モータリレー本体 N0.85—N0.86

基準値：80±10ひ

1,モータリレー

単体チIック
(コイル）

2.モータリレー 
単体チエック
(接点)

(1) モータリレーコイル（端子N0.85 (-）-N0,86 (十）） 
に直流12マを印加する。

(2) モータリレー接点の抵抗値を測定する0

モータリレー本体 1^10.30—N0.87

基準値：く12V印加時〉
N0.30-N0.87 : 0.50以下

く12 V非印加時〉
N0.30-N0.87 : —0以上

N0の時
モータリレー交換

05 ,モータリレー
単体チIック 
(絶縁）

モータリレー端子間の抵抗値を測定する。

モータリレ^一本体 N0.85 — N0.30 
N0.85 — N0.87

基準値：1^/10以上

N0の時
モータリレーズ?&

86
30 87

85

86
87 30

85

モータリレー本体 モーターリレー
ボックス端子

N
1

/ 
\
)
/

2 
3

7
(
\ 
/

^
V
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セレクトモニタによる点検 トラブルコード52

4.モータ電源 (1)リレーボックスコネクタ只123、八3シ4を分離する。 N0の時
供給電圧チエック (2)リレーボックスコネクタ尺123とボディ（6X0)の間の 電源系ハーネス、コネ

電圧を測定する。 クタ修理ゐモータ電
源ヒューズ（30八）チ

只123 N0.2 (十）一 0^0 (-） ヱック

基準値：10 — 13ソ（十6端子を接続した状態で）

5.リレーボックス電 
源供給系断線 
0问0短絡チェッ 
ク

(1) リレーボックスコネクタ只123、八83參4結合をする。
(2) モータリレーボックス端子とボディ（0^0)の間の電

圧を測定する。

モータリレー 

ホックス端子
N0.87⑴一⑽〇 (—）

N0の時
リレーボックス交換 
モータ電源ヒューズ 
(30八）チェック

基準値：10- 13ソ

6. リレーボックス接（1)只/リコネクタ入83,1、八33,2を分離する。
点系断線チヱック （2) 11/1；コネクタ八83，1とモータリレーボックス端子の

間の抵抗値を測定する。

N0の時
リレーボックス交換

八8シ1 N0.2
モータリレー 

ボックス端子
N0.30

基準値：0.50以下

7.リレーボックス接 
点系短絡チ 
Iック

-E//Vコネクタ八丑3，1とボディ（0X0)の間の抵抗値を 
測定する。

1 N0.2 —⑽〇

N0の時
リレーボックス交換 
(&モータ電源ヒュー 
ズ（30八）チヱック

基準値：以上
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード52

8.リレーボックスモ 
二夕系断線チXッ 
ク

(1) リレーボックスコネクタ只134、八83,6を分離する。
(2) リレーボックスコネクタ八83# 6とモータリレーボック

ス端子の間の抵抗値を測定する。

八83。6 N0,8 — ^ ^ N0.30
ホ、V々スぽ不

N0の時
リレーボックス交換

基準値 ”.50以下

9.リレーボックス制 
御系断線チェック

(1) バルブリレーをはずす。
(2) バルフリレーポックス端子とモータリレーホックス端 

子、モータリレーボックス端子とリレーボックスコネ 
クタ八83。6の間の抵抗値をそれぞれ測定する。

バルフリレーボックス端子N0.30— モータリレーボックス端子N0,86 
モータリレーボックス端子N0.85-八83，6 N0.6

N0の時
リレーボックス交換

但.リ.。ゞビ七乂「

1〇.リレーボックス制 
御系(3(^0短絡チ 
Iック

#モータリレーボックス端子とボディの間の抵抗 

値を測定する。

モータリレー 
ボックス端子

N0,86 — 〇即

N0の時
リレーボックス交換 
&:バルブ電源ヒュー 
ズ（20八）チヱック

基準値：以上

86
87 873 30

85

バルブリレー 
ボックス端子

86
87 30

85

モータリレー 
ボックス端子
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード52

11，リレーボックス制 
御系十8短絡チェ 
ック

⑴远(31；コネクタ只128を丑〇リからはずす。
(2)モータリレーボックス端子とボディ（0X0)の間の電

圧を測定する。

モータリレー
ボックス端子

N0.85 (十）一0^0 (-)

N0の時
リレーボックス交換 
公バルブ電源ヒュー 
ズ(20八)
モータ電源ヒユーズ 

(30八）チヱック

基準値：1(3〇问/〇ドド共〇ソ

12，モニタ系ハーネス（1)10キーを〇ドドとする。
断線チエック ⑵£01；コネクタ8128の0.19と0.28とをハーネスで接

続する。
(3)リレーボックスコネクタ8134とボディ（6X0)の間の

抵抗値を測定する。

N0の時
モニタ系ハーネスヽコ
ネクタ修理

8134 N0.8 —

基準値….50以下

13.リレー制御系ハー (1)モータリレーをはめる。
ネス断線チェック （2)バルブリレーをはめる。

(3) リレーボックスコネクタ尺134、八33,6を結合する。
(4) 芒011コネクタ尺128とボディの間の抵抗値を 

測定する。

N0の時
モータリレー制御系 

ハーネス、コネクタ修 
理

只128 N0.7 —⑽〇

基準値：80±100

86
87 30

85

モータリレー 
ボックス端子
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード52

14.モニタ系ハーネス

0 N10短絡チェッ 
ク

(1) リレーボックスコネクタ只134、八33參6を分離する。
(2) 丑011コネクタ端子とボディ（0^0)の間の抵抗値を測 

定する。

只128 X0.19 ―

N0の時
モータリレー制御系
モニタ系ハーネス修 

連ゐヒューズチェッ
ク

基準値：1^/10以上

15.リレー制御系ハー 
ネス十8短絡チI 
ック

-兄011コネクタ端子とボディ（0X0)の間の電圧を測定す 
る。

6128 N0.7 (十）一 0^1)(-）

N0の時
モータリレー制御系、
モニタ系ハーネス修 

；理ゐヒューズチェッ 
ク

基準値：10〇问/〇ドド共〇ソ

16.巳〇リ単体チェッ 

ク（モニタ端子

⑽〇短絡）

(1) 10キーを〇^ドとする。
(2) 6(31；端子間の抵抗値を測定する。

丑(31！端子 0.19—N0.28

N0の時 
ぢ〇リ交換

基準値：11^10以上

1 | 2 | 3 | 4 | 5 | 6 1171819110111112 13114115116117 18 19 20 21 | 22 23 24 | 25 | 26 | 27 | 28
| 29 | 30 | 31 | 32 | 33 | 34 135136137丨3813914 014114214314414 5^1 6卜 7卜 8| 49 | 50 | 5152 | 53 54 55 |
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード52

17.日(3じ単体チェッ 
ク（リレー駆動端 
子）

(1) 圮(：1；コネクタ只128のスクリューを緩め、コネクタカ 
バーをはずす。

(2) 叼011コネクタ只128を兄01；にはめる。

N0の時 
ぢ011交換

(3) 全てのコネクタを結合する。
(4) 八33シーケンス制御を起動させる。
⑸已〇；コネクタ則28の端子間の電圧値を測定する。

8128 N0.7 (十）一 N0.28 (-）

18.㈠/リ機能チェ 
ク

基準値：シーケンス作動中に電圧が
10- 以下—

10— 13ソと変化する。

ッ （1)10キーを〇卩卩とする。 N0の時
⑵八33シーケンス制御を起動させる。 只/!；交換
(3)五(：11コネクタ8128の端子間の電圧値を測定する。

8128 N0.19 (十）—N0.28 (-)

基準値：シーケンス作動中に電圧が
1,5ソ以下—10- 13ソ4 
1,5ソ以下と変化する。

モータ回転音（ブーン）が聞こえる。

19.各コネクタの接触
~厂£±3 ヤ ん

，全てのコネクタを組立結合し、幵/1；、リレーボックス、 N0の時 
コネクタ修理ィ、良チIック 已011、ハーネスの各コネクタの接触不良をチヱックする。

1(2|3|4 5 6 11 7丨8丨9 |10丨11丨12丨13丨14|15|16|〗7丨18丨19120 21 | 22 | 23 | 24 | 25 | 26 | 27 | 28
29 | 30 | 31 | 3 2|3 3 134 |35孩6丨37138139140141142143144丨45146 47 4 8| 49 | 50 | 51 | 52 | 53 | 54 | 55
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード52

ラブルコード52 モータリレー01\1固着 0.氺3氺52 (ド巳1) 
1^，闩已し八丫〇问

(¢128) (^134^ 3 :故障発生順⑺…、N10、〇し〇)

8八丁丁

㈠/リ

八83, £011

^4

86
30 87

85

モータリレー本体

86
87 30

85

モータリレー 
ボックス端子

1 1 2 3 14 15 6 | 7 8 9 10111 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 | 22 2：3 24 25 26 | 27 | 28
12910 0 I 31 | 32 | 〇 3 | 34 5|： 6|2 713810 9卜 0卜 1卜 2卜 3卜 4卜 5卜 6卜叶 81 49 50 5152 | 53 | 54 | 55 |
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード52

フローチャートに従い次頁以降の要領で点検する。

モータの廻りっぱなしが再現するか

する

丨6キーを〇ドドにした状態で再現するか

する

モー^リレー交換

01¢

01¢

已(:リ交換

しなし

しなし

八へ

1 モタリレ単体チIック（コイル）

| 01¢

2 モタリレ単体チXック（接点）

| 01¢

3 モタリレ単体チIック（絶縁）

| 01¢

4 リレボックス接点系十8短絡チェック

夺01¢

5 リレーボックス制御系01^0短絡チヱック

| 01¢

6 リレー制御系ハーネス01\10短絡チェック

| 01¢

7 モ—夕系ハネス十日短絡チIック

| 01¢

8 已011単体チIック（モニタ端子十8短絡）

1 01¢

9 ，ゾア ~~ "7 丁々し ノノ ノ丄 ノノ

N0

N0

N(3
モータリレー交換

N(3
リレーボックス交換

N0
リレーボックス交換&
バルブ電源ヒューズ（20八）チェック

N0

N0
モータリレー制御系、モニタ系ハーネス修理
8^ヒュースナエッフ

N0
日(:リ交換

N0
アース端子締付

10 £01]単体チェッくン（リレー駆動端子）
寺01¢

11 日/じ機能チエッ ク
( 01¢

12 各コネクタの接触不良チエック

N0
已(：11交換

N0
㈠/リ交換

N0
コネクタ修理
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード52

1,モータリレー 

単体チIック
(コイル）

(1) 10キーを〇孖孖とする。
(2) モータリレーをはずす。
(3) モータリレーコイルの抵抗値を測定する0

N0の時
モータリレー交換

モ- み11し—士 7士 'レ〇匚 'レ〇卩ノソ〆 平1斗、 丄、り鲁〇リ 丄、リ離〇リ

基準値：80±100

2 ,モータリレー (1)モータリレーコイル（端子N0.85 ( —）一N0.86 (十）） N0の時
単体チエック に直流12マを印加する。 モータリレー交換

(接点） (2)モータリレー接点の抵抗値を測定する。

モータリレー本体 N0.30 N0.87

基準値：く12ソ印加時〉
N0 30— N0 87 : 0.50以下

く12 V非印加時〉

N0.30- N0.87 :1^1 0以上

〇.モータリレー ，モータリレー端子間の抵抗値を測定する。 N0の時
単体チIック
(絶縁） モータリレー本体

モータリレー交換
N0.85 — N0.30 
N0.85—N0.87

基準値：1^/10以上

リレーボックス接 
点系十8短絡チェ 
ック

⑴11/11コネクタ八83，1、八33❶2を分離する。 N0の時
(2)丑011コネクタ尺128を辽011からはずす0 リレーボックス交換
⑶11/11コネクタ八丑3，1とボディ（(^^0)の間の電圧を 

測定する。

八丑シ1 N0.2⑴一⑽〇 (―)

基準値：1(3 〇问/〇卩卩共〇ソ
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード52

5.リレーボックス制 
御系61^0短絡チ 
Iック

⑴
⑵
⑶

10キーを〇卩孖とする。
リレーボックスコネクタ8134、八83,6を分離する。 
モータリレーボックス端子とボディ（0X0)の間の抵
抗値を測定する。

モータリレー

ホックス端子
N0.85 —⑽〇

N0の時
リレーボックス交換 
ふバルブ電源ヒュー 
ズ（20八）チェック

6.リレー制御系ハー 
ネス（3问0短絡チ
Iック

-丑011コネクタ端子とボディの間の抵抗値を測定 
する。

只1狀 N07 —

N0の時
モータリレー制御系、 

モニタ系ハーネス修 
理ゐヒューズチェッ 
ク

基準値：11^10以上

7.モニタ系ハーネス -已011コネクタ端子とボディ（(1^0)の間の電圧を測定す N0の時
+ 8短絡チIック る。 モータリレー制御系、 

モニタ系ハーネス修
只128 N0.19 (十）一⑽〇 (-） 理ゐヒューズチェッ 

ク

基準値：丨〇共〇ソ

86
30 87

85

モーターリレー本体

86
87 30

85

モータリレー 
ボックス本体

12 3 4 5 16 1 71819 10 11112 13114 15 1611711811912012122 23 24 | 25 | 26 27 28
129130 13 1 |2 2「33 丁 34135(361： 7|： 813914 〇|414 2卜 3144145146丨47丨48| 49] 50 I 51 | 52 I 53 1 54 | 55
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード52

8. £011単体チェッ 
ク（モニタ端子十 
巳短絡）

⑴
⑵

⑶
⑷
⑸

10キーを〇ドドとする。
E^\]コネクタ只128のスクリュを緩め、コネクタカ 
バーをはずす。
圮011コネクタ只128を兄(：11にはめる。
全てのコネクタを結合する。
丑011端子間の電圧値を測定する。

只128 N0,19—N0.28

N0の時 
ぢ01！交換

9.モータアースチェ -を〇ド尸としてから、モータアース取り付け緩みを N0の時

ック チェックする。 アース端子締付

基準値：32,3±9,8咖
330±100に9干，〇阳

10. 単体チェッ
ク（リレー駆動端 
子）

(1) 八83シーケンス制御を起動させる0
(2) E^\]コネクタ只128の端子間の電圧値を測定する。

尺128 N0.7 (十）一N0.28 (—）

N0の時
交換

基準値：シーケンス作動中に電圧が
10-13ソ^1,5ソ以下—
10— 13ソと変化する。

(5128^

1 1 2 3 4 | 5 | 6 1171819110111112 13114115116 17118119120 2111 22 | 23 | 24 | 25 \ 26 | 27 | 28
12910 0卜 1 | 32 | 33 | 34 135136137丨38139ド 0141142143ド 4145146丨47レ 8| 49 | 50 | 51 | 52 | 53 | 54 | 55 |
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード52

11.㈠/リ機能チェ 
ク

ッ （1)10キーを〇卩卩とする。
(2) 八丑3シーケンス制御を起動させる。
(3) 6011コネクタ6128の端子間の電圧値を測定する。

N0の時
11/1；交換

只128 N0.19 (十）一 N0.28 (-)

基準値：シーケンス作動中に電圧が
1,5ソ以下—10— 13ソー 
1，5ソ以下と変化する。

モータ回転音（ブーン）が聞こえる。

12.各コネクタの接触 
不良チエッジ

^全てのコネクタを組立結合し、11/11、リレーボックス、 

已011、ハーネスの各コネクタの接触不良をチヱックする。
N0の時 
コネクタ修理

4-173



セレクトモニタによる点検ートラブルコード52

ラブルコード52 モータ〇ドド減衰不良 〇氺3氺52 屮巳1) 
N>1〇丁〇闩

㊃雙㉚ 
0~~

3 :故障発生順(呢西、N110、〇し〇)

37

2

7

33 
54 
26 
53 
25 
"6"

34 
28 
29

し…

巳

し只
V

し〇
0
只し
…0

し0
0\^
糊

巳
巳

2

4

I
85

87
873

卜
87
86

(^6^4) (^23^

2 補 巳八丁丁

86 I ------------ ：— 2
4〇1^ (^124) ^

(^2)

5
4
8
3
7
2

(^6？8)

\

\

卿

8八丁丁

#フローチャートに従い右頁の要領で点検する。

1 モータリレー単体 N0
画

チェック（接点）

2 モータ電源供給 N0

電圧チェック

電源系ハーネス、コネクタ修理 
モータ電源ヒューズ（30八）
テエツフ

〇に

3 モータアース N6
チェック

4 ド/リ機能 N0

チェック

各コネクタの接触 N0
5 コネクタ修理

イ、良チエック
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード52

1,モータリレー 

単体チエック
(接点）

(1) 10キーを〇卩卩する。
(2) モーターリレーをはずす0
(3) モータリレーコイル（端子N0.85 (-）—N0.86 (十）） 

に直流12又を印加する。
(4) モータリレー接点の抵抗値を測定する。

モータリレー本体 N0.30——N0.87

N0の時
モータリレー交換

基準値：ぐ12V印加時〉

N0.30-N0.87 : 0.50以下

ぐ2ソ非印加時〉

N0.30- N0.87 :…0以上

2.モータ電源
供給電圧チ：！:ック

⑴
⑵

リレーボックスコネクタ只123、八83,4を分離する。 
リレーボックスコネクタ只123とボディ（0X0)の間の 
電圧を測定する。

N0の時
電源系ハーネス、コネ 

クタ修理みモータ電 
源ヒューズ（30八）チ

尺123 N0.2 (十）一 0^0 (—） ヱック

基準値：10- 13ソ（十日端子を接続した状態で)

3.モータアースチェ #モータアース取り付け緩みをチヱックする。 N0の時
ック アース端子締付

基準値：32,3±9,8咖

330 ±100 (<9卜〇⑺

86
30 87

85

モータリレー本体
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード52

(1)叼01；コネクタ8128のスクリューを緩め、コネクタカ N0の時 
バーをはずす。 只/1；交換

⑵已01；コネクタ尺128を丑(：1；にはめる。
(3)全てのコネクタを結合する。
⑷八83シーケンス制御を起動させる。
⑸五011コネクタ尺128の端子間の電圧値を測定する。

8128 N0.19 (十）—N0.28 (-）

基準値：シーケンス作動中に電圧が
1,5ソ以下—10-13ソ4 
1,5ソ以下と変化する。
モータ回転音（ブーン）が聞こえる。

5.各コネクタの接触 
不良チエック

，全てのコネクタを組立結合し、11/11、リレーボックス、 
五(31)、ハーネスの各コネクタの接触不良をチヱックする。

N0の時 
コネクタ修理

1|2|3|4|5|6 |7|8 9110111112113114 15116117118119120121丨丨22 23 | 24 | 25 | 26丨27 28
I 29 | 30 | 31 | 32 | 33 | 〇 413512旬37「38丨@40丨^ 2143 44 45 46147148149 1 50 1 5152 | 53 | 54 I 55 1

4.日/じ機能チェッ 
ク
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セレクトモニタによる点検 トラブルコード52



セレクトモニタによる点検——トラブルコード54

3 :故障発生順/、.0、〇し0)

ストップランプ3^

2
色，

⑻ソ丁)

11
3

— 2
4

㈧丁)

(^120^
3
9

08 令

(0 ストップランプ

2

/

4

，フローチヤートに従い右頁の要領で点検する。

か

1 ストップランプスイッチ
端子電圧チXック

1 \ 0^

2 各コネクタの接触不良
ァエック

3 ストップランプ点灯 
ナエック

^ 01¢

4 ハネス断線チェック
| 01¢

5 各コネクタの接触不良
チエツ7

N0

N0

N0

N0

N0

八へ

£01]交換

E(:リ交換

コネクタ修理

コネクタ修理

ストップランプ回路修理

圧〇リ-ストップランプ間 
ハーネス、コネクタ修理

巳(:VI 
巳（：じ

トラブルコード54 ストップランプスイッチ 
系里蛍

(3
45

3
じ

8 
0

八
巳
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード54

1,ストツづぅンプ端 
子電圧チエック

- 33]V[のアナログデータ読み取り機能を用いて電圧を読み 
取る。

N0の時 
八へ

基準値：ペダル踏み込み状態で1，5ソ以下

離した状態で4.5 V以上

2.各コネクタの接触 
不良チエック

，ストップランプスイッチ、丑011、ハーネス中継点の各コ 
ネクタの接触不良をチヱックする。

N0の時 
コネクタ修理

八

3.ストップランプ点 -ブレーキペダルを踏む。 N0の時
灯チェック ストップランプ回路

基準値：ストップランプが点灯する。 修理

01¢

4.ハーネス断線チェ 
ック

⑴
⑵
⑶
⑷

10キーを〇ド尸とする。
五〇リコネクタ尺128を已011か 
ブレーキペダルを踏む。

丑01！コネクタ只128とボディ
定する。

らはずす。

(0^0)の間の電圧を測

^128 N0.48 (十） ⑽〇㈠

N0の時
E^\]ストップランプ 
間ハーネス、コネクタ
修理

01¢

N0の時5.各コネクタの接触 奉全てのコネクタを結合後、ストップランプスイッチ、

不艮チエック 丑01了、ハーネス中継点の各コネクタの接触不良をチニッ コネクタ修理レ、 | ,、 | ハ、ヽノ 1~1 I 〆 〆 ノ / | し,ノ
クする。

(5^

12 | 3 | 4 | 5 | 6 丨7丨8 9 1011川2113114115116丨17118119120121 | 22 | 23 | 24 I 25 | 26 | 27 | 28
| 29 | 30 | 31132 | 33 | 2 4 13510 6|〇 7138139140141142143 44145 461471481 49 50 | 51丨52丨53丨54丨55 |
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セレクトモニタによる点検 トラブソレコード56

0センサ出カチェ 
ック

[のアナログデータ読み取り機能を用いてセンサ出力 
を読み取る。

N0の時
八

2.各コネクタの接触 - 0センサ、丑011、ハーネス中継点の各コネクタの接触不 N0の時
不良チヱック 良をチヱックする。 コネクタ修理

3.故障時の状態情報
ナエック

(1) 55^1で故障時の状態情報データを読み出す。
読み出すデータ：ド只、ドし、即、见の

N0の時
3へ（次頁参照）

各車輪速度 
〇センサ出力電圧

基準値：各車輪速度二〇^⑺/卜かつ
(3センサ出力電圧$3. 65V

〇X

4. 0センサ 
ハーネス断線 
チェック

(1) 10キーを〇ドドとする。
(2) 丑011コネクタ8128を五(：1；からはずす。
⑶ぢ(：1；コネクタ只128端子間の抵抗値を測定する。

6128 N0.22—N0.39

N0の時
0センサ出力、0^0 
ハーネス、コネクタ修 
理

112 3 14 15 16 7 819110111112113114115116 171181191201211122 23 | 24丨25丨26 27 28
12912 0 1 31 | 32 33 | 34 135136137 38139140141142143 4 451461471481 49 | 50 | 51 | 52 | 53 54 55 |
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード56

5.各コネクタの接触 
不良チIック

-全てのコネクタを結合後、0センサ、已(：1；、ハーネス中継 
点の各コネクタの接触不良をチュックする。

N0の時 
コネクタ修理

8

6. 0センサ電源チェ (1)センターコンソールボックスのふたをあけ、カバーを
1—1

N0の時
ック 外す。

(2) 0センサをボディからはずす。
(3) 10キーを〇1^とする。
(4) 0センサコネクタド113端子間の電圧を測定する。

0センサ電源系
ハーネス、コネクタ修 
理

ド113 N0.3 (十）一 N0.1(-）

基準値： 5±0, 25 V

I 01¢

7. 0センサ出力
¢N0ハーネス断 
糸求チエック

(1)10キーを〇孖卩とする。
⑵丑011コネクタ8128を叼(：11からはずす。
⑶五01；コネクタ只128端子間の抵抗値を測定する。

N0の時
0センサ出力、0X0 
ハーネス、コネクタ
修理

只128 N0.22——N0.39

基準値：4,6 — 0.3^0

|〇に

8. (3センサ出カハー 
ネスの〇问〇短絡 
チェック

(1) 0センサコネクタを0センサからはずす。
(2) 远011コネクタ只128とボディ（(^^0)の間の抵抗値を 

測定する。

只128 N0.22 — 0^

N0の時
0センサ出カハーネ 
ス修理

基準値：1V 0以上
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード56

9. 6センサ単品機能 
チェック

(1) 全てのコネクタを結合する。
(2) 10キーとする。
(3) 0センサコネクタド113端子間の電圧を測定する。

卩113 N0.2 (十） N0.3 (—）

基準値：（3センサ

水平状態 ： 2,3±0,2ソ
+ 90°傾けた状態： 3,9±0,2ソ 

一90°傾けた状態： 0,7±0,2ソ

水平方向- 
+ 90 -90

ル

ぐ
〆亡

N0の時 
6センサ交換

〇に

10.各コネクタの接触 .0センサ、丑01；、ハーネス中継点の各コネクタの接触不 N0の時
不良チエック 良をチヱックする。 コネクタ修理

1 1 2 1 3 | 4 | 5 I 6 | 718 9110111112113114115116117118119120|21丨22 23 24 | 25 | 26 | 27 | 28
| 29 | 30 | 31 | 32 33 | 34 13513 613713813914014142 43144 45 461471481 49 | 50 | 51丨52 53 54 | 55 |
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セレクトモニタによる点検 トラブ’ノレコード56

トラブルコード56 (3センサ出力，+8短絡 0，

(3

ネ3氺56 (ド巳1)

$£N3〇闩十巳

3 :故障発生順（NEV/、^10,〇し〇)

(53)

2
3

¢3センサ本体

(512^)

(^^(^20)

12
11
4
14

1 1 2 | 3 | 4 | 5 | 6 (|7|8|9|10 111121131141151161171181191201211| 22 23 | 24 | 25 | 26 27 | 28
29 | 30 | 3132 33 | 34 13513613710 8 39140 4142143144 45 461471481 49 1 50 1 51 1 52 1 53 1 54 1 55 1

円

8

8
8

21
22

28

0センサ

八83已⑴

，フローチャートに従い右頁の要領で点検する。

0センサ出カチェック
N0

八へ

〇く

交換

八

2
0センサ出カハーネス 
の十8短絡チIック (3センサ出カハーネス修理

101¢

E0LI交換
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード56

1,0センサ出カチェ - 33がのアナログデータ読み取り機能を用いてセンサ出力 N(3の時
ック を読み取る。 八へ

基準値： 0センサ水平状態2,3±0,2ソ

2. 6センサ出カハー 
ネスの8短絡チ
Iック

(1) 10キーを〇ド卩とする。
(2) コンソールボックスのふたをあけ、カバーを外す。
(3) 0センサコネクタを0センサからはずす。
(4) 五01；コネクタ只128を五01；からはずす。
(5) 圮011コネクタとボディ（0X0)の間の電圧を測定す 

る。

只128 N0.22 (十）一（^0 (-）

N0の時
〇センサ出力、ハーネ 
ス修理

基準値：10〇问/〇ドド共〇ソ

〇X

巳0 1)交換
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セレクトモニタによる点検 トラてプノレコード56

ラブルコード56 ¢3センサ出力，㈠リ検出異常 0 ^
0

氺3氺56 (「81)

3巳问3〇1^(ドリ

3 :故障発生順(呢西、N10、0し0)

0センサ本体

(§128)

12
11
4
14

112 3 4 I 5 | 6 ||7 819110 11112113114115116 17118119120121122 23 | 24 | 25 | 26 | 27 | 28
12913 0 〇 132 | 33 34匕 5 3613712 8139140 41142143ド 41451461471481 49 I 50 | 51 | 52 | 53 | 54 | 55 |

(512^)

8

巳

巳

息

フローチャートに従い右頁の要領で点検する0

1 0セソサ出カチェック

| 01¢

2
各コネクタの接触不良
テエック

3
(3センサ出力、（3〜0 
ハーネス断線チェック

| 01¢

4
0センサ単品機能
テエツフ

| 01¢

日⑶交換

N0

N0

N0

N0

0センサ出力、©N0 
ハーネス、コネクタ修理
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード56

10キーを〇ドドとする。
E^\]コネクタ8128を已011からはずす。
ぢ01；コネクタ只128端子間の抵抗値を測定する。

3. 0センサ出力
〇㈧〇ハーネス断 
線チIック

只128 N0.22 — N0.39

センターコンソールボックスを外す。

0センサをボディからはずす。
0センサコネクタを6センサにはめる。

E^^]コネクタ尺128を五01；にはめる。
1(3キーを〇Nとする。
〇センサコネクタド113端子間の電圧を測定する。

ド113 N0.2 (十）—N0.3㈠

2,3±0,2ソ
基準値：0センサ

水平状態 
+ 90°傾けた状態： 3,9±0,2ソ

-90°傾けた状態 0,7±0,2ソ

水平方向— 
+ 90°

N0の時 
0センサ交換

N0の時
0センサ出力、0^0 
ハーネス、コネクタ修 
理

4. 0センサ単品機能 
チェック

基準値：4,6±0,3、〇

01¢

-6センサ出カチェ 
ック

[のアナログデータ読み取り機能を用いてセンサ出力 
を読み取る。

N0の時

2.各コネクタの接触 .0センサ、五01；、ハーネス中継点の各コネクタの接触不 N0の時
不良ナエッ ク 良をチヱックする。 コネク 夕修理

八

\
)
/ 
\

1
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\
)
/

1
2 
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%
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1
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—
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\
)
/ 
\
)
/

1 
2 
3 
4 
5 
6

7
(
\ 
7
(
\ 
^
1
\ 

X
^
\ 

X
^
\

4一 187



セレクトモニタによる点検——トラブルコード56

ラブルコード56 (3センサ出力固着 0，氺3氺56 (ド81) 
<3 5EN50F( 3丁101¢

3 :故障発生順⑽西、N10、〇し0)

卿 (？^(〇120^ (5128^

2
3

0セソサ本体

12
11
4
14

8

8

1 1 2 | 3 | 4 | 5 | 6 71819110111112113|141516|17|18191201211| 22 | 23 24 | 25丨26丨27 | 28
29 30 | 31 | 32 3313/1 135136 37138 39140141142|43|44|45|46|47|48| 49 1 50 1 51 1 52 1 53 I 54 | 55 |

巳

21
22

29

巳0じ

^フローチャートに従い右頁の要領で点検する。

1 車輪空転有無チェック

2 (3センサ出カチェック

+ 01¢

3
各コネクタの接触不良 
チ:]:ック

N0

N0

N0

4
¢3センサ出力、6^10
ハーネス断線チェック

| 01¢

5
〇センサ単品機能
テエック

| 01¢

6
各コネクタの接触 
小良ナエック

101¢

已⑶交換

N0 6センサ出力、01^0 
ハーネス、コネクタ修理

N0

N0
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード56

1-車輪空転有無チェ 
ック

，車両をリフトアップした状態での4輪空転、フリーロー 
ラー走行等を行わなかったか。

行った時
システムは正常

基準値：行っていない

2. 0センサ出カチェ 
ック

(1) センターコンソールボックスを外す。
(2) 0センサをボディから外す。

N0の時 
八へ

⑶33以のアナログデータ読み取り機能を用いてセンサ出 
力を読み取る。

基準値：6センサ

水平状態 ： 2,3±0,2ソ
+ 90°傾けた状態： 3,9±0,2ソ 
一90°傾けた状態： 0.7土(). 2.

水平方冋—
I 八八〇
十⑻ 一90、

ぐ ザロ
3.各コネクタの接触 - 6センサヽコンソールボツクスを取付けた後、0センサ、 N0の時

不良チエック 五011、ハーネス中継点の各コネクタの接触不良をチニッ コネクタ修理
クする。
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セレクトモニタによる点検——トラブルコード56

4. 0センサ出力
ハーネス断

(1) 10キーを〇孖ドとする。
(2) 丑011コネクタ1^128を丑011からはずす。

N0の時
0センサ出力、0^0

糸泉チェック (3)瓦〇1；コネクタ只128端子間の抵抗値を測定する。 ハーネス、コネクタ修

只128 N0.22 — N0.39
理

基準値：4,6±0,34〇

5. 6センサ単品機能 
チ：!：ック

(1) 圮011コネクタ只128を兄(：11にはめる。
(2) 10キーを〇!^とする。
⑶0センサコネクタド113端子間の電圧を測定する。

卩113 N0.2 (十）一N0.3 (—）

基準値：0センサ
水平状態 ： 2,3±0,2ソ
+ 90°傾けた状態: 3,9±0,2ソ 
一90°傾けた状態: 0.7±0.2 V

水平方向— 
+ 90°

釀

〆
ザ』

へ.

N0の時 
0センサ交換

6.各コネクタの接触 -全てのコネクタを結合後、0センサ、圮011、ハーネス中継 N0の時
イ^良チェッフ 点の各コネクタの接触不良をチュックする。 コネクタ修理

(^12^)

1[2 3『415 6| 718191101111121131141151161171181191201211 22 | 23丨24 | 25丨26 | 27 | 28
29 | 〇 0 | 31 | 321ミ 3 | 34 135136 37138 39140 41142143144 45146 47481 49 50 | 51 | 52 I 53 I 54 55 I
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